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若頭と卵サンド




　暑さ厳しい八月中旬。

　クーラーの利いた店内に流れるのは、昭和の歌謡曲とコーヒーの香り。

　ここは東京の下町にある、『ロイヤル』という名の古めかしい喫茶店である。

　十坪の狭い店内は、ガラス扉を入った正面に椅子が五つのカウンター席があり、窓際には四人用のテーブル席が三つ。

　テーブル席は色いろ褪あせたえんじ色のビロード張りのソファで、カウンターは籐とうの椅子。天井からチューリップ傘の照明が下がり、アーチ形の三連の窓には、裾すそが波形のレースのカーテンがかけられている。

　経営者は、昭和レトロな風情に似合いの六十代後半の夫婦。常連客にマスターと呼ばれている穏やかな性格の主人と、洋よう子こという名の明るい奥さんだ。

　ごま塩頭で中肉中背、バリスタエプロンをしめたマスターが、カウンター裏から呼びかけた。

「実み乃の里りちゃん、これ、二番テーブルのコーヒーふたつね」

　続いて、ふっくらとした体形で、耳下までの髪にきつめのパーマをかけた洋子が、カウンター奥の暖簾のれんの下がったドア口から顔を出す。

「実乃里ちゃん、こっちもね。モーニングセットとミックスサンド」

「はい」と明るく応えたのは、木きの下した実乃里。

　小柄な体形、くりっとした目と丸顔が、二十三歳という年齢よりも幼く感じさせる。

　肩下までの黒髪はひとつに束ね、スカイブルーの七分丈パンツと白いＴシャツを着ている。

　その上に洋子と同じ深緑色のエプロンを身につけた彼女は、てきぱきと料理や飲み物を客席へ運んだ。

　テーブル席で新聞を広げているのは、中なか本もとという常連の男性客だ。

　彼は四軒隣の靴屋の店主で、五十代。

　新聞を畳み、「お待たせしました」と目の前に置かれたトーストセットを見た中本は、目を細めて実乃里を褒める。

「サラダのドレッシングをちゃんとサウザンアイランドにしてくれてるな。トーストは斜め切りで、苺いちごジャムとバターを添えて。コーヒーはブラック。客の好みを覚えるのが早いね。若いから頭が柔軟なんだな」

　実乃里はこの喫茶店のアルバイト従業員で、働き始めてまだ八日目である。

　客の特徴と好みを覚える記憶力には、もとから自信があった。

「靴屋の中本さん、ありがとうございます。ごゆっくりどうぞ」

　名前で呼んで中本をさらに喜ばせた実乃里は、「姉ちゃん、お会計」と別の客に呼ばれ、今度はレジ前に急ぐ。

　壁掛けの鳩時計がポッポと鳴き、八時を告げる。

　早朝七時からのモーニングタイムは近所の常連客で賑わい、いつも通りの忙しさだ。

　モーニングタイムは八時半までで、いったん店を閉め、その後は十時半から十九時までの営業である。

　この店の時給は、都が定めた最低賃金。

　接客と簡単な調理に掃除、買い出しから近所への配達など、ひとりきりのアルバイトである実乃里の負担は大きい。

　待遇や労働環境からいうとブラックな感は否めないのだが、彼女は明るく前向きに張り切っていた。

（朝早くて眠いけど、このくらい平気。体力には自信があるし、なにより夢を叶かなえるためなら私は頑張れる）

　実乃里の夢とは、カフェを経営することである。

　いつか叶えたいその夢のために、短大卒業後は、あちこちのカフェを渡り歩くアルバイト生活を送っている。多くは若者向けの近代的な雰囲気の店なのだが、昔ながらの喫茶店にも興味があって、この店で働くことにした。

　古い店は、常連客の舌と心を掴むなにかを持っている。それを学ぼうというのだ。

　一カ所に定まらないフリーター生活を、褒めてくれる人はいないけれど、実乃里としては自分のカフェを開く前の修業期間のように思っている。

　夢に向かってまっしぐらの彼女は、生まれてこのかた恋人はなし。

　恋愛に興味がないわけではなく、好みの男性になかなか巡めぐり合えずにいるためだ。

　なかなか可愛らしい顔立ちをしていても、小柄で童顔のせいか、よく学生に間違われた。常に薄化粧であるのも、その理由かもしれない。

　色恋目的で彼女に声をかける男性は、学生服を着た年下ばかり。

　実乃里の好みは、渋みを感じさせる年上の男性なので、これまで恋のチャンスに恵まれなかったのだ。

　そんな彼女が最近、心を躍らせている。

（四日前と一昨日おとといはこの時間に来たんだけど、今日は来ないのかな……）

　モーニングの残り時間を気にして鳩時計を見た時、ドアベルが鳴った。

「いらっしゃいませ」と振り向いた実乃里は、胸を高鳴らせて頬を染める。

　初めて見た時から素敵だと感じている男性客が、今日も来店したのだ。

　柔らかそうな毛質の短い黒髪。斜めに流された前髪は目にかかる長さで、それを気け怠だるげにかき上げる仕草がなんとも色っぽい。

　年齢は三十代半ばだろうか。浅黒い肌と彫りの深いはっきりとした顔立ちで、切れ長の目は黒こく曜よう石せきのような輝きがあった。

　細い縦たて縞じまの入った黒い長袖シャツは、袖を二段折り返し、グレーのスラックスに黒い革靴。シャツのボタンはふたつ開いており、細い金の鎖が襟元にチラリと見える。

　身長は百八十センチを超えていそうである。逞たくましい筋肉質の体が、衣服の上からでも見て取れた。

　外が暑いせいなのか、眉間に皺しわを刻んでおり、それもまた大人の色気と渋さを感じさせるポイントであった。

（少し危険な香りがする。どんな仕事をしているんだろう。見た目は私の好みのど真ん中で、今日こそ名前を聞いてみたい……）

　実乃里が案内する前に、彼は空いたばかりのテーブル席に腰を下ろした。

　すると後ろの席に座っていた靴屋の中本が、「読むかい？」と声をかけて新聞を差し出している。

「ああ」とひと言だけでお礼は言わず、偉そうに足を組んで新聞を受け取る彼。

　息子ほどの歳の彼に横おう柄へいな態度を取られても、中本は全く気にする様子はなく、むしろ誇らしげに見えた。

　それをなぜだろうと疑問に思いながら、実乃里はグラスに水を注いで意中の彼のもとへ運ぶ。

　けれども考える間もなく注文され、疑問自体をすぐに忘れてしまった。

「ブレンドコーヒーと卵サンド。胡こ椒しょうとマスタード抜きで」

　疲れているようにも感じる低い声にも、大人の色香が滲にじんでいる気がする。

　胸を高鳴らせて注文をメモした実乃里は、これまで彼を接客した二回と全く同じ注文であることに気づく。

　きっと彼も、ここの常連なのだろう。メニュー表があるのに開きもしないことから、それしか食べる気がないように思われた。

（卵が好きで、辛いものが苦手なのか。少し怖そうな見た目なのに、ギャップが可愛い……）

　そんなところも好みに合致して、実乃里は心を弾ませる。

「かしこまりました。少々お待ちください」と一礼し、トレーを胸に抱いてカウンター裏へ戻った。

「マスター、ブレンドコーヒー入りました。洋子さん、卵サンドひとつ。胡椒とマスタード抜きでお願いします」

　実乃里が注文を伝えると、「悪いけど、やってくれる？」と洋子からヘルプコールが出された。

　暖簾をくぐって小さな調理場へ入れば、洋子はスパゲティナポリタンを炒めている最中である。

　その注文を取ったのは、実乃里ではなくマスターだ。

　朝はモーニングセットとサンドイッチしかメニューにないというのに、わがままを言う客もいる。マスター夫妻はどんな時でも断らず、笑顔で応じてしまうから、小さな店でもアルバイトを雇わねばならないほどに忙しいのだ。

　しかしながら、常連客にそういう特別感を与えるところが、長年愛される理由なのだろう。

　いつか自分のカフェを経営するための学びとして、実乃里はそれを心に書き留めた。

　そして好みの男性客に、卵サンドを作るチャンスを得たことを喜んでいる。

（美味しいものを出して喜んでもらいたい。あの人はどんな風に笑うんだろう。あの眉間の皺を解いて笑顔にさせたい……）

　この店の卵サンドは、ゆで卵を粗めに潰して、塩胡椒とマスタード、マヨネーズで味つけしたものを、耳を落とした食パンに挟んだシンプルなものだ。

　小学生でも作れそうな簡単料理だが、やけに気合いの入った顔をした実乃里は、ステンレスのボウルに卵黄と酢、塩とレモン汁と調理油を入れて、ハンドミキサーで混ぜ始めた。

　隣でフライパンを揺すっていた洋子が、驚いて実乃里を見る。

「まさかマヨネーズから作ってるの？　そこに業務用のやつがあるじゃない」

「手作りマヨネーズは新鮮で美味しいですよ。一分でできますし手間にはなりません。あとはどうしようかな。みじん切りパセリを入れて、生の玉ねぎは辛いから、フライドオニオンの粉末にしようか……」

「実乃里ちゃん、うちの卵サンドはそんなものを入れてないのよ」

「わかってます。他のお客様には通常レシピで作ります。でもこれを注文してくれた人は、スパイス系が苦手なようなので、なにかでアクセントをつけないと。すみません、やらせてください」

　勝手なことをして申し訳ないという気持ちよりも、彼を喜ばせたいという思いの方が遥はるかに勝り、実乃里はオリジナルの卵サンドを手際よく五分ほどで完成させた。

　切り落とした端を洋子の口に入れれば、「あら美味しい」と笑ってくれて、客に提供することを許してくれる。

　経営者夫妻が寛容な人でよかったと実乃里は微ほほ笑えみ、卵サンドを盛りつけた皿をトレーにのせて客席へ運ぶ。

「お待たせしました。卵サンドです」

　ブレンドコーヒーはマスターが先に出していたようで、素敵な男性客は湯気立つカップに口をつけている。実乃里と卵サンドに気づいているだろうけれど、なにも言わず、視線は新聞の紙面を追うのみだ。

　少しの関心も向けてくれない彼からは、オリジナルの卵サンドの感想を聞けそうになく、名前を尋ねてみようと思っていたことも実現できそうにない。

　店員と馴れ合うのが嫌いなタイプだろうか。

　そう感じ取った実乃里は、愛想のない彼を口惜しく見つめつつも、クールな態度もたまらなく魅力的だと思い、そばを離れた。

　食器を下げてテーブルを拭き、接客をしてレジを打つ。

　忙しく店内を動きながら、気になるのはやはり無愛想な彼の反応であり、チラチラと食べる様子を窺うかがってしまう。

　サンドイッチは、長方形のものが四切れだ。

　新聞片手に卵サンドを口に運ぶ彼は、味に関してなにも思うところがないように見受けられた。

（工夫したつもりだけど、特別に美味しいとは思わせられなかったみたい……）

　けれども、四切れ全てを平らげた彼は、紙面から視線を外さないまま皿に手を伸ばす。そして、ふと皿を見て、もうないのかと食べたりなそうな顔をした。

　それを見た実乃里は、にやけた顔をトレーで隠し、小さくガッツポーズをする。

（笑顔がなくても、ちゃんと美味しいと思ってくれていたみたい。よかった……！）

　感想を言ってもらえたわけでもないのに、そう解釈して喜ぶ。

　彼女は、よく言えばポジティブで、悪く言えば向こう見ずなところがあるため、のちのち困る展開に陥ることがたまにある。

　今も浮かれて、恋愛へのステップを一段上がった気持ちで、クールな彼に笑顔で近づいた。

「空いたお皿、下げますね」

　皿を片づけるのはついでで、サンドイッチを作ったのは自分だと主張しようとしたのだが……彼は新聞紙を適当に畳むと、スラックスのポケットから長財布を出して二千円をテーブルに置いた。

「釣りはいらない」と言い残し、そのまま席を立って足早に店を出ていってしまった。

（しまった。早く帰れと催促したように思われたのかも。話したかったのに……）

　残念に思う実乃里は、口を尖とがらせる。

　けれどもすぐに笑顔を取り戻して、気持ちを立て直した。

　彼は常連のようだから、またすぐに会えるだろう。

　次の来店時には必ず会話を膨らませようと、前向きに意気込んでいた。




　八時半になるとモーニングタイムは終了で、店のガラス扉にクローズの札をかける。十時半に再び店を開けるまで、しばしの休憩時間だ。

　先ほどまで素敵な男性客がいたテーブルで、マスター夫妻と実乃里は向かい合って朝食をとる。

　洋子が並べてくれたのは、チーズトーストとハムエッグ、サラダ、コンソメスープである。もちろんマスター自慢のブレンドコーヒー付きだ。

　夏なので、実乃里はアイスコーヒーにしてもらい、焼き立てのチーズトーストを頬張る。

　一時間半の濃い労働の後には、シンプルな朝食でも染み渡るように絶品に感じられた。

「美味しい」と喜ぶ実乃里に、マスター夫妻が好意的な視線を向けている。

「実乃里ちゃんが来てくれてよかったよ。前のアルバイトの子が辞めてから、なかなか応募がなくて。しばらく洋子とふたりでやっていたが、体力的にきつくてな」

　そう言ったマスターは、クシャリと顔に皺を寄せて笑った。

　マスターは丸眼鏡をかけ、六割が白いちょび髭ひげを鼻の下に生やしている。それがよく似合っており、人のよさそうな印象も感じられた。

　実際、気さくで温和、とても気持ちのいい人柄であるのだが、「うちの店はなぜかアルバイトが居つかないんだよな」と不思議がるところには指摘を入れたくなる。

（仕事量と内容が、時給に見合っていないからですよ……）

　能天気なところがある実乃里でも、さすがに面と向かって経営者に意見はできない。半分食べたチーズトーストに半熟の目玉焼きをのせてかぶりつきながら、曖あい昧まいに頷いてやりすごそうとする。

　すると今度は洋子が、若干、恣し意い的てきな感じのする笑みを浮かべて実乃里に言った。

「実乃里ちゃんは、ずっとここで働いてくれるわよね？　とてもいい子が入ったって、うちの人もお客さんたちも、もちろん私も喜んでいるのよ。末長くよろしくね」

「ええと……ありがとうございます」

　マスターの面接を受けた時に、将来は自分のカフェを持ちたいという夢を話したはずなのに、それは洋子に伝わっていなかったのだろうか。それとも、聞かなかったことにされているのかもしれない。

　文句を言わず、安い賃金で一生懸命に働いてくれる実乃里を手放すまいと考えているのではあるまいか。

　困った実乃里は話を逸らそうとして、卵サンドについて話し始めた。

「今日はオリジナルの卵サンドを作らせてくれてありがとうございました。あのお客さん、完食しても食べ足りなそうにしていたんですよ。次も私が作っていいですか？　今度は粉チーズを入れてみたいと思います」

「いいわよ」と快諾してくれた洋子の隣で、マスターが「卵サンド？　ああ、龍りゅう司じさんか」と独り言のように呟き、コンソメスープをすすっている。

「あのかっこいいお客さん、龍司さんというんですか！」

　実乃里が急に声を大きくしたため、マスターをむせさせてしまった。

「すみません」と謝りながらも、彼女は興奮を抑えられない。

　常連客なのだから、彼に関する情報をマスターが知っていると考えるべきであった。

　それに気づいたら、矢継ぎ早に問いかけずにいられない。

「名字と年齢を教えてください。この近くに住んでいるんですか？　ロイヤルにはどれくらい通っているんでしょう」

　マスター夫妻は顔を見合わせている。

　戸惑っている様子だが、実乃里の質問にはマスターが答えてくれた。

「逢おう坂さか龍司さんという名だよ。歳は確か三十五だったかな。ここには五年ほど前から、週に二、三度通ってくれてるよ。自宅は知らないが、事務所はすぐ近くに――」

「職場が近いんですか！　それで朝食をここで済ませてから出勤するんですね」

「職場といえば、まぁそうなるのかな。実乃里ちゃん、もしや龍司さんに惚ほれたのかい？」

　マスターが困ったように眉尻を下げているのはどういうわけか。

「既婚者なんですか？」と気落ちして問いかければ、それは否定される。

「恋人がいるかどうかは知らないが、あの人はやめておいた方がいいぞ。実乃里ちゃんのような女の子が、手に負える相手じゃないからな」

　龍司は渋みのある大人の男性で、一方の実乃里は学生に間違われるような童顔だから、不釣り合いだと言いたいのだろうか。

　龍司とはまだ三回しか会ったことがない実乃里なので、現時点では、恋人になりたいというはっきりとした想いを抱いているわけではない。

　けれどもそんな風に反対されると、ついムキになってしまう。

「それはどういう意味ですか？　私は大人ですから、恋愛を止められる理由は――」

　その時、カウンターテーブルの端で店の電話が鳴り出した。

　会話は中断され、マスターが急ぎ足で電話に近づき受話器を取る。

「はい、喫茶ロイヤルです。ああ、どうも毎度お世話になっております」

　マスターが誰かと話し始めたので、それならば洋子に聞こうと実乃里は口を開きかけた。

　すると今度は、受話器を握ったままのマスターが洋子に指示を出す。

「ピザの配達の注文入ったぞ。マルゲリータと、ミートソース、シーフード。Ｌサイズが一枚ずつな」

　朝食を中断した洋子は立ち上がって、すぐに調理場へ。電話を終えたマスターも、「実乃里ちゃんは食べていて」と言って、ピザ作りに行ってしまった。

　店内のＢＧＭは休憩時間中は切られており、外を走る車の音が聞こえるほどに静かになった。

　そんな店内で、実乃里だけがモソモソと食事を続けながら眉を寄せる。

（朝からピザのデリバリー注文を受けるなんて……）

　配達をするのは近所限定で、実乃里は一度だけ頼まれたことがあった。

　その時は百メートルほどの距離にあるスナックで、フライドポテトや唐揚げなどのオードブルの注文だった。時間帯は十八時頃であったから、今電話をかけてきた客とは違うだろう。

　今の時刻は八時五十分。朝食にＬサイズのピザを三枚も食べようとしている客もおかしければ、営業時間外に二つ返事で注文を受けてしまうこの店も少し変わっている。

　これは参考にできないと心のメモ帳には書き留めず、実乃里は三分の一ほどをストレートで飲んだアイスコーヒーにミルクとシロップを注ぎ、味の変化に意識を向けるのであった。




　それから二十分ほどが経ち、実乃里はギラギラと太陽が照りつけるアスファルトの道を歩いている。

　ピザの注文が入った時に、『実乃里ちゃんは食べていて』と言ってくれたマスターであったが、あれは気遣いではなかったようだ。

　朝食を食べ終えた実乃里に渡されたのは、焼き立てのピザが入ったテイクアウト用の紙箱三つで、配達を頼まれてしまった。

　マスター夫妻は今頃、涼しい店内で、ゆっくりと朝食の続きを楽しんでいることだろう。

（休憩時間は時給が発生しない契約なんだけど、もしやこれはボランティア……？）

　納得しかねる点はあるが、とりあえず配達を済ませてしまおうと、実乃里は渡された手書きのメモを確認する。

　そこには住所と『猿さ亘わたり様』という名前が記されており、簡単な地図も添えられていた。

　喫茶ロイヤルから二本東側に入った、車線のない道沿いだ。

　直線距離では三十メートルも離れておらず、ごちゃごちゃと入り組んだ下町であっても、迷いようのない近所である。

「あった、ここだ」

　独り言を呟いた実乃里は、立派な和風の門構えの屋敷の前で足を止めた。

　表札には『猿亘慶けい造ぞう』と書かれている。

　ぴったりと閉じた門の内側は見えないが、塀の上部に松や楓かえでの枝葉、いかめしい顔をした鬼おに瓦がわらが見え、まるで時代劇に出てくる大名屋敷のようだ。

　この辺りはロイヤルのような昭和の香りがする個人商店や、木造二階建ての民家が多いが、それに交ざってモダンで新しい住宅や、なにかの会社の社屋と思おぼしき建物も散見される。

　そのような景観の中で、この純和風な門を持つ大邸宅は異質な感じがした。

　古くからこの辺りを仕切ってきた旧家なのだろうかと予想しつつ、呼び鈴を押そうと右手を上げる。

　けれどもその手は宙をさまようのみ。

　呼び鈴がないのだ。

　これでは、どうやってピザを届けていいのかわからない。

　困った実乃里が「すみませーん」と声を張り上げていたら、門の内側ではなく、後ろから近づいてきた誰かに「おい」と声をかけられた。

　振り向けばそこにいるのは、少々強こわ面もてで素敵な男性客……龍司である。

　たちまち頬を火ほ照てらせて笑顔になる実乃里に対し、龍司は厳しい顔つきで「なにをやっている？」と問いかけてきた。

「配達ですけど、呼び鈴がなくて……」

　接客以外の会話を初めて交わせたと喜べなかったのは、睨にらむように見られたからだ。

　それはまるで、立入禁止区域の侵入者を咎とがめるような視線である。

　思わず実乃里が片足を引くと、彼はピザの箱に気づいたようで、「ああ、そうか」と独り言のように呟く。それから表情の険しさを解いて、「こっちだ」と左の方へ歩きだした。

「それを注文したのは、事務所にいる若い奴らだろう。ついてこい」

「はい……」

　よくわからないが、実乃里は言われるがままに後に続く。

　大邸宅の隣には、社屋のようなコンクリート造りの三階建ての建物がある。門はなく、一階部分は車庫になっており、階段を上った先が玄関だ。

　重そうな金属製の片開きのドアの横に、社名のついた看板がかけられている。

　そこには『猿亘興こう行ぎょう』と書かれていた。

　よく見れば番地のプレートも、マスターから指示された住所と一致しており、実乃里は正しい配達先へ案内してもらえたようである。

（怖いと思ってしまったけど、目つきが鋭いだけで、きっといい人。間違いを教えてくれたんだもの。そういえばこの建物を〝事務所〟と呼んでいた。もしかして龍司さんの勤める会社……？）

　マスターから龍司に関する情報を聞き出した時、近くにある事務所がどうのと言っていた覚えがある。そのことから、彼が猿亘興行の社員なのではないかと推察した。

　コンクリートの階段を上った実乃里は、龍司が開けてくれた玄関扉の中へ足を踏み入れる。

　中は白っぽい廊下が奥へと延びて、Ｔ字路のようになっている。廊下の左右と正面に、閉められた木目のドアがいくつか見えた。

　下足のままで廊下を進み、龍司はふたつ目のドアをノックせずに開ける。そして中にいる誰かに向けて、「ピザの配達だ」と淡白な声をかけた。

　すると、「あっ！」と慌てたような男性の声がする。

「すみません、若頭。頼んだのは自分です」

　バタバタと駆け寄る足音を聞きながら、実乃里は眉を寄せる。

（若頭……それが龍司さんの名字？　いや、違う。マスターは逢坂と言っていた）

　若頭という言葉から不穏なものを感じたが、彼に憧れている実乃里はすぐに受け入れられない。

　けれども、ピザを受け取りにドア口に現れた男性を見て、いやでも気づかないわけにいかなくなった。

　彼は実乃里と同じくらいの年齢に見える、小太りの若者だ。ソフトモヒカンの頭髪は金色に染められ、両眉は剃そり落とされており、趣味の悪い柄物のＴシャツとハーフパンツを穿はいている。

　とてもじゃないが、会社勤めをしているようには見えない。

　ヤクザ者といった言葉が似合う彼の右腕は、袖から見える上腕の肌に、波がうねるような青い彫り物が施されていた。

（この人たちは、きっと極道だ。ということは、ここは暴力団の組事務所？　そして龍司さんは怖い人たちを束ねる、もっと怖い若頭で……）

　大きなショックを受けた実乃里は、作り笑顔を引きつらせる。

　龍司はドア口に実乃里を残して部屋に入り、窓際の事務机の椅子に腰を下ろした。マウス片手にパソコン画面を見ており、そこだけ切り取れば普通の会社のように見えなくもない。

　しかしこの室内の様相は、それとは全く違うもの。

　広さは十五畳ほどで、事務机は龍司が使用しているものだけだ。黒い革張りのソファセットが部屋の大部分を占めており、大型テレビもある。

　壁際には、簡易キッチンと冷蔵庫とコーヒーマシーン。その他にはゲーム機や音楽プレーヤー、漫画雑誌が無造作に置かれており、熱帯魚が泳ぐ水槽もある。

　どこかの家のリビングのような部屋には、強面の男性たちが龍司を含めて五人いた。

　ひとりがけのソファにゆったりと腰掛けている男性は、足を組んで偉そうな態度でスマホを操作している。龍司より年上の四十代前半くらいに見え、短く刈り込んだ髪、白いスラックスと白い革靴、金ピカの高級腕時計が目立っていた。

　下っ端には見えないが、若頭の龍司の部下的存在なのだろうか……判断しかねるところだ。

　他のふたりは、今、実乃里からピザの箱を受け取っている小太りの若者と、体形は違えど雰囲気が似たり寄ったりの印象だ。彼らは間違いなく下っ端の構成員だろう。

　ピザの箱はガラスの天板のローテーブルに置かれ、すぐに蓋ふたが開けられた。

「おっ、うまそう！」と下っ端のひとりが言い、三人の手が伸びる。

　若いヤクザたちはピザを囲み、立ったままでがっつくように食べ始めた。

　高級腕時計の男は、下っ端たちにも実乃里にも無関心で、舌打ちしながらスマホをいじるのみである。

（まだ、お代をもらっていないんですけど……）

　極道という集団は怖いものだと、実乃里は認識している。

　帰るに帰れず、声もかけられずにドア口に佇たたずんでいたら、スマホの着信音が鳴り響いた。それは小太りの下っ端構成員のもので、彼は口をモグモグさせつつ、ポケットからスマホを出して電話に出た。

「あーい、誰？　ああ、二丁目のゲーセンのおやっさんね。この前はどうも。それでどうしたんすか？」

　呑のん気きな調子であった声が急に低くなり、「すぐ行く」と言って彼は電話を終えた。

「どうした？」

　それまでスマホにしか興味を示さなかった高級腕時計の男が、凄すごみを感じさせる声で問う。

　下っ端の極道が、食べかけのピザを投げ捨てるように箱に戻して説明したのは、ここからほど近いゲームセンターに、暴力的な客が現れたという話であった。

　そのゲームセンターには行ったことのない実乃里だが、経営者の五十代の男性は知っている。これまでに二回、ロイヤルで接客したことがあったからだ。

　その時に、ゲームセンターの営業時間は十時からだと言っていたので、開店までにはまだ三十分以上も時間がある。おそらくは、開店準備をしていた従業員に対して、早く開けろと無理を言っているのか、それともなんらかの不満があって、拳こぶしを振り上げながらクレームをつけているのかもしれない。

　それにしても、なぜ助けを求める相手が極道なのだろうと、実乃里は不思議がる。

　自分なら警察に連絡するのにと思いながら、黙って話を聞いていた。

「本部長、俺らが行って片づけてきますので心配いりません」

　事情を話し終えた小太りの若いヤクザは、高級腕時計の男にそう言った。

　本部長という役職が、組織の中でどの程度の地位であり、どのような役割を担っているのかはわからないが、指示役であるのは間違いないだろう。

　偉そうに足を組み替えた本部長は、鷲わし鼻ばなで狐きつね目めをしている。その目をさらに細めると、ドスの利いた声を低く響かせた。

「また半グレのガキどもか。この前の、飲み屋で暴れた一味と同じだったら、半殺しにしてやれ。うちの島で、舐なめ腐った真似は許さねぇ」

　半殺しという言葉が、比ひ喩ゆでもただの脅しでもないように聞こえて、実乃里は青ざめる。

　小太りの男とは別の下っ端が、テレビボードの引き出しからなにかを取り出している。

　実乃里のいる位置からはチラリとしか見えなかったが、懐ふところにしまわれた黒光りするものは、もしや拳銃ではあるまいか。

（どうしよう。早く立ち去りたいけど、ピザのお代が……）

　ドスドスと勇んだ足取りでこちらに向かってくる下っ端三人に震えそうになっていたら、実乃里の前に黒いシャツの背中が立ち塞ふさがった。

　龍司が下っ端たちの行く手を塞ぎ、「何人だ？」と冷静に声をかけている。

　それに対し、「若い男がふたりだそうです」と、小太りのヤクザが真剣な声で答えた。

「なら、俺ひとりで充分だ。お前らは留守番してろ」

　暴れている男たちは半グレの一味だと、先ほど本部長が予想していた。

　半グレとは暴力団ではないが、悪行三昧の犯罪集団であることは、実乃里の知識の中にあった。

　相手がたったふたりでも、危ないのではないだろうかと彼女は心配になる。

　龍司に留守番を命じられた下っ端三人は、戸惑いを顔に表していた。

　実乃里と同じように龍司ひとりでは危険だと思っているのか、それとも逆に、若頭自らが出張るほどの相手ではないと考えているのかもしれない。

　スラックスのポケットに片手を入れ、背を向けようとしている龍司を止めたのは、本部長だ。

「龍司、また敵に情けをかけようってのか？　お前がそんなんだと、締まらねぇんだよ」

　非難めいた言葉に、龍司は面倒くさそうな横顔を向けて答える。

「そうじゃない。腹ごなしになるかと思っただけだ」

「お前、ひと切れもピザを食ってねぇだろ」

「ロイヤルで卵サンドを食べた。斑まだら目め、あんたに指図される理由はない。今は俺の方が立場が上だ。余計なことを言わずに黙ってろ」

　斑目と呼ばれた本部長は、さらに瞳を険しくする。

　そんな目で睨まれれば、実乃里のような一般人は縮み上がって命の危険を感じることだろう。

　諍いさかいごとを鎮めに行くどころか、ここで戦が始まってしまいそうなほどに空気が張り詰めており、実乃里はゴクリと唾をのんだ。

（逃げたい……でもお代が……）

　心の中で何度も代金を請求する声をあげているのに、それを言葉にすることができずにいる。

　動いたのは龍司だ。

　煩わずらわしげにため息を漏らし、「行ってくる」とヤクザたちに背を向けて一歩前へ。

　長めの前髪が揺れて、形のよい額がチラリと見える。

　彼の美麗な黒い瞳が実乃里を捉えたら、眉間の皺が深まった。

　どうやら実乃里の存在は、完全に忘れられていたらしい。

　二歩の距離で足を止めた彼に、「まだいたのか？」と呆あきれ顔で問われ、実乃里はやっと「お代を……」と請求することができた。

「一いち尾お、この子に早く払ってやれ」

「は、はい。すみません」

　一尾と呼ばれた小太りの下っ端は、「姉ちゃん、ごめんな」と実乃里にも謝ってくれて、ハーフパンツのポケットから財布を取り出している。

　斑目本部長は、息の根を止めてしまいそうな視線を龍司の背に送り続けているが、口を開くことはない。

　龍司は大きな手を実乃里の肩に置いて軽く押し、道を開けさせると、足早に玄関へ向かって進み、その黒い後ろ姿はすぐに見えなくなった。

（ここで喧けん嘩か沙ざ汰たにならなくてよかった……）

　実乃里はいくらかホッとして、ピザの支払いを受けているが、なにかを蹴飛ばした音が聞こえてビクリと肩を揺らした。

　斑目本部長が他の下っ端ヤクザに向け、「おい、二ふた山やま！」と声を荒らげている。

　土地買収の件がどうのと話しだし、顧問弁護士と連絡がついたのかと腹立たしげに確認していた。

「まだなんです。留守電にメッセージは入れたんすけど……と、この説明、さっきしたばかりですよね。すいやせん」

「てめぇ、この野郎。この俺が朝っぱらから来てやってるっていうのに、なんで弁護士の方が後なんだ。早く連れてこいや！」

「す、すいやせん。もうすぐ折り返しの電話がくると思うんで、もう少し待ってください。ピザでもいかがですか？」

「いらねーよ。ったく、どいつもこいつも俺をイラつかせやがって」

　おそらくは、八つ当たりだと思われる。龍司が出かけてしまい、怒りをぶつける相手を失ったので、下っ端を怒鳴りつけたいようだ。

　二山と呼ばれた若い極道は、茶髪で色黒、細身ながら腕っぷしの強そうな見た目である。一尾と同じような刺青が、半袖シャツの袖の下に見えた。

　その辺の不良よりは遥かに悪そうな人相をしている彼だが、本部長の前でオドオドと困っており、実乃里は気の毒に感じていた。

　チッと舌打ちをして、怒りのボリュームをいくらか下げた様子の斑目本部長は、ガラスの天板に革靴の足を片方のせると、「まぁいい」と自身に言い聞かせるように話しだす。

「龍司は所詮、お飾りの若頭だ。組長も腹から信用してねぇから、表のシノギにしか関わらせねぇのよ。あいつのカリスマ性だけは利用してやる。構成員集めに使えるだけ使って、あとはバラして沈めてやる」

（なんか、怖いこと言ってる……）

　どうやら組織の中では、本部長より若頭の方が上らしい。

　龍司が就任したのは、最近のことなのだろうか。それが面白くなくて、斑目本部長がグチグチ言っているように聞こえるが、言葉遣いが物騒すぎる。

「四百五十円のお釣りになります。ありがとうございました……」

　やっと会計を済ませることができた実乃里は、頭を下げてから逃げるように玄関へ。

　配達の後には『またよろしくお願いします』と言う決まりなのだが、二度と呼ばないでほしいという思いで、蒸し暑い夏空の下に飛び出した。




　実乃里が三分ほど走ってロイヤルに戻ってきたら、マスター夫妻はテーブルに隣り合って座り、食後のコーヒーを呑気に楽しんでいた。

「実乃里ちゃん、お帰り。ご苦労さん」

「外、暑かったでしょ？　ありがとうね」

　口々に労いの言葉をかけてくれる夫妻に、実乃里は真顔でツカツカと歩み寄り、集金用のポーチをテーブルに叩きつけるようにして置いた。

「配達先、暴力団事務所だったじゃないですか。すごく怖かったんですよ。勘弁してください」

　真剣に抗議をした実乃里だが、「怖いってことはないだろう」と、マスターに笑って流されてしまう。

　洋子もいつも通りのにこやかさで、実乃里からの苦情を意に介さない様子だ。

「座ったら？　実乃里ちゃんのために、冷たいレモンティーを淹いれておいたのよ。あら、氷が半分溶けちゃったわね。遅かったけど、迷ったの？」

　レモンティーに関しては「ありがとうございます」とお礼を言い、洋子の向かいの席に座った実乃里だが、その頬はハムスターのように膨れている。

　けれども、冷たく甘い液体を一気に半分飲んで息をつけば、最初に説明してもらえなかった怒りは十分の一ほどまで急降下した。

「隣のお屋敷の方だと思って呼び鈴を探したんですけど――」

　実乃里は、龍司に配達先の間違いを指摘されてから帰ってくるまでを、ざっと説明した。斑目本部長のこともだ。

　そうすれば、焦りや恐怖をわかってもらえるはずだと思ったのだが、マスター夫妻の笑みは崩れず、実乃里に対して申し訳なさそうにすることもない。

「今日は斑目さんが来てたのか。そのせいで事務所内が、ちょっとばかりピリピリしてたんだな」

　マスターはわかったようなことを言って頷き、猿亘組について教えてくれた。

　猿亘組は江戸時代から続く任にん侠きょう一家で、この下町を本拠地とし、他にも全国に数カ所、活動拠点を持っているそうだ。

　大名屋敷のような建物は、組長である猿亘慶造の自宅。

　組長は八十歳近い高齢のため、あまり出歩かずに自宅から指示を出しているらしい。

　郵便であれデリバリーであれ、猿亘組になにか用事がある際は、隣の組事務所を通すことになっており、呼び鈴がなかった理由はそれだという。

　組事務所も人の出入りは多くなく、常駐しているのは数人の構成員のみ。

　普段の猿亘組は、この下町に静かに溶け込んでいるそうだ。

　しかしながら、組織の行事ごとや組長が集合をかけた時には、あの道に何十台もの黒光りする高級車やワゴン車が連なり、急に物々しい雰囲気になるのだとか。

　過去には隣町の暴力団との抗争で、銃弾が撃ち込まれる事件もあったのだそう。

　それでもこの界かい隈わいで古くから商いをしている町人たちは、猿亘組を好意的に受け止めているのだという。

　実乃里の頭の中では、極道イコール一般庶民の敵である。

　どうしたら好意的に見られるのかという疑問を、首を傾げることで表せば、マスターがコーヒーカップを片手に言った。

「俺たちは助けられてるからなぁ。陰で悪いことやってるのか知らないが、猿亘さんは昔からこの町を守ってくれる用心棒だ」

「世の中にはおかしな奴がいっぱいいるだろ？」とマスターは、少し困った顔をして説明を始めた。

〝おかしな奴〟が、具体的にどういう人なのか実乃里にはわからないが、下町の秩ちつ序じょと輪を乱す者が時々現れるらしい。そういう場合、警察を呼んでも、民事不介入だからと言って軽い注意しかしてくれない。

「厄介な奴というのは大抵しつこいんだよ。なかなか出ていってくれない。だが、猿亘さんに頼めば一発だ。この町の商売人には必要悪の存在なのさ。まぁ、結構なみかじめ料は取られるけどな」

　最後は明るく話し終えたマスターに、洋子も同調して笑う。

「実乃里ちゃん、わかった？　人相が悪くても、猿亘さんのとこの人たちは怖くないのよ」

「はぁ、そうなんですか……」

　実乃里は右に傾げていた首を今度は左に倒し、納得しかねている。

（そう言われても、事務所でのあのやり取りを見せられたら、充分に怖かったんだけど……）

　郷に入いっては郷に従えというし、反論する気はないが、アルバイト先を選び間違えた気はしている。

　けれども実乃里の頭に浮かんだのは、空になった卵サンドの皿を見て、食べ足りなそうにしていた今朝の龍司の顔であった。

（クールで渋みのある大人。私の好みのど真ん中なのよね。あんなに素敵な人、他にはいない気がする。でも、極道の若頭だなんて、私には無理……）

　配達に行く前に言われたマスターの言葉を思い出していた。

『あの人はやめておいた方がいいぞ。実乃里ちゃんのような女の子が、手に負える相手じゃないからな』

　猿亘組を好意的に捉えているマスターであっても、極道である以上、危険がつきまとうからそう言ったのであろう。

　実乃里も今はマスターの反対に納得できる。

　いくら好みのタイプでも、恋愛に発展させようという気にはなれない。

　龍司と実乃里は住む世界が違う。

　ロイヤルに来店した時に目の保養をさせてもらうだけの付き合いにしようと、芽生えたばかりの恋の芽を摘み取った実乃里であった。










なめらかな肌、銭湯のときめき




　猿亘組の事務所にピザの配達に行った日から十日ほどが過ぎ、八月も終わろうとしている。

　今日は曇り空で幾分過ごしやすい気温だ。

　喫茶ロイヤルの鳩時計は十二時四十分を指し、ランチ客で店内は満席である。

　すっかり仕事に慣れた実乃里は、一切の無駄のない動きで配膳、片付け、接客、調理補助と、忙しく働いていた。

　混み合う時間帯は、相席をお願いしている。

　三番テーブルのサラリーマン風の男性客から注文を取った実乃里が、調理場の方へ足を向けようとしたら、同じテーブルでオムライスを食べ終えたところの老婦人に呼び止められた。

「実乃里ちゃん、あのね」

「はい。追加のご注文ですか？」

　老婦人は、一丁隣にある『極ごく楽らく山やまの湯ゆ』という銭湯の女将おかみさんだ。

　年齢は七十八で、腰が少々曲がっていて小柄で細身。ショートカットの髪は紫がかったグレーに染められている。

　銭湯の客や知り合いに、〝極楽おばさん〟と呼ばれており、実乃里も自然とそう呼ぶようになった。

　極楽おばさんはランチタイムの常連で、週に四、五回も食べに来る。

　話好きの世話焼きで、食べ終えた食器を調理場まで下げに行ってくれたり、テーブルを拭いてくれたりするのはありがたいが、実乃里がどんなに忙しくしていても構わず世間話を始めるところは困ってしまう。

　追加の注文かとの問いかけに、「違うよ」と返されたので、実乃里はまた世間話を振られることを覚悟した。

　それで、「三番テーブル、ランチセットＢとアイスコーヒーお願いします！」と、カウンターに向けてその場で声を張り上げた。

　マスター夫妻に男性客の注文を伝えてから、極楽おばさんの世間話に付き合おうと思ったのだ。

　今日はスーパーマーケットの特売情報か、息子の愚痴か、それとも今朝放送された十五分テレビドラマの感想かと予想したが、そのどれでもなかった。

「お願いがあってね。あたしゃ、午後から駅前のデパートに行かなきゃならないんだよ。御中元、送ってないところからも届いちゃって、返さないとあれでしょ。買い物ついでに、久しぶりにシネマでも見ようと思ってさ。今上映中なのは――」

　五分ほどもかかった頼み事の内容を要約すると、この後出掛けるので、夕方まで銭湯の番台のアルバイトを実乃里にやってもらいたいということであった。

「頼む、困ってるんだよ。この通り」と拝むように手を擦り合わせる極楽おばさん。

　実乃里の実家は千ち葉ばの田舎町にあり、両親と祖父母が元気に暮らしている。お年寄りには親切にしなさいと、小さな頃から言われてきたので、助けてあげたい気持ちになっていた。

　しかしロイヤルの仕事を放り出すわけにいかず、実乃里は小さく呻うめいて眉を下げる。

（困った。まだランチタイムの忙しい時間だし、行っていいかとも聞きにくい……）

　その時、「ランチセットＢ、お待たせしました」と後ろから声がした。

　振り向けばマスターが、ミックスフライとナポリタン、サラダなどをワンプレートに盛りつけた皿と、アイスコーヒーをトレーにのせて立っている。実乃里がつかまっているのを見て運んでくれたようだ。

　極楽おばさんは少々耳が遠く、声が大きい。どうやら番台のアルバイトを頼まれたこともカウンター裏まで届いていたらしく、マスターは仕方ないと言いたげに苦笑して頷いた。

「実乃里ちゃん、銭湯を手伝ってあげてくれ。こっちは洋子とふたりでなんとかするから」

「いいんですか？」

「ああ。たぶん大丈夫だろう。下町の商売人は、助け合ってやってきたんだ。困ってると言われたら、協力するさ」

　心の広いことを言ったマスターだが、その直後に、「実乃里ちゃんはうちのバイトだ。毎度のことなら断るよ」と小声で呟き、カウンターへ引き返していった。

　その呟きを聞き取れなかった極楽おばさんは、嬉しそうにしている。

「さあ、早く行かなきゃ。ご馳走さん。実乃里ちゃんはゆっくり仕度しておいで。十三時までに来てくれたらいいから」

（十三時までって、あと十分ほどしかないけど……）

　今日は食べ終えた食器を下げてくれずに、極楽おばさんは急ぎ足でカウンターへ。マスターにお代を払って、すぐに帰っていった。

　実乃里は空いた食器をトレーにのせて下げつつ、ドアベルの鳴りやんだガラス扉をチラリと見る。

（今日は会えずじまいか……）

　誰に会えないのかというと、龍司である。

　彼が猿亘組の若頭だと知り、恋破れたような気持ちでいる実乃里だが、素敵だと思う心は健在である。

　龍司は週に二、三度やってきて、決まって卵サンドを注文する。

　モーニングタイムの来店がほとんどだが、たまにランチの終わり頃に現れることもある。その時の注文もやはり卵サンドで、よほどの好物だと思われた。

　彼が来店中の実乃里は、自然と張り切ってしまい、浮き立つ心を止められない。

　目の保養、それだけにとどめておこうと自分に言い聞かせても、勝手に胸がときめいてしまうのだ。

　マスターが許可してくれたので、極楽おばさんの頼み事を断らずに済むのにはホッとしているけれど、龍司の顔を見られないのは残念である。

（今日はモーニングに来なかったから、もしかしたらこの後、来店するかもしれないのに。龍司さんの卵サンドは、私が作りたかった……）

　その気持ちは心の隅に押しやって、エプロンを脱いだ実乃里は昼時の混み合う喫茶店を抜け出した。




　時刻は十五時。実乃里は極楽山の湯の番台に座っている。

　数回船を漕いでから、ハッとして目を開け、首を横に振った。

（暇すぎて、眠くなる……）

　戦後間もなくして建てられたという銭湯の建物は、何度かリフォームしているそうだが、それでもなかなかの古めかしい趣である。

　木製の下駄箱に、色褪せた紺と赤の暖簾。脱衣所は十二畳ほどの広さで、天井は格子模様、脱衣籠は籐製だ。

　壁には年代ものの様々なポスターが貼られ、揉もみ玉が表に突出しているマッサージチェアと、アナログの体重計が実に味わい深い。ガラスのドリンクケースには、懐かしの瓶のコーヒー牛乳とフルーツ牛乳が入っている。

　クーラーだけは最新式で、黄ばんだ壁掛けの扇風機と共に涼しい風を届けてくれていた。

　番台は男湯と女湯の間にあり、半畳ほどのスペースだ。

　ふかふかの座布団に座っている実乃里は、番台のカウンター内を覗き込む。

　狭いスペースに色んなものが詰め込まれている中で、お茶セットと菓子、女性週刊誌が目についた。

　実乃里はあくびをしながら熱々の緑茶を淹れて、かりんとうをかじり、週刊誌を引っ張り出す。

　読書や飲食がしたいわけではなく、なにかをしていなければ眠ってしまいそうだからである。

　女湯に高齢の客がふたり入っており、男湯に客はなし。銭湯が賑わうのは日暮れからなので、今はやることがなくて退屈だった。

（玄関と脱衣所とトイレの掃除はさっきやったし、頼まれていないけどドリンクの補充もした。あとは極楽おばさんが帰ってくるまで、ひたすら座っているだけ。なんてつまらない……）

　今日、何度目かの大あくびをしたら、玄関の引き戸がガラリと開けられ、客がやってきた。

「こんにちは。いらっしゃいま……あっ」

　実乃里が驚いた理由は、その客が金髪ソフトモヒカンの小太りの若者であったからだ。

　彼は猿亘組の下っ端ヤクザの、一尾だ。

　一尾だけではなく、続いて茶髪で色黒、細身体型の二山も入ってくる。

　十日前に組事務所内で見た、もうひとりの下っ端構成員もいた。七分刈りの黒髪に剃り込みを入れ、顎には短い髭を生やし、なんとも人相の悪い若者である。

「三み村むら、まとめて払っとけ」と一尾が剃り込みの男に命じているので、三村という名の彼が一番の下っ端なのだろう。

　そして一拍置いて、最後に入ってきたのは、黒いワイシャツ姿の龍司であった。

　タオルを入れた洗面器を小脇に抱えていても、気怠げな表情がなんとも艶つやっぽい。

　眠気が一気に吹き飛んだ実乃里は、胸を高鳴らせ、番台カウンターの中で小さくガッツポーズをした。

（今日は会えないと思っていたのに、まさかこんなところで会えるなんて……極楽おばさん、ありがとう！）

「あれ、ロイヤルの姉ちゃん。なにやってんだ？　極楽ババは？」

　そう問いかけてきたのは、一尾である。

「おばさんは外出中で、私が番台を頼まれたんです」

　手短に事情を説明する実乃里の頬は、若干引きつっている。

　一尾と話すのはピザの配達以来なのに、彼はすぐに実乃里が誰であるかに気づいた。

　極道の記憶に自分の顔が刻まれてしまったことは、喜べない。

　けれども、「若頭、ロイヤルの姉ちゃんがいますよ」と龍司に向け、実乃里の存在をアピールしてくれるのはありがたい。

　とびっきりの笑みを浮かべた実乃里は、思い切って龍司に声をかける。

「龍司さん、こんにちは。今朝はロイヤルにいらっしゃいませんでしたね」

　それは何気ない会話の切り出し方として、適切だと思って言ったことであったが、黒い革靴を脱いで下駄箱にしまおうとしている龍司に横目で睨まれた。

「なぜ俺を下の名前で呼ぶ？」

　そう問われ、実乃里はハッとして慌てる。

　マスターが彼をそう呼んでいるので、実乃里もつい同じように呼んでしまった。

　これまで心の中では何度も彼の名前を口にしてきたが、実際に呼びかけたのは初めてで、彼の方としては唐突に感じたのだろう。疑問に思われても、無理はない。

「すみません、マスターの真似をしてしまいました。あの、なんとお呼びすればいいですか？」

　気安く下の名前で呼ぶなということかと思い、問いかけたのだが、龍司は「好きなように呼べばいい」と淡白に答えた。

　なぜ下の名前で呼んだのかという疑問が解ければ、それでよかったのかもしれない。

　彼はそれ以上、実乃里に構うことなく、男湯の暖簾をくぐる。

　下っ端たちは龍司に続き、実乃里は番台に置かれた小銭を数えて、レジにしまった。

（クールなところも私好みなんだけど、もう少し会話を続けてくれないかな。これじゃ親しくなりようがない）

　寂しい気待ちになった実乃里は、その直後におかしなことを考えてしまったと気づく。

（極道の若頭と親しくなってはいけないのに。私、なに考えてるんだろう）

　龍司に恋をしてはいけないのだが、どうしても惹かれてしまう。

　そこに彼がいると思えば、自然と目で追いたくなり、実乃里は男湯の脱衣所に振り向いた。そして、黒いワイシャツのボタンを外している龍司の姿を目にし、慌てて玄関の方へ顔を戻す。

（そうだった。ここは銭湯なんだから、龍司さんは服を脱ぐんだ……）

　彼は服の上からでも、筋肉質の逞しい体つきをしているのがわかる。

　実乃里は頭の中に彼の裸体を思い描いてしまい、顔を火照らせた。

（見てみたい……だ、駄目。そんなの、痴漢じゃない）

　欲望に負けまいと葛藤しつつ、意識は耳に集中する。

　バサバサと服を脱ぎ捨てる音と、「若頭、貸し切りっす」「やっぱ銭湯に来るなら昼間に限りますね」と下っ端たちが楽しげに話す声。

　洗面器の中のシャンプーボトルがカタカタと音を立て、浴場へ繋がるガラスの引き戸が開けられた音がした。ペタペタとタイルを踏む数人分の足音が遠去かり、ガラス戸が閉められたら静かになる。

　やっと耳から注意を引き離すことができた実乃里は、大きく息を吐き出し、湯のみの緑茶をひと口飲んだ。

（番台のアルバイトは、なかなかスリリング。危うく犯罪者になるところだった……）

　そこからは週刊誌を膝の上でめくり、なるべく龍司を意識するまいと努める。

　けれども、数分後再び男湯のガラス戸が開けられる音がして、呼ばれてしまった。

「おーい、姉ちゃん。俺のシャンプー預けてるんだわ。一尾って札がついてるやつ、持ってきてくれ」

「えっ……どこにあるんですか？」

「番台の裏の扉の中。早くな」

　小高い番台の中で立ち上がった実乃里は、後ろを振り向く。

　そこは戸棚になっており、両開きの木目の扉を開ければ、確かに客からの預かり物と思われるシャンプーやボディーソープのボトルが三段になって並んでいた。

　一尾と書かれたプラスチックの札を首にぶら下げたシャンプーボトルは、すぐに見つかる。

　それを手にした実乃里は、男湯の脱衣所に振り向いた。

「一尾さん、これ……」

　一尾の小太り体型は、実乃里の興味を引くものではない。

　いや、小太りではなくとも、彼女が見たいと思うのは、龍司の裸だけである。

　なんの恥ずかしさもなく一尾にシャンプーボトルを手渡そうとした実乃里だが、そこに彼はいなかった。

　曇ったガラス戸は閉められており、一尾は浴場内で待っているようである。

　ということは、実乃里は男湯の浴場へ入らねばならないようだ。

（どうしよう。堂々と龍司さんの裸を覗けるチャンスだけど、恥ずかしくてどんな顔をすればいいのか……）

　番台を下りて脱衣所を歩き、コクリと喉を鳴らしてガラス戸を開けた。

　彼らの姿を見ないようにと、隅に積まれた黄色い銭湯桶に視線を向け、「一尾さん、持ってきました」と声をかける。

　しかし、応答がない。

「やったな、この野郎。食らえ」

「ギャー、冷てー！　一尾の兄貴、それは卑怯っす」

「逃げんな、三村。俺と戦え」

　三人分のはしゃいだ声が響き、実乃里はそっと洗い場の方へ視線を向ける。

　すると、腰にタオルを巻いた下っ端たちが楽しげに遊んでいた。

　水鉄砲を持っているのは三村で、冷水入りの洗面器で水を撒いて応戦しているのは一尾だ。二山は一尾の味方をして、十個ほどの黄色い桶にせっせと水を溜めている。

　一方、龍司はひとり静かに、肩まで湯船に浸かっている。後頭部を湯船の縁に預けて、富士山の描かれた銭湯絵を眺めているようだ。

　彼の裸を見ることができず、実乃里はホッとしたような残念なような心持ちである。

　湯けむりでほんのりと霞かすむ中を、一尾の方へ近づいていった実乃里は、「シャンプー、ここに置いておきますね」と声をかけた。

　一時休戦し、「悪いな」と体をひねるようにして振り向いた一尾を、二メートルほどの距離を置いて視界に入れた実乃里はハッとする。

（刺青、結構、広範囲に入ってるんだ……）

　以前、Ｔシャツの袖からチラリと覗いているのを見たので、刺青があること自体は知っていたが、その全てを目にすると圧倒される。

　背中の全面と、両胸から肩と上腕にかけて、日本画風の波と般はん若にゃの絵柄が二色を使って彫り込まれていた。

　離れた位置にいる、二山と三村の方を見れば、片胸から上腕にかけてのみであるが、ふたりにも刺青があり、実乃里を怯ひるませるには充分であった。

　水遊びをしている彼らは、無邪気な悪ガキのようであったのに、やはり極道。

　刺青には悪を貫くという、強い意志が宿っているように感じられた。

　率直に怖いと感じた実乃里は、顔を強張らせるのではなく、ヘラヘラとした笑みを浮かべる。

　こちらに敵意はないから攻撃しないでという気持ちが、無意識に表れたのだ。

　さらには「素敵な彫り物ですね」と余計なことまで言ってしまい、自ら会話を広げていた。

　気をよくした一尾は、プヨプヨした腕を曲げてボディビルダーのようなポーズを取ると、刺青の自慢をし始める。

「般若の面には、激情や勇気っていう意味があるんだぞ。こいつを彫るのに丸二日、百五十万もかかった。いい仕上がりだろ？」

「そ、そうなんですか。すごい迫力です……」

　近づいてきた二山と三村も会話に加わり、刺青自慢と講釈が始まってしまう。

　実乃里にとっては望まぬ状況であるけれど、自ら振ってしまった話題なので、笑顔で相あい槌づちを打ち続けるしかなかった。

　そうしながらも気になるのは、視界の端に映る龍司である。

（龍司さんも刺青が？　きっとあるよね。若頭だもの。名前のように、龍の彫り物が背中にドンと入っていそう……）

　彼の裸なら見てみたいと思っていた気持ちは、急降下していく。

　実乃里が惹かれるのはロイヤルで卵サンドを食べている時のクールでかっこいい彼であって、極道の若頭をしている彼ではない。

　龍司に対して恐怖心を感じたくはなかった。

　相変わらず彼は湯船の中でひとり、くつろいでおり、眠っているように動かない。下っ端三人に囲まれて困っている実乃里には、少しの関心もないような態度である。

「ロイヤルの姉ちゃん、俺の体どう？」

　ニッと口の端を上げて問いかけてきたのは、二山だ。

　細身ながら強そうな筋肉を持つ彼は、刺青よりもそれを自慢したいようである。

「この辺、鍛えてんだ。腹筋ヤバイだろ？　触ってみろよ」

　二山に手首を掴まれそうになった実乃里は、とっさに手を引っ込めて慌てる。

「見るだけで充分です。どうぞお気遣いなく」

　二山の体には一切興味がないが、腰にタオルを巻いただけの姿で触れと言われては、はっきりとわかるほどに赤面してしまう。

　実乃里が恥ずかしがっていることに気づいた三人は同時に吹き出し、それから面白がってからかい始めた。

「男に免疫ゼロって顔してんな。何歳？」

「十八くらいか。女子高生？」

　男性に免疫がないのはその通り。生まれてこの方、男性と交際したことがない実乃里である。

　童顔も自覚するところだが、気にしている分、子供扱いされるとついムキになってしまう。

「私は二十三です。成人してますし、独り暮らしで自分の稼ぎのみで生活しています。お金が貯まったら、自分のカフェを開く予定でもあります。私は立派な〝大人〟なんです！」

　今だけ怯おびえを忘れた実乃里は、腰に手を当てて、大人であることを強調して主張した。

　それが余計に彼らのツボにはまったらしく、ギャハハと笑いながら、からかいの程度を引き上げてしまった。

「大人なら、問題ないよな。俺の一番の自慢は、ここのデカさなんだ。見たいだろ？」

　二山が腰に巻いたタオルを外そうとしており、実乃里は両手で顔を覆った。

「どうした、姉ちゃん。男に免疫ある大人だって言ってなかったか？」

「大人ですけど、免疫は……キャッ！」

　目を隠していた手をニヤニヤした一尾に外されて、実乃里は短い悲鳴をあげた。

　男性経験のない彼女はこの事態をかわす術すべを持ち合わせておらず、焦りと動揺の中で強く目を瞑つぶる。

　すると、「やめろ」という低い声が響いた。

　それは龍司の声で、「すんません！」と下っ端たちは口々に謝り、すぐに実乃里から手を離す。

　そっと目を開けて湯船の方を見れば、それまで無関心であった龍司が、湯の中で身を起こし、横目でこちらを睨んでいた。

　彼の広い背中の半分と、左肩と腕が見えている。

　助けてくれたことに驚き胸を熱くして喜んだ実乃里だが、その直後に『あれ？』と心の中で呟いた。

（刺青がない。どうして……？）

　若頭ならば、一尾のものより圧倒的な彫り物が施されていそうな気がしていた。

　それなのに見えている範囲の肌はなめらかな小麦色で、逞しい筋肉質の魅力的な体つきであるだけだ。

「龍司さん、刺青をされていないんですね……」

　疑問がうっかり口をついて出て、龍司の視線に鋭さが増した。

　余計なことを言ったと気づいて焦る実乃里は、「ごめんなさい」と謝ってから自分の口を塞ぐ。

　龍司はなにも言わず、銭湯絵に視線を戻してしまった。

　自分たちが強く叱られずに済んだことに感謝してなのか、眉を下げた実乃里を下っ端たちがフォローする。

「若頭は刺青できない体質で……」と、一尾が声を落として教えてくれた。

　それによると、若い頃に墨を入れようとしてアナフィラキシーショックを起こし、死にかけたのだとか。

　箔をつけるためにと刺青を勧めてくる者がいても、龍司はそう説明して断ってきたらしい。アレルギーなら仕方ないと、相手方も納得してくれるそうだ。

「そうなんですか……」

　もしかすると、真夏でも長袖ワイシャツの袖を折り返して着ている理由は、彫り物がないことを指摘されたくないせいではないだろうか。

　実乃里が最初に思ったように、若頭なのに刺青がないことを不思議に思い、尋ねる者もいるのかもしれない。そのたびにアレルギーについて説明するのは億おっ劫くうであろう。

　ともあれ、龍司が刺青の塗料にアレルギーを持っていることを、実乃里は嬉しく思っていた。

　極道としては彫り物があった方が強そうに見えていいのかもしれないが、彼を怖い人だと思いたくない彼女にとっては、そのままのなめらかな肌でいてほしいという気持ちだった。

　刺青についての疑問が解けたら、胸の高鳴りに意識が向く。

　湯から出ている彼の体から、目が離せない。逞しい広背筋の盛り上がりと、美しい背骨のライン、しっとりと濡れた黒髪は襟足の毛先から雫がポタリと垂れている。

（色っぽい……男の人に、こんなこと思うのは変かな……）

　うっとりと見み惚とれ、それと同時に先ほど下っ端たちのからかいから助けてくれたことを思い出し、嬉しくて頬が緩む。

「ロイヤルの姉ちゃん……？」

　ニヤついているように見えたのだろうか、一尾が気味悪そうに問いかけてきた。

　実乃里は「はい」と返事をしつつも、龍司から目を逸らさない。

　すると呆れたような龍司の声が、浴場に響いた。

「いつまで男湯にいるつもりだ。ねんねのガキかと思っていたが、本当は見たかったのか？」

「え……？」

　なにを見たがっていると言うのか、実乃里がわからずに首を傾げたら、水音を立てて龍司が立ち上がった。

　腰にタオルなど巻いていない。

　逞しくも麗しい筋肉美の裸体が、実乃里の見開いた目に映る。

　湯に濡れて艶やかに光る引き締まったヒップや太ももまでが、惜しげもなく披露されていた。

　後ろ姿であっても、心臓が口から飛び出しそうなほどの衝撃で、耳まで顔を火照らせた実乃里は大慌てで踵きびすを返した。

「す、すみません。今すぐ出ていきますから！」

　龍司の裸に見惚れたのは確かだが、下半身を見るまで男湯に居座ろうなどと思っていたわけではない。

（誤解されてしまった。きっとハレンチな女だと思われた。どうしよう、恥ずかしい……）

　ガラス戸に向けて走る足元は、下っ端たちが水遊びをしたせいで濡れている。

　焦りに加え、そのせいで転びそうになり、実乃里が悲鳴をあげれば、ギャハハと笑う数人分の声が後ろに聞こえた。

　龍司の声は含まれていないようだが、実乃里の恥ずかしさは加速して、こけつまろびつしながら男湯から逃げだしたのであった。










惹かれる心にブレーキを




　極楽山の湯のアルバイトを頼まれた日から半月ほどが過ぎた。

　九月中旬、気温はまだ秋を感じさせるものではなく、喫茶ロイヤルに入ってくる客たちは皆、汗を滲ませている。

　テーブル席に座った中年男性が「中は涼しいな」とホッと息をつき、実乃里が出したグラスの冷水を一気に飲み干しておしぼりで顔を拭いた。

　すぐに水を注ぎ足しながら、実乃里は営業スマイルで話しかける。

「クリーニング屋の小こ松まつさん、お店の方はいいんですか？」

「今日は水曜だから、定休日だよ」

「あ、そうでした。それじゃあ、ゆっくりランチができますね」

　ロイヤルからほど近いクリーニング屋の店主、小松も常連であり、実乃里とはすっかり顔なじみである。

「ご注文はいつものランチセットＡでいいですか？　サラダはごまドレッシング、スープはコンソメ、アイスコーヒーは食前ですよね」

　自慢の記憶力で、客より先に注文を口にした実乃里に、小松はおかしそうに笑った。

「よく覚えてるな。おじさん嬉しいから、今日は食後にクリームソーダもつけようかな」

「かしこまりました。ありがとうございます。少々お待ちください」

　店内は、ほぼ満席である。

　注文を書き留めた実乃里が引き返そうとしたら、別のテーブル席から声がかかる。

「実乃里ちゃん、ご馳走さん。食後のコーヒー持ってきて」

　調理場からは、「一番テーブルのランチＢとオムライス、上がったよ」と洋子の声がして、カウンター裏からは会計を頼むとマスターに呼ばれた。

　全てひっくるめて「はい！」と元気に答えた実乃里は、今日も時給以上の働きぶりを見せていた。

　こうして慌ただしくランチタイムが過ぎ去り、鳩時計が十五時を鳴いて知らせた。

　この時間になれば、長居を決め込んでいる客が三人いるだけで、暇に感じるほど急に忙しさから解放される。

　そうなれば実乃里の心に余裕ができ、頭に思い浮かべるのは龍司の顔である。

（昨日、モーニングに来てくれたから、今日は来ないかもしれない。でも、三日続けて来店した時もあったし、まだ会えないと諦めるのは早いか……）

　龍司への憧れがまだ恋心にならずに済んでいるのは、下っ端たちのおかげでもある。

　龍司を慕う彼らは最近、ロイヤルにもついてくる。

　モーニングは決まって龍司ひとりだが、ランチの混み合う時間が過ぎた頃に四人で食べに来たことが三回あった。

　龍司が静かに卵サンドを食べている傍らで、『よお姉ちゃん、この後一緒に銭湯行かね？』とからかってくるのは実乃里にとって迷惑だが、助かる面もある。

　下っ端たちが『若頭』と龍司を呼ぶたびに、彼は極道なのだと、実乃里は強く意識することができる。恋愛対象にできない危険人物だと自分に言い聞かせることで、心にブレーキをかけていた。

　実乃里がドアから視線を外したら、ドアベルが鳴り、新たな客が来店した。

「いらっしゃいませ」と振り向いた実乃里は、息をのむ。

　龍司に匹敵するほどに見目好いひとりの男性客が入ってきたからだ。

　ダークスーツを着て、短めの黒髪はオールバックにし、前髪のひと房だけが額にかかっている。

　背が高く整った目鼻立ちをしており、渋くて危険な雰囲気もある。切れ長の目は龍司よりも冷たく、ナイフのように鋭い印象を受けた。

　この店は実乃里の好みの男性を引き寄せるなにかがあるのだろうか……と胸を高鳴らせる彼女であったが、龍司に出会った時ほどのときめきではない。

　なぜならその男性客は、五十歳になるかならないかの年齢に見えたからだ。

　実乃里が恋愛対象として意識するには、年上すぎた。

「お好きな席へどうぞ」

　実乃里は愛想よく微笑んで迎えたが、渋い男性客は彼女にではなく、カウンター内にいるマスターに話しかけた。

「新しい子が入ったんだな。前のバイトは辞めたのか？」

「そ、そうなんですよ。それで求人情報誌に載せたら、実乃里ちゃんが来てくれたんです。ひと月くらいになりますね……」

　マスターはいつもの営業スマイルを浮かべているが、なぜかその声には緊張が感じられた。

「ブレンドコーヒーひとつ」と客はマスターに注文し、カウンター前を通り過ぎて空いている最奥のテーブル席へ。

　常連とまでは言えないが、たまに来店する客なのだろうか。

　勝手知ったる様子で立てかけたメニューの裏に置いてある灰皿を引き寄せて、内ポケットから取り出した煙草に火をつけている。

　実乃里はカウンター内に入り、グラスに氷と水を注ぎ、おしぼりと共にトレーにのせつつ、小声でマスターに問いかけた。

「今のお客さんも、極道なんですか？」

　男性客から滲み出る危険そうな雰囲気と、マスターの緊張から、もしや猿亘組の中でもかなり偉い地位にあるヤクザがお出ましになったのでは、と推測していた。

　けれども周囲を確認するように視線を左右に動かしたマスターが、小さく首を横に振る。コーヒーカップを温める作業をしつつ、実乃里に顔を近づけ、ヒソヒソと教えてくれた。

「杉すぎ谷やさん。五年ほど前からたまに来る。極道じゃなく〝組対〟の刑事だ」

　組対と言われて首を傾げた実乃里だが、過去に見た刑事もののドラマの中に、その言葉が出てきたことを思い出した。

　警視庁組織犯罪対策部、通称、組対。暴力団などの組織犯罪を捜査する部署だ。

　正義の味方というべき職業のはずなのだが、杉谷の雰囲気は極道以上に冷たく危険である。

　マスターはなぜかハラハラと落ち着かない様子で、コーヒーを淹れ始めた。

　熟練の手つきは鈍り、すくった豆をコーヒーミルに入れようとしてこぼしている。

　龍司をはじめとした猿亘組のヤクザが来店しても、愛想よく対応し、少しも動揺しないマスターなのに、刑事を恐れている様子なのは一体どういうわけだろう。

　実乃里はおしぼりと水を出し、マスターが淹れたブレンドコーヒーを杉谷に運んだ。

　マスターが動揺している理由が知りたくて、杉谷との会話を試みる。

「あの」と声をかければ、杉谷の瞳が実乃里に向いた。

　人の弱点を探し、分析しようとするような視線が実乃里の頭から爪先までにザッと流され、なんとも嫌な気分にさせられる。

「なんだ？」とくわえ煙草で問いかけられ、実乃里は言葉をのみ込んでしまった。

『刑事さんなのですね』とも、『今は休憩中ですか』とも聞けない。ましてや、『猿亘組を調べているんですか』とは、とてもじゃないが尋ねることはできない。

　組対の刑事が猿亘組本部の近くにある喫茶店を訪れるということは、きっとそうなのだろうと推測できても、なにも悪いことをしていない自分までが捜査対象に入れられそうな気がして、怯えのような感情が湧いていた。

「ミルクと砂糖が足りなければ、お申し付けください。ごゆっくりどうぞ……」

　結局、他の客にも言うような当たり障りのない言葉だけをかけて、実乃里は会釈すると逃げるようにテーブルを離れる。

　すると「実乃里ちゃん、お会計」と、常連客に小さめの声をかけられた。

　その人だけではなく、長居を決め込んでいた他の客も次々と席を立ち、帰ろうとしている。

　偶然なのかもしれないが、店内にいる皆が、刑事である杉谷を恐れているような雰囲気に感じられた。

　それはなぜかという実乃里の疑問は、杉谷が二本目の煙草に火をつけた後に解ける。

　客が杉谷だけになった店内にドアベルの音が響き、賑やかに入ってきた集団は、猿亘組の下っ端三人。

　一拍遅れて龍司が、スラックスのポケットに片手を入れ、気怠げな表情で来店した。

　ドア横には、小型のマガジンラックが置いてある。

　客が買ってきて読んだ後に置いていった新聞や雑誌が並べてある中から、龍司はスポーツ新聞を取り小脇に抱えている。

「いらっしゃいませ……」

　とりあえずそう言って迎えた実乃里だが、彼らが今来店するのはまずいのではないかとヒヤリとした。

　カウンター裏ではマスターが呻くように「ああ、来ちゃったか」と漏らしており、洋子に至っては、常に開け放している調理場のドアを閉めてしまった。

　杉谷と初対面の実乃里は知らなかったが、もしかすると過去にも店内で両者が鉢合わせ、火花を散らすような状況になったのかもしれない。

（まさか、拳銃を取り出したりはしないよね……？）

　抱えている丸いプラスチックのトレーを、実乃里は思わず目の下まで引き上げる。

　それまで陽気だった下っ端三人は、テーブル席に向かおうとして杉谷の存在に気づき、一斉に足を止めた。そして厄介者がいたとばかりに顔をしかめ、回れ右をする。

　彼らの二歩後ろにいる龍司の視界を妨げるように、三村がわざとらしいあくびをして両手を突き上げた。

　二山は突然、「今日はヤングジャンピングの発売日じゃん。今すぐ買いに行かないと」と言いだす。

　漫画雑誌のヤングジャンピングは、ランチに来た客が置いていったので、マガジンラックに入っているのだが、それを手に取る気はないようである。

　一尾はそろえた五指の先をドアへ向けてペコペコと頭を下げ、なんとか龍司を出口へ誘導しようとしていた。

「若頭、そういうことで、今日のところは出直しましょう」

　スポーツ新聞の見出しに目を留めていた龍司は、まだ杉谷の存在に気づいていないのか、「お前ら、どうしたんだ？」と眉を上げて問いかける。

　すると、「よお、逢坂。久しぶりだな」と杉谷が声をかけてしまった。

　煙草の煙を前方に吐き出し、からかうように低く笑う。

「一尾に二山に三村、逃げなくてもいいだろ。ひとりきりで寂しかったところだ。相席どうだ？」

　衝突は避けられないと悟った様子の下っ端たちは、片手で目を覆ったり、ため息をついたりしている。

　龍司はというと、急に険しい顔をして、鋭く杉谷を睨みつけた。

「若頭、まずいですって」と止めようとする一尾の手を振り払い、スポーツ新聞を落として踏みつけると、龍司はツカツカと杉谷に歩み寄る。

　コーヒーカップが音を立てるほどに右手のひらをテーブルに叩きつけ、敵意むき出しで杉谷を威い嚇かくする。

「またお前か。嫌がらせに来たんだろ。組に用があるなら令状を取ってこい。なければ失せろ。次にこの辺りをうろついたら、殺すぞ」

「随分、嫌われたもんだな。先代若頭の八や田た部べを俺が逮捕しなかったら、お前はいつまでも奴の下にいただろうに。俺に感謝の気持ちはないのか？」

「あるわけないだろ。俺は八田部さんを慕っている。務めを終えて戻ったら、この役目を返すつもりだ」

「極道の兄弟愛は美しいなぁ。俺のクソ生意気な部下どもに爪の垢あかを飲ませてやりてぇ。八田部が出るまであと五年か。それまで若頭でいられるように、せいぜい大人しくしてろよ。悪さしたら、怖いおじさんが令状持って迎えに行くからな」

　険悪な雰囲気の中、杉谷だけはあくまでもからかいの態度を崩さず、おかしそうに笑っている。

　下っ端たちは押し黙り、龍司はギリリと歯噛みしていた。

　実乃里はカウンター脇に突っ立ったまま、固かた唾ずをのんで彼らを見守っている。

（龍司さんが若頭に就任した経緯に、この刑事さんが関わっていたんだ……）

　先代若頭の八田部という人がなんらかの容疑で杉谷に逮捕され、今は刑務所の中にいるらしい。

　龍司は留守を守る意味合いで、若頭に就任したようだ。八田部が刑期を終えて出所したら、若頭の地位を返すというから、心から慕っているのだろう。

　もしかすると杉谷に対して必要以上に敵意むき出しな態度でいるのは、兄貴分の八田部を奪われたという恨みがあるからなのかもしれない。

　そうでなければ、いつもは寡黙でクールな龍司がこんな風に食ってかかるのは不思議だ。

　杉谷が二本目の煙草を深く吸い、半分ほどの長さになったそれを灰皿に押しつけた。そして肺に溜めた煙を、龍司の顔めがけて吹きかける。

「野郎……」

　明らかな挑発に、龍司の怒りは頂点に達したらしく、杉谷の胸ぐらを左手で掴んだ。右手の拳を宙に振り上げ、今にも殴りかかりそうである。

「若頭！」

　下っ端三人が慌てて駆け寄り、龍司の腕や腰にしがみついて攻撃させまいとする。

　刑事を殴れば、現行犯逮捕されても文句は言えない。たとえ挑発してきたのが杉谷の方でも、手を出しては負けである。

「若頭、こらえてください！」

　一尾の必死の制止が店内に響く中、実乃里も彼らのもとへ駆け寄ろうとしていた。

　非力なことは承知しているが、止める人数は少しでも多い方がいいと思ったのだ。

　龍司が逮捕されてしまえば、しばらく会えないだろうし、卵サンドも食べてもらえない。

　それを想像しただけで寂しくなる実乃里は、「龍司さん、やめてください！」と場違いな可愛らしい声で呼びかけた。

　騒ぎが鎮まったように感じたのは、気のせいだろうか……。

　龍司以外の男たちの視線が実乃里に集まった時、彼女は慌てるあまり足がもつれて前のめりに転びそうになる。手から飛ばされたプラスチックの丸いトレーが、フリスビーのように弧を描いて横から杉谷の側頭部を打ち……。

「うっ」と呻く杉谷の声を聞きながら、実乃里はばったりと床に倒れ込んだ。

　すぐに顔を上げれば、立ち並ぶ下っ端たちの体の隙間に、龍司の手元が見えた。

　杉谷の胸ぐらから外された手が素早く動き、紙幣の四分の一ほどの大きさをした半透明のビニールの小袋を、杉谷のジャケットの内ポケットに差し入れている。

「姉ちゃん、大丈夫か？」

「ドジっ娘だったのか。俺、そういうの嫌いじゃねーよ」

　一尾たち下っ端は、深刻さも緊張も急に解けた顔をして笑いだした。

　釣られて実乃里もヘラヘラと笑ってみたが、龍司が杉谷のポケットになにを入れていたのかが気になって仕方ない。

　見ていたのは自分だけで、おそらくは入れられた杉谷も気づいていないはず……そう思ったが、なにか違うようだ。

　杉谷が動く。

　テーブル上の煙草の箱をしまう振りをして胸ポケットにさりげなく手を入れた彼は、ビニールの小袋を指先で確認するように探っている。

　何食わぬ顔をしているが、目線は不自然に天井を向いていた。

　それを目撃してしまった実乃里は、杉谷も承知の上での、なにかの受け渡しであったのだと気づく。

（一尾さんたちに気づかれたくなかったのかな。それじゃあ、刑事さんが挑発したのも、龍司さんが食ってかかったのも、全て演技？　それは考えすぎか……）

　龍司は振り上げた拳を下ろして舌打ちし、まだ床に伏せた状態の実乃里に振り向いた。

　呆れ顔の彼は、実乃里の腰に腕を回してひょいと持ち上げると、少々荒っぽく助け起こしてくれる。

「喧嘩の時は、俺に近づくな」と注意をくれてから、スラックスのポケットに片手を突っ込み、速い足取りでドアへと向かう。

　その途中でカウンターに一万円札を置いて、「迷惑料」と言葉を残し、出ていってしまった。

　下っ端たちも「マスター悪いな」と謝り、龍司を追って食事をせずに帰っていく。

　実乃里は半開きの口で、無人のドア口を見つめつつ、その場に立ち尽くしていた。

（龍司さんの腕が私の腰に……。胸が高鳴るけど、それより疑問が解けなくて、モヤモヤする……）

　考え込んでいると、杉谷が立ち上がり、実乃里の横に立った。

「逢坂の拳を食らわずに済んだが、代わりにお嬢ちゃんのトレーが飛んできたな」

「あ……すみません」

　意地悪な感じのする笑みを口の端に浮かべた杉谷は、落ちていたプラスチックのトレーを拾って実乃里に手渡し、コーヒー代をマスターに払ってから店を出ていった。

　嵐が去った後のような静けさを取り戻した店内で、調理場からやっと出てきた洋子とマスターが、やれやれと言いたげな顔で話しだす。

「杉谷さんが来ると、毎回ひと騒動だなぁ」

「本当にね。不思議と必ず龍司さんたちと鉢合わせるのよね。いつもは物静かな龍司さんが、急にヤクザみたいになっちゃうし困るわ」

「おいおい、龍司さんは五年前から猿亘組の極道だろ。乗り込んできた敵勢をほぼひとりで追い払い、組長の窮地を救って気に入られたそうだ。その勇姿を見たかった。遠目でな」

　杉谷の使ったグラスとコーヒーカップ、灰皿をトレーにのせ、テーブルを拭いてからカウンターまで戻った実乃里は、「その話を詳しくお願いします」と興味を示した。

　客のいない店内で、マスターが三人分のコーヒーを淹れながら教えてくれたのは、龍司が猿亘組に入った経緯だ。

　それは五年ほど前のこと。猿亘組の組長、猿亘慶造は当時、月に二、三度は、会員制高級クラブで豪遊していたそうだ。

　ある日、そのクラブに覆面集団が乗り込んできて、組長を襲撃しようとした。その集団は三十人ほどで、鉄パイプやナイフなどで武装していたらしい。

　組長のお供として同行していたのは、武闘派と呼ばれる組員がふたり。そのうちのひとりは、当時の若頭であった八田部である。

　彼らは武器を所持していなかったため、いくら喧嘩慣れしていても、たったふたりの護衛では組長を守り切れない。

　その時、龍司が現れた。当時の彼は酒屋の配達というカタギの仕事をしており、ワインやウイスキーなどの注文の品を届けに来たところであったそうだ。

　極道の組長とは知らず、ただ金持ちそうな年寄りが襲われていると思った龍司は、正義感から助っ人に入る。

　武器はなく素手で戦っているというのに、龍司の強さは圧倒的であった。覆面集団は組長に一撃も加えることができずに逃げていき、店の損害も少なく済んだという。

　その後は組長が龍司の腕っぷしをすっかり気に入って、若頭補佐という高い地位を与え、猿亘組に迎え入れたらしい。

「そんな大人数相手に戦えるなんて、すごいですね……」

　実乃里は半ば感心し、半ば怯んでいた。

　刑事もののドラマやファンタジー映画の戦闘シーンは楽しんで見ることができても、リアルの世界では遠慮したい。どんなことでも殴り合わずに話し合いで解決すべき……と、平和な社会で平凡に育った実乃里は考える。

　マスターは男性だからか、猿亘組の誰かから聞いたその話をしているうちに熱を帯び、龍司が戦っているところまで戻って、興奮気味にさらに詳しく説明する。

　三人分のコーヒーは、いつまで待ってもできそうになく、洋子がふたり分のアイスティーを作って、実乃里の分をカウンターテーブルに置いてくれた。

　お礼を言った実乃里は籐の椅子に座り、アイスティーにミルクをたっぷり入れて飲みながら首を傾げる。

　味がおかしかったわけではなく、マスターが語る五年前の龍司に疑問を持ったのだ。

（覆面集団三十人を、ほとんどひとりでやっつけたって言ってるけど、本当に？　いくら強くても無理な気がする……）

　実乃里が思い出したのは、小学校低学年の頃のこと。

　夏休みになるたびに泊まりがけで遊びに来る、同じ歳の従い兄と弟こがいた。

　男の子向けのヒーロー番組が大好きだった従兄弟は、バイクに乗った仮面のヒーローに憧れて、録画して繰り返し見ていた。

　集団で襲いかかる悪役の雑ざ魚こキャラを、仮面のヒーローはひとりで簡単にやっつけていたけれど、あれはもちろん物語の中の出来事だ。

（マスターが聞かせてくれた五年前のことは、物語じゃないし台本があったわけでもない。ということは、やっぱり龍司さんが信じられないほどに強いという理解でいいのかな。少し引っかかるけど。あの刑事さんとのやり取りも気になる……）

　自分の作った卵サンドを、龍司に食べてもらいたい。クールで少し危険な香りのする素敵な容姿を堪能したい。

　それだけで満足していたいのに、龍司の謎めいた部分まで深く知りたくなる実乃里であった。




　時刻は十七時になり、実乃里はエプロンを外した。

　半袖ブラウスとキュロットパンツという格好で、大きな風呂敷包みを水平に抱え、「行ってきます」とマスター夫妻に声をかける。

　風呂敷の中はオードブルだ。楕円形のプラスチックの皿に、唐揚げやポテト、アメリカンドッグに海老フライや枝豆などが盛り付けられている。

　それほど重くはないが、持ちにくい。

　これは徒歩五分ほどの場所にあるスナックからの注文で、配達を頼まれたのだ。

　マスターにドアを開けてもらって外に出ると、空は茜あかね色に染まり、建物の影が東へ長く伸びている。

　気温こそまだ涼しくならないが、夕暮れは早まり、秋はすぐそこだと知る。

　オードブルを崩さないよう、慎重に道を行く。

　着いたのは三階建ての間口の狭いビルで、その一階のスナックが配達先だ。

　紫色の置き看板には、『スナック深み雪ゆき』と書かれている。

　ここの経営者で、深雪ママと呼ばれる三十八歳の女性も、ロイヤルの常連客だ。

　とはいっても、来店するより配達の注文が多く、実乃里がオードブルを手にこの店に来るのは、これが四度目である。

　カラオケが大音量で流れる店内にオードブルを届け、配達を終えた実乃里は来た道を引き返す。

　片道一車線の道路沿いを歩いていると、前から来た男子高校生と思われる制服姿の三人組に声をかけられた。

「可愛いじゃん。どこの高校？　今、暇？」

「暇じゃないですし、私は高校生ではありません」

　可愛いと言われても、実乃里は少しも喜べない。童顔を気にしている彼女にとって、高校生に間違われることは屈辱である。

「二十三歳の大人ですから」と主張して、早足に先を急げば、「なんだババアかよ」と笑う彼らの声が後ろに聞こえた。

（高校生からしたら、二十三歳はおばさんなの!?　それも嫌……）

　後ろを気にして歩いていたため、実乃里はなにかにぶつかった。

　それは自転車で、建物寄りの道端に数台駐輪されているのを、ドミノ式に倒してしまった。

　慌てて自転車を一台一台起こしていると、すぐ横の建物の自動扉が開いて、男性ふたりが出てくる。

　ひとりはドクロがプリントされた黒いＴシャツ姿で、もうひとりはアロハシャツを着ている。見るからに人相の悪い若者であった。

　一尾たちともまた違う雰囲気で、ヤクザというよりは、ヤンキー上がりのチンピラといった感じだろう。

　アロハシャツの男は「やっとギプスから解放されたわ。ひと月はなげーな」と腕をさすっており、ドクロＴシャツの男が舌打ちしてそれに答える。

「俺はまだ脱臼させられた肩がいてーよ。もう通院いらないと言われたけどよ、マジいてーわ」

　その会話を聞いて建物を見た実乃里は、そこが整形外科の病院であることに気づく。

　外来だけの診療所で、こぢんまりとしており、ロイヤルの常連客が慢性腰痛のリハビリに通っていると話していたことを思い出した。

（この人たち、やっと治ったところのようだけど、喧嘩で怪我したのかな。怖そうな顔をしてるから、関わりたくない……）

　もしや倒してしまった自転車の持ち主ではないかとヒヤリとしたが、どうやら違うようだ。

　彼らは実乃里に構わず、診療所のすぐ前にあるバス停に並び、怪我をした時のことについて不愉快そうに話しだす。

「ゲーセンに因縁つけて金巻き上げようとしたくらいで、普通、骨まで折るか？」

「マジ殺されると思ったわ。タカリと恐喝くらいしかやらねー俺らみたいな善良な半グレに、あそこまでやる必要ねーだろ」

　実乃里は倒れた自転車を全て起こし、バス待ちをしている彼らの背中を見つめて首を傾げる。ゲームセンターに迷惑をかけて誰かに退治されたというような話の内容が引っかかったのだ。

（それって、もしかして……）

　思い当たったのは、ひと月ほど前の出来事。ピザの配達で猿亘組の事務所を訪ねた時、一尾のスマホに近所のゲームセンターからヘルプコールが入った。

　暴力的なふたり組の客が来て困っているという話に、斑目本部長が『また半グレのガキどもか』と言っていた。

　半殺しにしてこいとの本部長命令に、一尾たち下っ端三人が拳銃と思しきものを持って出かけようとしたら、龍司が止めたのだ。たったふたりなら自分だけで充分だと言った彼は、一尾たちに待機を命じ、ひとりで出ていった。

（このふたりがゲームセンターで暴れた迷惑客で、やられた相手というのは龍司さんなんだ……）

　実乃里の予想は当たっているようで、アロハシャツの男が「猿亘組の逢坂の野郎、絶対許さねー」と口にし、バス停の時刻表に八つ当たりする。

　右拳で殴りつけてから、「いってー！　治ったばかりなのに」と自分にツッコミを入れており、滑こっ稽けいであった。

　彼らの二メートルほど後ろにいる実乃里は、頬を膨らませる。

（龍司さんに文句があるようだけど、感謝すべきでしょう。拳銃を持った一尾さんたちが対応に向かっていたら、骨折じゃ済まなかったのに）

　おそらく龍司は手加減してあげたのではあるまいか。マスターから五年前の龍司の武勇伝を聞いたばかりなので、実乃里はそのように思っていた。

　それなのに半グレの男たちは、仕返しの相談を始める。

　猿亘組が陰でどんな資金稼ぎをしているのか実乃里はわからないが、一般的に〝フロント企業〟と呼ばれる会社を経営しているそうだ。リフォーム関係の会社だと、以前マスターが教えてくれた。

　そのリフォーム会社の経営に、龍司が深く関与していることを半グレの男たちは知っているようで、会社から出てきたところを集団で襲いかかるという恐ろしい計画を立てていた。

　それを聞いた実乃里は、驚き焦る。

（大変な話を聞いてしまった。龍司さんに知らせないと……）

　ゆっくりとその場を離れた実乃里は、診療所と隣の建物の間の、両腕を広げたほどの幅しかない狭い隙間に入り込む。

　夕日は届かずジメジメとしたその場所で、通りに背を向け、ポケットからスマホを取り出した。

　彼らがいつ計画を実行に移すのかわからないので、できるだけ早く知らせなければと焦る。そして龍司の連絡先を開こうとして、登録していないことにハッと気づいた。

「一度も電話したことがないのに、入ってるわけないでしょ。じゃあ、猿亘組の事務所に電話して……あっ、それも登録してない。配達以外で用事がないもの。どうしよう……そうだ、マスターから事務所に電話してもらって、龍司さんに襲撃の話を伝えてもらえば……」

　実乃里の独り言は、少々声が大きかったようである。

　マスターに電話をかけようとしたが、その前に背後から毛深い腕が伸ばされて、スマホを奪われてしまった。

「へぇ、逢坂龍司の知り合いが、こんなところにいるなんてな。襲撃の話を聞かれてヤバイだろ」

「いや、逆に俺ら、ついてるんじゃね？」

　声の主が誰であるかは想像がつくが、そうであってほしくないと思いながら実乃里は恐る恐る振り向いた。

　そこには、バス待ちをしていた半グレの男ふたりがニヤつきながら立っており、実乃里は逃げる間もなくアロハシャツの男に腕をとらえられてしまった。

「大人しくしてたら、危害は加えねーよ。協力だけしろよな」

「あの、もし私が断ったら……？」

「ちょっとばかり痛い目に遭うだろうな。それか、風俗に売るって選択肢もある。女子高生か？　年齢ごまかして店に出られるとこ知ってっから大丈夫だ」

（全然、大丈夫じゃないです。痛いのも風俗も絶対に嫌……）

　ドクロＴシャツの男が、手のひらで折りたたみ式のナイフを遊ばせている。

　叫んで助けを求めることもできない実乃里は、従うより他に選択肢を見つけられなかった。




　実乃里が半グレの男ふたりに拉ら致ちされてから数時間が経ち、日付けが変わろうとしていた。

　連れてこられた場所は古びた倉庫。移動中は目隠しをされていたため、ここがどこだかわからない。

　何年も使われていないようで、シャッターや鉄骨がサビつき、トタンのような材質の壁には穴が開いているところがある。

　そこから吹き込む風に潮の香りが混ざっているので、海が近いことはわかった。

　壁の所々には、今にも切れそうにチカチカと瞬く蛍光灯があり、倉庫内の様子は見える。コンテナやドラム缶、古タイヤ、なにかの配線のようなものが積み上げられたまま残されていた。

（お腹空いたな。それに少し寒い。マスターと洋子さん、心配してるよね。龍司さんには迷惑をかけてしまった。いや、私ごときを助けに来てはくれないだろうから、迷惑とまではいかないか……）

　半グレの男たちは、実乃里を餌えさにして龍司を呼び出すと言っていた。

　そのような間柄ではないと実乃里がいくら言っても聞く耳持たずで、組事務所に龍司を呼び出す手紙かなにかが投げ込まれたようだ。

　龍司が助けに来ないとわかれば、半グレの男たちは実乃里を無傷で解放するだろうか……怖いのでそれを尋ねることはできず、彼女はため息をつく。

　倉庫のコンクリートの床に直に座らされているので、尻が痺しびれてきた。後ろに回された両腕はロープで縛られており、それは天井を支える鉄骨の柱に結ばれている。

　実乃里が自力で逃げだすことは不可能なので、半グレの男たちはそばについていない。

　彼女を攫さらったふたりに加え、二十人ほどのチンピラが集まり、倉庫内の閉められたシャッターの近くでたむろしている。彼らも床に座り、カップラーメンやハンバーガーを食べたり、スマホゲームをしたりして、時折笑い声をあげていた。

　カップラーメンの匂いが十数メートル離れた壁際にいる実乃里のところまで漂ってきて、お腹が鳴った。

（人質にも食料を与えてよ……）

　その時、シャッター脇の鉄のドアが軋きしんで開き、見張りをしていた半グレの若い男が勢いよく入ってきた。

「逢坂が現れました。約束通り、ひとりです。案内していいですか？」

　どうやら直接ここに呼び出したのではなく、近くのどこか他の場所を指定したようだ。もし猿亘組の構成員が大挙して押しかけた場合は、逃げるつもりでいたのだろう。

　相手は警察も手を焼く指定暴力団なのだから、半グレの彼らにもリスクはある。

　それまで呑気に談笑していた彼らが一斉に立ち上がり、鉄パイプや金属バット、ナイフを手にして急に緊張感を漂わせた。

　リーダー格と思われるのは、白いシャツにグレーのストレートパンツを穿き、小綺麗な身なりをした黒髪の男で、年齢は三十代前半に見える。眼鏡をかけて細身の体格をし、ひとりだけサラリーマンをしていそうな普通の容姿に見えるのに、柄の悪い男たちを従えているのが余計に怖い。

　リーダー格の男が嘲あざ笑わらう。

「律りち儀ぎにひとりで来たとは、馬鹿な奴だ。拳銃やナイフを隠し持っていないか確認してから連れてこい」

「はい、わかりました」

　案内役の若者が外に出ていき、男たちが準備運動を始めるかのように鉄パイプや金属バットを振り回す中、実乃里は信じられない思いでいた。

（龍司さんが私を助けに来たって……本当に？　私はただの近所の喫茶店のバイトで、少ししか話したことがないし、助ける義理はないでしょう）

　鼓動が勝手に速まり、期待してしまう自分がいるが、別人ではないかと怪しんでもいる。

　同時に、もし本当に龍司が現れたのなら、それはそれで由々しき事態だという焦りも湧く。

　相手を傷つける気が満々な悪党集団に、ひとりで立ち向かうのは無謀である。

　怪我では済まず、命の危険があるかもしれないのだ。

　複雑な思いの中で、実乃里が十五メートルほど先にある鉄のドアをハラハラと気にしていたら、五分ほどして蹴破るように開けられた。

　入ってきたのは、いつもの黒いワイシャツとスラックス姿の龍司ひとり。

　実乃里と彼の間に半グレ集団が立ち並んでいるため顔が見えないが、手足が長く広い肩幅としなやかで強そうなバランスのよいスタイルは、間違いなく龍司である。

（本当に来てくれた……。マスターが猿亘組にみかじめ料を納めているから、助けてくれるの？　それとも、放っておけないと思うくらいには、私を身近に感じてくれているのか……）

　喜びそうな心をすぐに戒いましめる。

（この人たちは龍司さんに仕返しすることが目的なのに、来たら駄目……）

「龍司さん！」と呼ぶ実乃里の何倍もの声量で、リーダー格の男が焦ったように問いかけた。

「逢坂、あいつらをどうした!?」

〝あいつら〟とはおそらく、見張りと案内役をしていた若者のことだろう。

　先ほど知らせに来たのはひとりだったが、複数形なので、他に二、三人いたのかもしれない。

　それに対し、龍司がどこか面倒くさそうな低い声で答える。

「場所を吐かせてから、外に転がしといた。一時間もすれば勝手に目覚めるだろう。心配いらない。痛みで数日は動けないかもしれないがな」

「まさかお前、撃ったんじゃ……」

「この通り丸腰だ。銃やナイフを所持してはならないという条件を守ってやったぞ。素手で殴るなとは書いていなかったから、問題ないだろ」

　龍司は両腕を上げて、脇にも武器を隠していないことを見せていた。

「何発殴らせてやれば、その娘を放す？　それとも金か？」

　龍司の声は淡々として落ち着いており、真面目に交渉しているつもりなのだろう。

　けれども見下されていると感じたのか、「舐めくさりやがって……」とリーダー格の男がギリリと歯噛みした。

　それに呼応するように、半グレ集団が鉄パイプなどを握る手に力を込める様子が、実乃里のいる位置からでも確認できた。

　今にも龍司に襲いかかりそうな男たちを見て、彼女は恐怖に震える。

（こんな人数相手に、殴らせてやるだなんて、死んでしまう……）

「龍司さん、逃げてください！」

　膝立ちになった実乃里が大声で叫んだら、男たちの隙間に龍司の顔が見えた。

　十五メートルほどの距離を置いて、ふたりの視線が絡み、こんな状況にもかかわらず、実乃里の心臓が跳ねる。

　彼の口の端は微かに上がり、この状況を楽しんでいるように見えるのは気のせいか。それとも実乃里が無傷でいるのを見て、安あん堵どしているのかもしれない。

　龍司は実乃里の忠告を無視して、悠然とした足取りで前へ進む。

　片手をスラックスのポケットに突っ込み、実乃里の方へまっすぐ向かってくる様子は、まるで男たちが見えていないかのようだ。

　龍司からなにかを感じ取ったのか、進路に立っていた若い男が怯んだように横にずれ、道を開けている。

　けれども、すんなりといくはずはない。

　リーダー格の男の「やれ！」という鋭い号令がかかると、半グレ集団が一斉に龍司に襲いかかった。

　実乃里は悲鳴もあげられず、強い恐怖と焦りの中で、それを見ている。

　龍司は右から振り下ろされた鉄パイプを、わずかに頭を動かしただけでかわし、左からスウィングされた金属バットを左手で難なく受け止め、後ろからナイフを手に突進してきた男を右足で蹴り飛ばしていた。

　マスターから聞いた通りの強さに、実乃里は目を丸くする。

　けれども、やはり人数が多いので、反撃より防御に力を割いているように見えた。

　群がるように襲いかかる男たちの中には、興奮して奇声をあげ、龍司に殴られることさえ楽しんでいるようなクレイジーな者もいる。直前に薬物でも摂取したかのような、異常さだ。

　ハラハラしすぎて心臓が壊れてしまいそうな実乃里は、背後の気配に気づいていない。

　誰かが身を屈め、壁伝いに実乃里に近づき、ポンと彼女の肩を叩いた。

　悲鳴をあげそうになれば口を塞がれ、実乃里の耳元で声がする。

「ロイヤルの姉ちゃん、俺だよ、二山だ。逃げるぞ。静かにな」

　実乃里が目線を動かして斜め後ろを確認すれば、確かに色黒で茶髪、細身の二山がいる。

　首を縦に振ると、二山は手を離してくれた。そして立てた親指で、背後を指し示す。

「壁の穴、広げたんだ。そこから出られる」

　積まれた資材の陰になっているので、壁の穴はよく見えないが、出られるとわかって実乃里はホッとした。

　二山が現れたということは、きっと一尾と三村もどこかにいるのだろう。

　龍司はまだ戦闘の最さ中なかにいるが、彼ひとりではないのなら、きっと無事に切り抜けられると心配も和らいだ。

　二山が縄を解いてくれて、実乃里は数時間ぶりに自分の手を見ることができた。

　縛られた縄の跡がくっきりついて、手首が赤くなっている。

「行くぞ」と身を屈めたまま移動を始めた二山は、思い出したように余計なことを付け足す。

「姉ちゃんが小柄でよかったよ。壁の穴から難なく抜けられそうだ。一尾の兄貴は、入ろうとして引っかかったんだ。あの腹はなんとかしないとマジヤベェ」

　穴に腹がつかえてジタバタしている一尾を想像し、おかしく思う実乃里だが、笑っていられる状況でないのはわかっている。

　二山も声をひそめて話しており、その声は怒声を響かせている半グレたちの耳に入るはずがない。

　それなのに、リーダー格の男に気づかれてしまった。

　彼は手下たちに戦わせて、ひとりだけ数メートル下がった安全地帯に立っている。だから実乃里にも注意を払うことができたのかもしれない。

「逢坂てめぇ、ひとりで来いと言ったろ！」と怒りをあらわにする男に、龍司は華麗な身のこなしで攻撃をかわしつつ、不愉快そうに答える。

「加勢は無用と言ってある。お前らの狙いは俺なんだろ？　あの娘は無関係だ。気の済むまでやり合ってやるから、俺だけ見てろ」

　その後は二山に「早く行け」と鋭く命じ、立ち上がった二山に実乃里は腕を引っ張られた。

「姉ちゃん、早く」

「で、でも、龍司さんが……加勢は無用って、最後までひとりで戦うつもりなんですか？」

「若頭のことなら心配いらねぇから。むしろ俺らがいたんじゃ、邪魔になるだけだ。若頭は半分も力を出してねぇ。姉ちゃんが見てるからだろ」

　つまり、実乃里に血生臭いものを見せたくないという配慮から、龍司はかわすばかりでほとんど反撃していないということらしい。

　自分がここを出たら、龍司が心置きなく相手を殴り倒せると知った実乃里は、これまでとは逆に半グレの男たちの身を案じた。

（どうか、入院するほどの怪我は負いませんように……）

　壁の穴から外に出れば、一尾と三村が待っていてくれた。

「姉ちゃん、無事か？」「怪我してねぇ？」と口々に心配してくれる。

「はい、怪我はないです。ご迷惑おかけしてすみません。助けに来てくれて、ありがとうござ――」

　実乃里は笑顔でお礼を口にしていたが、倉庫内からドラム缶が転がるような音や、男たちの断末魔のような悲鳴が聞こえてきて、ギョッとして振り向いた。

　一尾が頭の後ろで手を組み、楽しげな顔をして言う。

「若頭、暴れてんなぁ。死人が出るか？」

　それに対して三村も、呑気に笑って答える。

「そっすね。いつもクールな若頭が、今回は珍しくブチ切れてましたよね。俺、少しちびったっす」

「あの、龍司さんが本気で怒ったら、どうなるんですか……？」

　恐る恐る実乃里が問いかけると、一尾と三村は顔を見合わせただけで、なにも教えてくれない。

「聞かねぇ方が身のためだ」と一尾に苦笑され、実乃里は冷や汗を滲ませた。

　そのような会話をしているうちに、悲鳴や物音がピタリとやみ、遠くで打ち寄せる波音しか聞こえないほど静かになる。どうやら戦闘は終了したようだ。

　実乃里を助け出した後、どこかに行っていた二山が、黒いワゴン車を運転して戻ってきた。

　一尾が助手席、三村は後部席、実乃里は真ん中のシートに乗せられ、ゆっくりと走りだした車は倉庫の正面へ回される。

　少し待っていると、ドアが開いて龍司が出てきた。

　ヘッドライトに照らされて眩しそうに顔をしかめた彼は、少々長めの前髪を鬱うっ陶とうしそうにかき上げている。

　何事もなかったかのようにスタスタとワゴン車に歩み寄った龍司は、自動で開いたドアから乗り込み、実乃里の隣のシートに腰掛けた。

　彼が「出せ」と命じると、車は荒っぽく旋回し、細道に入ってスピードを上げた。

　疲れたような呼気を吐き出した龍司の視線が、左に流される。

　実乃里は彼から目を離せずにいたため、交わる視線に鼓動を弾ませた。

「怪我はないか？」と心配してくれる彼に「はい」と答え、胸を熱くする。

（私はただ拘束されていただけで、傷つけられるようなことはなかった。龍司さんの方こそ、大怪我を負ってもおかしくない状況だったのに、私を心配してくれるなんて……）

　よく見れば黒いワイシャツの肩付近に、ナイフで切られたような裂け目がある。

　乾いてはいるが、うっすら血が染みているようで、実乃里はハッとした。

「龍司さん、ここ――」

　怪我をしていると伝えようとして裂け目に手を伸ばしたら、その腕を掴まれ、軽く引き寄せられた。

　彼と実乃里の体の距離は二十センチほどで、車体が揺れたら腕や肩が触れそうに近い。

　目を丸くして胸を高鳴らせる実乃里であったが、彼女の手を見る龍司の顔つきが急に険しくなったため首を傾げる。

　すると、「ここを擦りむいてるぞ」と指摘された。

　それは、縄で縛られていた際に擦れてできた手首の傷である。濡らせばしみるかもしれないが、今は痛みも感じない程度の軽い傷だ。

　実乃里としては少しも気にしていないのだが、龍司は腹立たしげに顔をしかめる。

「女の肌に傷をつけやがって……。手加減せず、もっと痛めつけてやればよかったか」

　後悔している様子の龍司に、一尾が助手席から指摘する。

「若頭、死なせたら後始末が面倒ですよ」

　その声は笑いを含んでおり、他のふたりの下っ端たちも同調して笑い声をあげた。

　実乃里だけは極道のノリについていけず、「これくらいの擦り傷はどうってことないので……」と掴まれている腕を引っ込めようとする。

　助けてもらったことには感謝しており、強い龍司は眩しいほどに魅力的だとも思うが、やはり極道は怖いという感情は拭えない。

（時々忘れそうになるけど、私みたいな一般人が近づいてはいけない人なんだよ……）

　龍司が実乃里の腕を離したその時、ガコンと鈍い音がして、急に車体が右に傾いた。

　左の前輪がなにかに乗り上げてしまったようで、「キャッ」と悲鳴をあげた実乃里の体は龍司の方へ流され、彼の胸と左腕に抱き止められた。

　横転せず、止まりもせず、すぐに車体は平衡を取り戻したが、ハンドルを握っている二山は「なにやってんだ」と一尾に叱られていた。

「すいやせん。コンクリートブロックに乗り上げたみたいです」

　二山はそのように説明し、「置いた奴、誰だよ。危ねーな」と舌打ちしていた。

　実乃里は龍司の左胸に頬を当て、鼓動を乱している。

　異性との交際経験がない彼女なので、男性とこんなに密着したのは初めてである。

　驚き戸惑い、早く離れなければと理性が警告を出しているが、大胸筋の盛り上がりとその硬めの弾力を魅力的に感じ、頼りがいのありそうな力強い腕にもう少し抱かれていたいと思ってしまう。

　シャツから微かに香る汗と男物の香水は、媚び薬やくのように実乃里の芯を熱くした。

　蜂はちが蜜みつに誘われるように、ついつい龍司の体に腕を回してしがみつくと、「どうした？」と彼に問いかけられる。

「あの、もう少しだけこのままでいたいんですけど……駄目ですか？」

「平気そうな面つらをしていたのに、今頃恐怖心が湧いたのか。仕方ないな、着くまで抱いていてやる」

　龍司は実乃里の肩に回している左手で、彼女の頭をくしゃくしゃと撫なでた。

　大きな手のひらは温かく、優しさも感じ、彼が極道でなかったなら、実乃里はどっぷりと恋に溺れていることだろう。

　車は細道を抜けて国道に入り、真夜中の空いている車線を快調に飛ばしている。

　それまで会話したり笑ったりしていた一尾たち三人は、なぜか無言である。

　一尾はスマホをいじりだし、後部席の三村はわざとらしいあくびをして居眠り……ではなく、狸たぬき寝入りを始めたようだ。

　それはおそらく、実乃里を抱いている龍司への気遣いであろう。

　車内に龍司の低い声が静かに響く。

「今日はすまなかったな。奴らはおそらく、俺がロイヤルに通っていると知って、お前を狙ったんだろう。今後、ロイヤルには行かない方がいいな」

　半グレの男たちに拉致されたのは、実乃里が彼らの会話を偶然聞いてしまったことが発端である。龍司はその事情を知らないらしく、勝手な推測をして実乃里に謝り、ロイヤルには顔を出さないと結論を出してしまった。

　それは実乃里の望まぬことであり、彼の胸から慌てて顔を上げると、整形外科前での出来事を説明して頼み込む。

「龍司さんがロイヤルに来てくれないと、私が困ります。美味しい卵サンドを作りますから、これからも気にせず来店してください。お願いします」

「俺が行かないと、なぜお前が困る？」

「龍司さんを観賞できなくなるじゃないですか。かっこよくて、こんなに私の理想にぴったりな男性は他にいないと……あっ」

　うっかり本心を漏らしてしまい、実乃里は顔を耳まで赤くする。

　静かだった下っ端たちがこらえきれずにブッと吹き出し、一尾が咳払いをしてごまかそうとしていた。

　恥ずかしさに実乃里が俯くと、小さなため息が額にかかる。

「黙ってくっついてろ」と後頭部を押さえつけられ、実乃里は再び龍司の胸に顔を埋めることになった。

（下心があると気づかれたかも。告白したわけじゃないけど、私を避けて来店してくれなくなったら悲しい。しくじった……）

　誰もなにも言ってくれない。

　後悔の中で実乃里が気まずい数分を過ごしていると、龍司が彼女にだけ聞こえるようにボソリと呟く。

「明日は行けそうにないが、明後日のモーニングは食いに行く」

「は、はい。お待ちしています」

　落ち込みから一転、実乃里は心を弾ませる。

　笑顔で龍司に抱きつきながら、頭の中では早くも胡椒とマスタードを抜いた、彼用の特別な卵サンドのレシピを考えるのであった。










若頭の正体は




　秋風の吹く、十月に突入していた。

　外出時には薄手の上着が一枚必要な気温であるが、ロイヤルの店内はいつでも適温なので、実乃里は半袖ブラウスと七分丈パンツで働いている。

　時刻は十五時四十分。

「姉ちゃん、また来るな」と機嫌よく帰っていくのは、一尾たち猿亘組の下っ端構成員三人である。

　彼らは十三時頃、ランチで忙しい最中に来店し、三人合わせて約一万円分も注文した。食べて大声で話して、テーブルひとつを長時間占領し、やっと帰ってくれたところだ。

　そこに龍司がいたならば、もっと居座ってほしいと実乃里は思っただろうが、残念ながら彼は顔を見せなかった。

『龍司さんは来ないんですか？』と来店したばかりの一尾たちに尋ねたら、ニヤニヤして散々からかわれてしまった。

『若頭はモテるなぁ。今はたぶんフリーだから、駄目もとで告ってみたら？』

『いやー、さすがに女子高生はないだろ。若頭がロリコンだったら俺、嫌だ』

『兄貴、ロイヤルの姉ちゃんが自分は二十三だと言って怒ってますよ。どう見ても未成年だから、もっと女磨きした方がいいよ。若頭に相手にしてもらいたいなら』

　一尾たちにも助けられた恩を感じているが、そんな風にからかわれると頬が膨らむ。

　どうやら三人には、実乃里の気持ちがすっかりバレてしまったらしい。

　実乃里としては頑かたくなに、まだ恋までいっていないと思い込もうとしているのに、彼らはそうは考えていないようだ。

（やっと帰ってくれた。三人だけで来られると、少し迷惑……）

　店内ではふたりの常連客が、ゆっくりとコーヒーを飲んでいる。

　一尾たちが帰ると、店内に流れる昭和の歌謡曲のＢＧＭがよく聞こえた。

　閉まったドアをひと睨みした実乃里は、空いたテーブルを片付けて、布巾で丁寧に拭く。

　そして小さなため息をついた。

（二日間、顔を見ていない。龍司さんに会いたい。今日は来ると思ったのに、フロント企業とやらの仕事が忙しいのかな……）

　思い出すのは港の倉庫から帰るワゴン車の中で、龍司に抱きしめてもらった時のことである。

　頬に当たる逞しい大胸筋の硬い弾力と、頭を撫でてくれた手の温もり。

　低く響きのよい声を耳元で聞いて、彼の香りを嗅いだ。

　爽やかで少し甘いほのかな香水に汗が混ざったあの香りは、フェロモンのようであったと実乃里は思い出し、顔が緩んでしまう。

　拭き終えたテーブル布巾を両手でしっかりと握りしめ、無意識にクンクンと嗅いでいた。

「み、実乃里ちゃん……？」

　隣のテーブル席の常連客のおじさんが、不気味なものを見てしまったというような顔で恐々と問いかけてくる。

　けれども回想中の実乃里は生返事をしただけで、にやけるのをやめられない。

　そんな実乃里の意識を引き戻したのは、ドアベルの音だ。

　龍司が来店したのではないかと期待してガラス扉を見た実乃里は、直後に笑顔を引きつらせる。

　現れたのは龍司ではなく、刑事の杉谷であった。

「いらっしゃいませ……」

　この前と同様に、くつろいでいた常連客は会計を済ませてそそくさと帰ってしまい、マスターと洋子は緊張している。

　それを感じていないのか、それとも気にしない性分なのか、杉谷はゆったりとした歩みで奥の三番テーブルの席に着いた。

　チラリと腕時計に目を遣ってから、灰皿を引き寄せて煙草をふかし始める。

　実乃里も緊張しながら、水とおしぼりを出し、「ご注文をどうぞ」と声をかけた。

「俺にトレーをぶつけたお嬢ちゃんか。この店のバイトにしては、長続きしてるな」

「この前は大変失礼しました。反省しています」

「いや、怒ってはいないさ。気にすんな。ブレンドコーヒー」

「はい、かしこまりました」

　会釈して引き返し、カウンター内で黙り込んでいるマスターに注文を伝えた実乃里は、ガラス扉を見た。

　気にするなと杉谷に言われたが、トレーをぶつけたこと以外で、気にせずにはいられないことがある。

　龍司が来店したら、また一波乱ありそうで、ハラハラしていた。

　もし来るとしたら、龍司ひとりだろう。

　長時間居座って帰ったばかりの一尾たちは、ついてこないと思われる。

　そうすると龍司を止める役がいないわけで、杉谷が挑発すれば殴ってしまうことも予測できた。

（どうか今日は来ませんように……）

　会いたいはずの龍司が来店しないように祈らねばならず、実乃里は理不尽さを感じていた。

　他に注文する客がいないため、ブレンドコーヒーはすぐにできあがり、実乃里が杉谷のもとへ運ぶ。

「ごゆっくりどうぞ」と心にもないことを言ってカウンター裏まで引き揚げた実乃里は、ふと、あの時の疑問を思い出した。

　杉谷に掴みかかった龍司が、小さなビニールの小袋を杉谷の内ポケットに入れていた件についてだ。

　秘密の受け渡しの後、龍司は怒りを鎮めて帰っていった。

　杉谷が龍司を挑発したのも、龍司が彼らしくない怒り方をしたのも、演技だったのではないか。

　あの時、実乃里はそう疑ったが、半月ほども経てば、その仮説に自信がなくなる。見間違いだったのではないかという気にさえなっていた。

（極道の若頭と組対の刑事だよ。お互いに敵視していても不思議じゃないでしょう。裏でなにか取引していると思うなんて、ドラマの影響か。最近は刑事ものを見ていないけれど……）

　鉢合わせを恐れ、龍司が来店しないかと気忙しくしていた実乃里だが、杉谷は一服してコーヒーを飲み干し、時刻が十五時五十五分になると代金を払って出ていった。

　客がいなくなった店内で、実乃里はほっと息をつく。

　カウンター内ではマスターが、「拍子抜けしたな」と笑いだし、調理場から出てきた洋子も笑顔を見せる。

「龍司さんが来なくてよかったわ」

　杉谷のコーヒーカップと灰皿を下げた実乃里は、眉を寄せてふたりに言う。

「刑事お断りのステッカーをドアに貼るのはどうですか？」

　暴力団の入店を断るステッカーは、あちこちの飲食店で見かけたことがある。

　それの刑事バージョンを作ればいいのではないかと、真面目に提案していた。

　杉谷はロイヤルにとってありがたいお客様ではない。

　龍司たち猿亘組の組員を挑発するし、常連客は巻き込まれたくないと逃げだす。

　実乃里たち従業員も、ヒヤヒヤさせられるのだから、迷惑客と言ってもいいのではないだろうか。

　その提案に、マスターと洋子は顔を見合わせ、吹き出した。

「私は真面目に考えたんです」と実乃里が口を尖らせれば、「馬鹿にしたわけじゃないのよ」と洋子がなおも笑って弁解する。

「実乃里ちゃん、すっかりこの下町に染まったと思ってね」

　カウンター裏の流しで、コーヒーカップを洗いながら、マスターも明るい声で言う。

「普通の店は、暴力団排除のステッカーを貼るだろうな。だが、この町は昔から猿亘組と仲良くやってきた。それを実乃里ちゃんがわかってくれて、嬉しいなぁ」

「はぁ……」

　なんと返事をしていいかと、実乃里は困り顔になる。

　極道は悪だと完全否定していたはずだったのに、マスターたちが言うように実乃里の考え方が変わってきていた。それはあくまでも猿亘組の、龍司たち一部に関してであるが、彼らを怖いと思う気持ちがかなり薄れていることは確かである。

　それは、いいことではないだろう。

（この町にいると、正義と悪の境界線が揺らいでしまいそう。もうこの喫茶店で学べることはないし、ブラック待遇でもあるし、アルバイト先を変えた方がいいよね……）

　いつか自分のカフェを持つという夢がある実乃里は、資金を貯めつつ勉強のつもりで、あちこちの店を渡り歩いている。

　ひとつの店で働く期間は、長くても三カ月。平均すると、ひと月半ほどである。

　そしてロイヤルに来てから、ひと月半が経過していた。

　辞め時だと思うのだが、龍司の顔が頭に浮かんで迷いが生じる。

（龍司さんに会えなくなるのは、嫌……）

　実乃里がしんみりと考え込んでいると、調理場のオーブンが鳴り、ピザの焼き上がりを告げた。

　洋子が調理場に戻って、焼き立てのピザを配達用の紙箱に入れている。

　小袋のタバスコを三つ添えたＬサイズのピザの箱は、実乃里に「はい」と渡された。

　配達の注文が入っていることは前もって聞いていたので、実乃里は頷いてそれを受け取る。

　エプロンを脱いで薄手のカーディガンを羽織り、会計用のウエストポーチを腰につけると、「行ってきます」と店を出た。

　配達先は、初めての場所。

　歩いて六分ほどの場所にある『加か藤とう商しょう会かい』という、なにを取り扱っているのかわからない小さなオフィスである。

　その会社は商業ビルの中にあり、場所は把握していた。

　秋晴れの空の下を、ピザが冷めないうちにと早足で進み、実乃里は目的のビルに到着する。

　築五十年は経っていそうな黒ずんだコンクリート壁の、三階建ての古びたビル。

　定員六人までの小型エレベーターで三階に上がり、細い廊下を進む。

　この階には三つのオフィスが入っており、加藤商会はふたつ目のドアであった。

　すりガラスの明かり取りが昭和レトロな雰囲気を醸すグレーのドアをノックして開け、声をかける。

「喫茶ロイヤルです。ピザの配達に参りました」

　机が向かい合わせに八つと、コピー機やオフィスラック、応接用のソファセットが見える十五畳ほどの明るい空間。

　そこには社員六人がいて、それぞれのノートパソコンに向かっていた。

　実乃里と同じくらいの年齢の、事務員風の制服を着たＯＬふたりが対応に出てくれる。

「待ってました！」と声を弾ませた女性に、実乃里は見覚えがあった。

　先週末、恋人と思われる青年とふたりでロイヤルに来店し、ピザとナポリタンを分け合って食べていた客だと思い出す。

　きっとロイヤルのピザを気に入ってくれて、近所なら配達もしているという話をどこかで聞き、注文してくれたのではないだろうか。

「先週いらしてくださったお客様ですよね？」と実乃里が問いかければ、相手は喜んだ。

「一度しか行ったことがないのに、覚えてるんですか。すごい記憶力」と褒めてもくれる。

　もうひとりのＯＬはピザの箱を応接テーブルへと運んで、「皆さん、温かいうちに食べましょう」と声をかけている。

　他の社員たちは仕事の手を止め、テーブルに向かっているが、実乃里の前にいる彼女だけは動かず、「あの日に一緒にいたのは、彼氏なんですけど……」と、なぜか実乃里を相手に恋人がいかに素敵な人であるかを自慢し始める。

（もしかして付き合い始めたばかりで、誰かに話したくて仕方ないのかな。同僚たちは聞き飽きて構ってくれないから、私にその話を？　友達じゃなく、ただのピザの配達人なんですけど……）

「今度の土曜日に花火大会があるでしょう？　荒あら川かわの」

「はい、そうですね。毎年、激混みのやつですよね。彼氏さんと行くんですか？」

「行きたいのに彼氏が仕事で、その日は駄目なんです。このビルの屋上は穴場なのに、とっても残念」

　他人の恋愛話には、これっぽっちも興味を持てない実乃里であったが、屋上が花火見物の穴場だという情報には食いついた。

「私みたいな関係者以外の者でも、屋上に上がれますか？」と、目を輝かせて問いかける。

「大丈夫だと思いますよ。いつでも鍵は開いているので。誰かと花火を観るんですか？」

「はい。あ、でも、誘っても断られるかもしれないですけど……」

　実乃里は、龍司と一緒に花火を観たいと思い立った。デートなどと大げさなことではなく、近所を散歩がてら、なんなら一尾たちも一緒で構わない。

『花火見物の穴場を知っているんです。すぐそこなので一緒にどうですか？』

　そのように軽い感じで、ロイヤルに来店した龍司に話してみようと考えていた。

「花火を観る龍司さんを、じっくり観賞したい。卵サンドを食べているだけでかっこいいのに、花火とセットになったら眩しすぎて悶もん絶ぜつしそう。ああ、浴衣を着てくれないかな。そこまでの贅沢は言えないけど……」

　浴衣姿で静かに花火を見上げる龍司をうっとりと妄想した実乃里は、うっかり心の声を口に出してしまった。

　すると、それまで楽しげに自身の恋愛話をしていたＯＬが、つまらなそうな顔をして財布を取り出し、「ピザのお代、ちょうどです」と支払いをする。

　どうやら彼女も、赤の他人の恋愛には全く興味を持てないらしい。

　ハッとして妄想世界から抜け出した実乃里は、恥ずかしさに頬を染めて「ありがとうございました。またお願いします」と頭を下げる。

　そして逃げるようにオフィスを出た。

　廊下は無人で、静かだ。

　エレベーターまで引き返した実乃里は、その横にある薄暗い階段に視線を止めた。

（下見しておこうか。どんな場所かを知っておかないと、穴場だと言って誘いにくいし……）

　一階分を階段で上がり、屋上に繋がる扉の前に立った。

　所々、塗装の剥げた鉄製のドアには、施錠中という張り紙がされており、実乃里は首を傾げる。

　いつでも鍵は開いていると聞いたのに、どういうことかと思いつつ、試しにドアノブを回してみたら、すんなりと開いた。

　回した感覚から、ドアの鍵が壊れているのではないかと推測する。

　施錠中の張り紙をしておけば勝手に屋上に出る人はいないと、管理者が修理を怠っているのかもしれない。

　本来は部外者が立ち入ってはいけないのだろうと判断した実乃里だが、龍司と花火見物をしたいという欲求に負けて、ドアを三分の一ほどそっと押し開ける。

　その隙間にコソ泥のように身を滑り込ませ、注意深く音を立てないようにドアを閉めた。

　明るい光が降り注ぐ屋上に人の気配はなく、実乃里はすぐに気を緩める。

　目についたものは、コンビニ弁当の容器や、お菓子の空袋、ペットボトルなどのゴミ。

　ゴミは持ち帰ってと思いながら、実乃里はフェンスまで進んで荒川の方角を見た。

　すると、ここはそれほど見晴らしがいいわけではないことがわかる。

　この下町は低層の建物が多いが、遠くの方には高層マンションが建ち並んでいるため、花火が見えたとしてもビルの隙間に少しだけであろう。

（情報を鵜う呑のみにせず、下見に来てよかった。これじゃ穴場だからと誘えない。花火会場まで、わざわざ出かけましょうと言える間柄ではないし、諦めるしかないか……）

　龍司と一緒に花火を見る夢は、わずか数分で散る。

　残念に思ったその時、ボソボソと話す男性の低い声が、後ろの方から風に乗って微かに届いた。

　驚いて振り向くも、人の姿はない。

　この屋上のドアは真ん中辺りに突き出たようにあり、その裏側には給水タンクや配管などがあるようだ。

　話し声は、給水タンクの近くから聞こえてくる。

（ビルの関係者？　管理人が業者と修理について話しているのかも。すぐに出ていった方がいいみたい。でも、勝手に上がってすみませんでしたと、ひと言謝ろうか……）

　迷いつつ引き返した実乃里は、ドアを回り込んで声の方へ歩く。

　すると、聞き覚えのある声が耳に届いて、目を瞬かせて足を止めた。

（この声は、もしかして龍司さん？　誰か男の人と話しているようだけど……）

　足音を忍ばせて進み、給水タンクの陰に隠れた実乃里は、そっと顔だけ覗かせる。

　その目が驚きに見開かれた。

（杉谷刑事!?　どうしてふたりが、こんなところで一緒にいるの？）

　杉谷はフェンスに背を預け、煙草の煙を空へ吐き出している。

　龍司はフェンスの金網を片手で掴み、反対の手をスラックスのポケットに入れ、杉谷の方に体を向けていた。

　彼らと実乃里の距離は四メートルほどで、声を落とした会話が所々、聞き取れる。

「そのまま泳がせて密輸の……税関の方はこっちでやるから、お前は……」

「わかりました。杉谷さん、もうひとつだけ……の件は俺が……」

「焦るな。もうひと息だからこそ、慎重に……だぞ。龍司、頼むな」

「はい」

　これは一体どういうことかと、実乃里は激しく動揺している。

　ロイヤルに来店した時の杉谷は、〝逢坂〟と名字で呼んで、彼を馬鹿にするような失礼な言動を取っていた。それなのに今は〝龍司〟と親しげに呼び、まるで部下に対するが如く、なんらかの指示を与えている。

　龍司の方も、ロイヤルで喧嘩腰であった時とは違い、杉谷に敬語を使い従順な態度である。

　細切れに聞こえる会話も、麻薬かなにか違法性のあるものの密輸に関して、刑事が捜査しているような内容に思われた。

　猿亘組の若頭が、なぜ刑事から指示を受けているのか……。

　わけがわからず頭が混乱してきた実乃里は、覗かせていた顔を給水タンクの陰に引っ込める。

　こんな場所で密会しているのだから、おそらく誰かに聞かれては困る会話をしているのだろう。それだけは、実乃里にも理解できた。

　盗み聞きに気づかれないうちに出ていかなければと、実乃里は片足を引く。

　すると、足元に落ちていたスナック菓子の空袋を踏んで、カサリと音を立ててしまった。

　しまったと思うや否や、「誰だ」という鋭い声がして、龍司が飛び込むようにして現れる。

　実乃里を見た彼は意表を突かれたように眉を上げたが、すぐに瞳に険しさを取り戻し、彼女の手首をつかまえた。

「お前がなぜここにいる。まさか、俺の後をつけてきたんじゃないだろうな」

「ち、違います。私は偶然、ピザの配達でここに。屋上にいるのは花火が……」

「花火？」

　龍司に睨まれた実乃里は、うまく説明できずに焦るばかり。

　すると、「こっちに連れてこい」と、フェンスの方から杉谷の声がした。

　龍司に引っ張られるようにして、給水タンクの陰から出された実乃里は、杉谷の前に立たされる。

　手首を離してはくれたが、虎が二匹、睨ねめつけている状況で、子猫が逃げられるはずはなかった。

　杉谷は余裕の態度で煙草を吹かしつつ、探るような視線を実乃里に向け、真顔で問いかけてきた。

「刑事は疑うのが仕事なんだ。質問に答えてもらおうか。ピザの配達で偶然俺たちの話を聞いてしまったという言い訳の証拠は？」

「証拠……はありません。でも、三階の加藤商会にピザを届けたので、確認してもらえばわかります。ロイヤルに電話してくれてもいいですよ。ピザを焼いたのは洋子さんで、配達を指示したのはマスターですから」

　動揺の波はまだ引かないが、容疑者のように尋問されては不愉快である。

　ムッとした実乃里は、配達先の会社のＯＬからここの屋上が花火見物の穴場であると教えられたことも説明した。

　実乃里を見張るように横に立っている龍司は、スマホを取り出し、早速調べている。

「今週末、荒川の花火大会が予定されているのは事実のようです。穴場とは言いがたいが、ここからでも少しは見えるでしょう」

　事務的な口調で、杉谷にそのように説明していた。

　杉谷はダークスーツのポケットから携帯灰皿を取り出すと、半分になった吸いがらを放り込み、フェンスから背を離して前へ歩く。

　一歩の距離まで詰められた実乃里が、杉谷を恐れて片足を引いたら、「信じてやるよ」とありがたい言葉をもらえた。

　実乃里がホッと胸を撫で下ろすと、杉谷は口の端を上げてクッと笑う。

「悪く思わないでくれ。お嬢ちゃんは猿亘組の何人かと顔見知りだからな。奴らに頼まれて龍司を探っている可能性も排除できなかった」

「ということは、龍司さんはやっぱり……」

　実乃里がチラリと龍司を見れば、彼はバツが悪そうな顔をして前髪をクシャリと潰すようにかき上げている。

　龍司はなにも答えてくれないが、杉谷が仕方ないと言いたげに教えてくれる。

「組対の刑事であり、俺の部下だ。五年前から猿亘組に潜入させてる」

「潜入捜査官……」

　龍司の正体を知った実乃里は、衝撃を受けてもいるが、それよりも謎が解けた気分で納得していた。

　彼らがロイヤルで険悪な雰囲気を演じて、なにかの受け渡しをしていたことについてである。

　それを口にすれば、ふたりに驚かれた。

「龍司が入手した証拠品の麻薬か。まさか、お嬢ちゃんに見られていたとはな。龍司、気をつけろよ」

「杉谷さん、もう遅いです」

「次からロイヤルは使わない方がいいんじゃないか？」

「一尾たちに疑われては動きにくいので、あれは必要なんです」

　どうやら猿亘組は、裏で麻薬密売を手掛けているようだ。

　その証拠品を受け渡していたようだが、それだけが目的ではなく、龍司が刑事に噛みつく姿を一尾たちに見せたかったらしい。

　彼らに極道らしい振る舞いを見せ、潜入捜査官であるという疑いを一寸も抱かせないようにと考えての演技であったようだ。

　実乃里には不自然にも思えたが、一尾たちは慌てて龍司を止めていたので、うまく騙せているのだろう。

　その他にも、実乃里には合点がいくことがあった。

「あの、龍司さんが刺青を入れられないという話なんですけど、アレルギーというのも嘘なんですか？」

　それは銭湯のアルバイトを頼まれた時に聞いた話だ。

　一尾たち下っ端三人は、極道らしい彫り物をしていたのに、龍司の背中にはなかった。その理由を、塗料アレルギーで死にかけたからだと説明された記憶がある。

　龍司は苦い顔をして、ため息をついている。

　バレてしまったかと言いたげだ。

　杉谷はクッと短く笑うと、「見かけによらず鋭いお嬢ちゃんだ」と褒めてくれた。

　刺青を入れずにいても極道たちに疑われないようにするための作り話であったということだろう。

「それじゃ、もしかしてアレもですか？」

　龍司が猿亘組に入った経緯をマスターから聞いた時も、実乃里は疑問を感じていた。

　高級クラブで組長が襲撃を受けた際、たまたま酒屋の配達の仕事でそこを訪れていた龍司が、三十人もの武装集団を相手に素手で追い払ったという話だ。

　半グレ集団から助けてくれたことで、龍司がとてつもなく強いと実乃里は理解し、納得したことにしていたが、話ができすぎていることには今も違和感を覚える。

　それに、刑事である彼が酒屋の配達をしているはずがない。

　実乃里の問いかけに、龍司と杉谷は顔を見合わせて苦笑し、杉谷が仕方ないと言いたげな顔をして頷いている。

　ということは、あれも龍司を猿亘組に潜入させるための大掛かりな芝居であったということだろう。

「龍司、俺たちもまだまだだな。どうする、引き揚げるか？　これまで集めた証拠だけでも、本部長の斑目を二十年は閉じ込めておける」

「斑目だけなら、五年もかける必要なかったでしょう。勘弁してください。組長の首まであと一歩なんです」

「それなら、このお嬢ちゃんはどうするんだ？」

「口を塞ぎますか……」

　恐ろしいことを言いだした龍司が、真顔で実乃里に視線を流す。その目に殺気は宿っていなくても、実乃里は彼を恐れて後ずさり、給水タンクに背中をぶつけた。

「怖がらせんなよ。可哀想に。なぁ？」

　杉谷のその言葉に同情はまるで感じられないが、実乃里が何度も首を縦に振れば、龍司は視線を外してくれた。

「念入りに口止めしといてください。俺は事務所に戻らなければならないんで」

　淡白な声でそう言って実乃里に背を向けた彼は、給水タンクの裏へと歩きだす。

　姿が見えなくなると、すぐにドアの開閉の音が聞こえた。

　杉谷とふたりきりにされた実乃里は、居心地の悪さを感じる。

　刑事ならば乱暴を働かないとは思うけれど、口止めがどのようなものかわからず、不安になる。

　太陽は遠くのビルの隙間に見えており、そろそろ西の空が茜色に染まる頃である。

「あの、誰にも言いませんから、私もそろそろお店に戻らないと……」

　恐る恐るそう申し出た実乃里だが、「この時間は空いてるだろ。もう少し付き合え」と有無を言わさぬ強い口調で言われてしまった。

　彼は新しい煙草を出すと、ゆっくりとした動作で火をつけ、うまそうに煙を吐き出す。

　煙が風に溶けて消えたら、「昔話をしてもいいか」と実乃里に問う。

　桃太郎やかぐや姫でないのはわかるが、杉谷の思い出話にも興味は持てず、できることなら遠慮したい。

　けれども「龍司と出会ったのは、あいつが十七の頃だったな……」との始まりに、実乃里は急に聞く気になった。

（龍司さんの過去の話なら、ぜひ聞かせてほしい……）

　杉谷の話によれば、龍司は母親とふたり家族で、物心ついた時から父親がいなかったそうだ。

　いや、父と呼ばされた男は複数人いた。母親が離婚と再婚を繰り返すからだ。

　兄弟はなく、母親は龍司が家にいても平気で新しいパートナーと情を交わすタイプの、母性の薄い女性であった。

　そのため龍司は中学生の頃から自宅に帰らず、夜は不良仲間とつるんでいたという。

　高校には進学したが、二年で中退。不良グループに入り、改造バイクで暴走行為を繰り返し、警察にも何度も世話になっていたそうだ。

　その頃、杉谷は所轄の生活安全課に所属していた。

　非行少年の犯罪を担当していた杉谷は、暴走行為や喧嘩沙汰で、たびたび龍司を捕まえては、厳しく説教していた。

　ある夜も、殴り合いの喧嘩をしていた龍司を署に連行し、傷の手当てをしてやりつつ、叱りつけようとした。

　だが、その夜は思うところがあって、杉谷は怒鳴るのをやめた。

　龍司の喧嘩っぷりは異常だ。毎日のように喧嘩に明け暮れる理由が知りたいと思ったのだ。

　龍司の目をまっすぐに見た杉谷は、静かに問いかける。

『このままだと、お前は死ぬぞ。やりたいこともやれずに、くだらない喧嘩で犬死にだ。それでいいのか？』

　それに対して龍司は、初めて本心を打ち明けた。

『あんたにはくだらない喧嘩だろうが、俺には大事なことだ。仲間を守って死ねるなら本望。俺から喧嘩を取ったら、なんのために生きているのかわからなくなる。他にやりたいこともない』

　龍司の冷えた瞳の中でわずかに燃えるのは、仲間を守るという彼なりの正義。

　その時、杉谷は、龍司の心が見えた気がした。

　龍司の居場所は不良グループ内にしかなく、彼が生を感じられるのは、仲間を守るための喧嘩をしている時だけである。誰かを守り、その相手から必要とされたいという思いが、龍司を生かしているのだと杉谷は理解した。

　それと同時に、正義感の使いどころを間違えているとも思った。

　この少年に真っ当な人生を歩ませるには……。

　そう考えた杉谷は、『警察官になれ』と提案したそうだ。

『お前の正義は、今のままだと迷惑でしかない。正しい方へ力を使え。居場所がないなら、俺の家に来い。なんのために生きているのかわからないなら、俺のために生きろ。俺の手足となって働き、悪を成敗して俺に手柄を取らせろ。悪くない話だろ？』

　そこまで聞いた実乃里は、三本目の煙草を吸い始めた杉谷を、呆あっ気けに取られて見つめる。

（途中までは不良少年を心配して世話を焼く、素敵な警察官だと思ったのに、俺に手柄を取らせろって……）

　かつての龍司に言ったことは、口だけではないのだろう。現に今の龍司は杉谷の部下として、危険な潜入捜査を五年もさせられているのだから。

　杉谷がいい人なのか、ずるい人なのか、実乃里は判断に悩む。

　だが、結果としては龍司が正しい道に進めたのでよかったのかもしれない。

　杉谷が言うには、不良グループから抜けた龍司は杉谷の家で生活しながら勉強して高卒の資格を取り、それから警察学校に入学したそうだ。

　その間の生活費、入学してからの教科書代などは全て杉谷が面倒をみてくれた。

　それは、金銭的なことだけではないだろう。

　非行歴のある者は警察学校に合格するのは難しいと思われるが、龍司が入学できたのはおそらく杉谷の口添えがあったからに違いない。

（龍司さんに、そんな過去があったなんて……）

　家族から愛情を与えられずに育ち、荒れた少年時代を送った龍司に、実乃里は同情していた。

　杉谷に救われたといっても、生きる目的が上司に手柄を取らせることだなんて、寂しいとも思う。

　龍司自身が望むこと、やりたいことはないのだろうか……そう考えた実乃里の頭に浮かんだのは、『胡椒とマスタード抜きで』と龍司が注文する卵サンドである。

　実乃里の作る卵サンドはよほど彼の口に合うらしく、来店するたびに必ず注文してくれる。

　卵サンドに関しては間違いなく、龍司の自由意志で選んだ、彼の好むものであろう。

　神妙な面持ちの実乃里が、卵サンドを食べる龍司を思い浮かべていたら、煙草の火を消した杉谷が話を締めくくる。

「だからな、お嬢ちゃんが誰かに話してしまうと困るんだ。正体がバレたとしても龍司なら、やられずに逃げだせるとは思うが、五年の苦労が水の泡だ。俺の役に立てなかったと落ち込むだろうな。あいつの生きる目的を奪わないでくれよ」

　俺の役に……という言い方は嫌いだが、潜入捜査に関して他言しないという約束はしようと、実乃里は思っている。

　もし猿亘組の者に知られてしまったら、ただでは済まないだろう。

　龍司の命に関わる、重大な秘密である。

　どこから情報が漏れるかわからないので、マスターや客たちにも教えてはならない。

「誰にも言わないと誓います」と実乃里が約束すれば、杉谷は「いい子だ」と満足げに頷いて口角を上げた。

　だが、念には念を入れてということなのか、「あいつの仕事の邪魔もしてくれるなよ」と注意を付け足される。

（子供扱いされてる？　人の仕事の邪魔なんて、したことがないのに……）

　ムッとした実乃里は、杉谷を見据えてきっぱりと宣言する。

「邪魔はしませんけど、恋はします。私は龍司さんが好きです。極道は無理だと諦めていました。でもそうじゃないと知ったからには、もう止められません」

「恋……」

　面食らった様子の杉谷は、およそ彼には似合わない単語を口にし、その直後に苦虫を噛み潰したような顔をする。

「それは勝手にやってくれ」と実乃里の肩をポンと叩くと、先に屋上を出ていった。

　空はいつの間にか夕焼けに変わっており、実乃里は天を仰ぎ見て伸び上がる。

　その顔は、迷いが消えたように清々しい。

（次のバイトを探すのは、もう少し先にしよう。龍司さんのハートを掴んでからじゃないと、ロイヤルを辞められない）

　生き生きと輝ける日々が始まりそうな予感に、実乃里は静かに張り切るのであった。










卵サンドの似合う女




　秋雨がしとしとと降る中を、実乃里は傘とビニールをかけた紙袋を手に歩いている。

　勇ましい顔つきをしているのは、今日こそ龍司に、首を縦に振らせてみせると意気込んでいるせいだ。

　若頭というのは仮の姿で、実は潜入捜査官であったという秘密を知ったのは、二十日ほど前のこと。

　実乃里は子供の頃から、こうと決めたら即行動に移すタイプで、ビルの屋上で話を聞いてしまった翌日に早速、告白していた。

　ひとりでモーニングに来店した龍司に卵サンドを出した後、なんの前置きもなく『好きです。私と付き合ってください』とストレートに交際を求めたのだ。

　マスターや洋子、常連客たちに驚かれたが、実乃里は気にしない。

　言わなければなにも始まらないという、いささかせっかちな勇気が、恥ずかしさや緊張、ふられる怖れなどを凌りょう駕がしたのである。

　龍司の答えはノーであった。

『寝ぼけてんのか』と真面目に取り合ってもくれず、卵サンドを食べ終えた彼は気怠げな態度ですぐにロイヤルを出ていった。

　がっかりはしたものの、それくらいで諦める実乃里ではない。

　欲しければ努力あるのみという前向きな精神で、それ以降も差し入れを手に猿亘組の事務所を訪ねては、龍司に告白を断られ続けている。

　そして今も、数種類のサンドイッチにエビフライ、フライドチキンなどを手作りし、事務所に向かっていた。

（龍司さん、いるかな。いなかったら差し入れだけ一尾さんたちに食べられて、損した気分になる。材料費はバイト代から引かれてるのに……）

　ロイヤルと組事務所は徒歩三分ほどの近距離なので、その建物はすぐに見えてきた。

　最初はこんな怖いところには二度と来たくないと思っていたのに、今、胸を弾ませて向かっているとは、恋するパワーは危機意識を奪い去るようだ。

　組長、猿亘慶造の大名屋敷のような大邸宅の塀に沿って実乃里が歩いていると、いつもは静かで完全に閉ざされている門前に、今日は人影があることに気づいた。

　ダークスーツ姿の強面の男性が九人いる。ひとりは以前事務所内で会ったことのある、本部長の斑目だとわかったが、他の八人は知らない。だが、ここにいるということは、猿亘組の構成員に間違いないだろう。

　実乃里は彼らを避けるように、車線のない道路の反対側に移動した。

　すると、全開にされた門の内側に、雅な日本庭園や石畳、荘厳な構えの屋敷の玄関が見える。

　思わず足を止めたら、見知らぬ組員の男が実乃里を鋭く睨みつけ、道を渡ってこようとしている。

　見るからに無害そうな若い娘であっても、開門されている時は周囲から部外者を排除する決まりがあるのかもしれない。

　慌てた実乃里は会釈して、足を前に進める。

　睨んできた極道はもといた場所に戻ってくれたのでホッとしたが、このままでは隣に建つ事務所に入れず、実乃里は困った。

（どうしよう。隣に用があるんですけど……とは怖くて声をかけられない。出直せば、せっかくの温かい料理が冷めてしまうし……）

　道を挟んだ組事務所の前に実乃里が差しかかった時、前方から黒い高級車が徐行してきて、屋敷の門前に停車した。

　普段とは違い、スーツを着た一尾の姿が運転席に見え、助手席から降りたのは龍司だ。

　彼もネクタイを結んだスリーピースの礼服姿で、実乃里は完全に足を止めて振り返り、美々しい龍司に見惚れた。

（着崩した黒いワイシャツ姿もかっこいいけど、礼服をきちんと着ている龍司さんは紳士的で素敵……）

　龍司は実乃里に気づいて微かに眉を寄せたが、構うことなく、後部席の外で傘を広げて差しかけた。

　組員が開けた後部席のドアから降り、龍司の傘に入ったのは、袴に羽織姿の高齢男性。

　後ろ姿で顔は見えないが、おじいちゃんといったほのぼのした雰囲気ではなく、凄みや貫禄、威圧感を背中から醸し出している。

　おそらくあの老人が、猿亘慶造だろう。

　若頭として仕える龍司は、悠然とした組長の歩みに合わせて門をくぐり、迎えに出ていた極道たちが揃って頭を下げていた。

（あんな怖そうな人たちを従えるなんて、組長の存在は絶対的なんだ。その組長を龍司さんは逮捕しようとしている。慎重に五年もの歳月をかけて……）

　きっと龍司は、毎日気を張っているのだろう。ロイヤルに来店した彼はいつも気怠げで、それは極道に囲まれた事務所内での緊張の反動かもしれない。

　ひとりで卵サンドを食べている時間が、ほんの束の間の休息なのではないか……そう考えた実乃里は龍司を気の毒に思う。

（早く任務が終わればいい。でもそうしたら……龍司さんは私の前からいなくなってしまいそう。それは困る。そうなる前に、龍司さんの連絡先を聞いておかないと……）

　一尾が車をバックさせ、事務所の車庫にしまっていた。

　門は閉じられ、龍司や他の極道たちは組長の屋敷内に入ってしまった。

　差し入れを直接渡すことができず、がっかりした実乃里が諦めて引き返そうとしたら、門の横の引き戸が開いて龍司がひとりで出てきた。

　彼は実乃里がまだ佇んでいることに気づいている様子だが、声をかけることなく、傘をささずに雨の中を事務所に向かっている。

　無視されてたまるかと気合いを入れた実乃里は、道路を渡って龍司に駆け寄る。

　外階段の二段目に足をかけている彼に、「龍司さん」と呼びかければ振り向いてくれたが、迷惑そうな顔をされる。

「これ、差し入れです」

「いらん」

「そんなこと言わずにもらってください。卵サンドも入ってますよ。胡椒とマスタードは抜いてあります」

　小さくため息をついた龍司は、手を伸ばして紙袋を受け取ってくれた。

　それは、卵サンドなら食べたいと思ったからなのか、それとも、そうしないと実乃里が帰らないと思ったからなのかはわからない。

「用もないのに事務所に来るな」と注意する龍司に、実乃里は笑顔で言い返す。

「龍司さんに会うという用があります。礼服姿、素敵ですね。好きです。連絡先を教えてくだ――」

「断る」

　皆まで言わないうちに拒否されて、実乃里が少しだけショックを受けていると、後ろに笑い声がした。

　車庫に車をしまった一尾が実乃里の横に来て、肉厚の手で彼女の肩をポンポンと叩いてなおも笑う。

「ロイヤルの姉ちゃんは、根性あるな。ふられたの何度目だ？」

「六度目です。あれ……七度目かも」

「懲りないな。俺はそういうの嫌いじゃねーよ。見た目がガキくさいから好みじゃねーけど、男が欲しいなら俺が付き合ってやろうか」

「結構です。私は龍司さんが好きなんです」

　一尾が実乃里にふられた形であるが、楽しそうにギャハハと笑っている。

　付き合ってやるというのは冗談なのだろう。

　楽しげな一尾に、真顔の龍司が紙袋を差し出した。

「差し入れだそうだ。卵サンド以外は食っていい」

「あざっす」

　階段を上って受け取った一尾は実乃里に振り向くと、「またふられに来いよ。差し入れ付きなら歓迎してやる」と言って、玄関ドアの向こうに消えていった。

　卵サンド以外は一尾に全て食べられてしまいそうで、実乃里は頬を膨らませる。

　龍司への恋心をからかわれたことと、ガキくさいと言われたことも、面白くない理由であった。

「ガキじゃない。私は大人なのに……」

　独り言の不満を呟いたら、次のステップに足をかけた龍司が実乃里を見ずに言う。

「ガキだろ」

「龍司さんまでそんな――」

「三十五の俺からしたら、お前は子供だ。悪いが俺は忙しい。色恋事は他を当たってくれ」

「龍司さん、待っ……行っちゃった」

　龍司は事務所内に入り、玄関ドアを無情に閉められてしまった。

　今回もうまくいかなかったと残念に思いつつ、実乃里は心の中で文句を言う。

（恋愛対象外ってひどい。年齢差は頑張ったってどうにもならないのに）

　龍司としては忙しいから恋愛している暇がないと言いたかったのかもしれないが、実乃里は十二歳の年の差がネックになっているのだと捉えた。

　そして打開策はないかと思案し、見た目を大人っぽくすれば、女性として意識してもらえるのではないかという希望を見出す。

（メイクとファッションを変えてみよう。でも私は小柄だから、大人っぽい服が似合わない。メイクは下手くそだし、困ったな。誰かに教えてもらいたい……）

　ロイヤルに戻ってくると、時刻は十六時四十分である。

　店内には四人の客がいるだけで、まったりと落ち着いた雰囲気だ。

　マスターと洋子に、店を抜けさせてもらったことへの礼を言った実乃里は、エプロンをつける。

　すると「実乃里ちゃん」と奥のテーブル席のひとり客に呼ばれた。

　その客は近所でスナックを経営している三十八歳の女性で、知り合いには深雪ママと呼ばれている。

　これまでに実乃里はそのスナックに、何度かオードブルを配達したことがあった。

　深雪ママがロイヤルに来店することは少ないが、たまにこうして出勤前にコーヒーを飲みに来る。

「いらしてたんですね。追加のご注文ですか？」

　テーブル横で伝票を構えた実乃里に、深雪ママは「違うわよ」と否定する。

「うふっ」と意味ありげな笑い方をされ、実乃里は目を瞬かせた。

「マスターに聞いたわ。龍司さんに猛アタックしてるんですってね。今も会いに行ってきたんでしょう？　それで、どうだったの？」

　チラリとカウンターを見れば、マスターが実乃里に向けて申し訳なさそうに両手を合わせている。

　実乃里のいないところで勝手に話してしまったことを謝っているのだろう。

　それに対して実乃里は腹を立てることはなく、首を振ってマスターを快く許した。

　実乃里が龍司を好きなことは常連客の中では知れ渡っている話であり、実乃里自身も隠そうとは思っていない。

　しかしながら照れくささは感じるので、実乃里の頬は赤く染まった。

「そうなんです。今、頑張っている最中で……」

　そう打ち明けた彼女は、「またふられてしまいました」と苦笑した。

　深雪ママがしなやかな手つきでコーヒーをひと口飲み、実乃里をフォローする。

「落ち込まなくていいわよ。龍司さんは硬派だから、簡単には落とせないわ。でもね、好きだと言われて嫌な気はしていないと思うのよ。男はみんな、本能的に女を求める生き物だから」

　さすがはスナック経営者といったところだろうか。深雪ママの励ましで、「そうですよね！」と、実乃里は今まで以上にやる気にさせられる。

　それと同時にコーヒーを飲む深雪ママに色気を感じ、大きく開いた胸元に視線を落とした。

（女から見ても色っぽいのだから、男性たちは興奮するよね。私に足りない女の色気が羨ましい……）

　深雪ママは紫色のタイトなワンピースに、落ち着いた銀色のショールを羽織り、耳や首、指に宝石を輝かせて、セクシーでゴージャスだ。明るい茶色の背中まである髪はゆったりと波打ち、メイクも華やかで真っ赤な口紅がよく似合っている。

　今日は洋装だが、普段は着物を着ていることの方が多く、黒髪を結い上げていたように思う。ということは、今はウイッグを被っているのかもしれない。

（深雪ママなら龍司さんの隣にいても、見た目に釣り合いが取れそう……）

　そう思った実乃里は大きく頷き、思い切って頼み込んだ。

「深雪ママ、私にメイクとファッションを指導してください。大人っぽくなりたいんです」

「あら、急にどうしたの？　実乃里ちゃんは今のままで充分に可愛いわよ。派手なメイクをしたら実乃里ちゃんらしさがなくなってしまうんじゃないかしら」

「むしろ私らしさは消えた方がいいんです。実は……」

　実乃里は先ほど、組事務所前で龍司にガキだと言われたことを話した。大人の女性として意識されないことには、恋愛対象にさえしてもらえないということも。

「お願いします。私を色っぽい大人の女性に変身させてください」

「そうねぇ……」

　深雪ママは顎に人差し指を添えて考えてから、ある提案をしてくれる。

「うちでアルバイトしてみる？　先週、女の子がひとり辞めてしまって、ちょうど募集中なのよ。メイクも教えてあげられるし、接客していたら自然と色気が身につくわ。ロイヤルが終わってからでいいわよ」

　実乃里はロイヤルで、早朝から十九時まで働いている。

　休憩はモーニングが終わった後の二時間のみ。あとはほぼ立ちっぱなしだ。

　スナックのアルバイトを追加すると、過労死ラインの労働時間となってしまう。

　それでも実乃里はパッと顔を輝かせて、頭を下げた。

「ぜひお願いします」

　深雪ママは感心したようなため息をつき、羨ましげな目を実乃里に向ける。

「純粋で意欲的ね。私にも恋に夢中な時があったのよ。もう遠い昔の話になってしまったけれど。若いっていいわね」

　コーヒーを飲み終えた深雪ママは席を立つ。

　スナックでのアルバイトは早速今日からという約束を交わし、甘い香りを残してロイヤルを出ていった。




　それから一週間ほどが経ち、ロイヤルでの仕事を終えた実乃里はスナック深雪で働いている。

　店内は二十畳ほどの広さで、四席のカウンターテーブルと、六人掛けのボックス席がふたつ、それと十人ほどが座れそうな広いテーブル席がある。

　中央の壁際にはカラオケが設置されており、ダブルのウイスキー二杯で顔を赤くした中年サラリーマンが気持ちよさそうに歌っていた。

　実乃里の外見は、ロイヤルで働いている時とは別人のようである。

　着物をリメイクした藤色のワンピースは、光沢のある濃いピンク色のリボンでウエストを締め、裏地もリボンと同じ生地である。

　歩くとスリットから裏地がチラチラと見えるのがなまめかしい。

　黒髪は結わえずに下ろして、ヘアアイロンで縦巻きにしている。

　耳に金のイヤリングと、首にはパールのネックレス。

　それらは全て深雪ママに借りたもので、若い頃に着ていたというワンピースは胸元の切れ込みが深く、実乃里のやや控えめなバストサイズではうまく着こなせなかった。それでブラの中に三枚もパッドを詰めているのだが、事情を話さなければ豊満に思われることだろう。

　メイクも深雪ママに手取り足取り教えてもらい、アイラインに付け睫毛、アイシャドーにチークにリップグロスと、普段は使わない化粧品を塗りたくっているため華やかだ。

　童顔な実乃里でも濃いめに化粧をすれば、年相応の色気は出せるようである。

　他にも深雪ママには色々と教わった。

　左の耳に髪をかける際には右手で、右側にあるグラスや灰皿を取るのは左手で、というように、クロスの法則というものがあるらしい。

　そうすると動きに曲線が生まれ、女性らしい色っぽい仕草に見えるそうだ。

　話し方や目線、さりげないボディタッチなど、男性を気持ちよく酔わせて店に金を落とさせる技も教わった。もちろん、水割りの作り方も。

　なんとか合格点をもらった実乃里はバイト三日目から接客につき、今はボックス席で中年サラリーマンのふたり組を、もうひとりのホステスと一緒にもてなしている。

　右隣に座っている客の苦労話を聞いて同情の態度を示し、職場で戦う男性は素敵だと褒めれば、客は素直に喜んでくれた。

「いい子が入ったなぁ。若くてピチピチして肌が水を弾きそうだ。おじさん調子に乗っちゃおうかな。大きなおっぱい、触っていい？」

「絶対に嫌……じゃなくて、もう～お触りしたら深雪ママに言いつけて追い出しますよ。ウフフ」

（どうして男性は、お酒が入るといやらしいことを言ってくるんだろう。昨日はロイヤルの常連さんも来てたけど、喫茶店では普通なのに、ここだとベタベタしてきたし……）

　スケベな客、会社でのストレスを発散するが如くホステスに説教する客、陽気に楽しんでいるのはいいが同じ自慢話を延々と繰り返す客など、ロイヤルとは違って酔客の相手はなかなか大変である。

　深雪ママをはじめ、他の四人のホステスのお姉さんたちは慣れた様子で客あしらいが上手だが、実乃里は慌てたり苛立ったりと、真正面から客に向き合ってしまう。

　それにストレスを感じていた。

（ホステスという職業は、私に向かないみたい。でも龍司さんに子供扱いされたくないから、もう少し頑張って女磨きしないと……）

　寄せて上げた胸に、酔っ払いの手が伸びてきて、バチンと音がなるほど思い切り叩き落としてしまった実乃里は、「あら、ごめんなさい。ウフッ」と笑ってごまかした。

　すると、「実乃里ちゃん、こっち来て」と深雪ママに呼ばれた。

　今日も色気がムンムンと溢れ出ている深雪ママは着物姿で、カウンターの裏にいる。

　実乃里が持ってきたロイヤルのピザを芋焼酎で楽しんでいる常連客の接客をしているようだ。

　視線が合った実乃里は首をすくめる。

　客の手を叩き落とした行為を、叱られると思ったからだ。

「ちょっと失礼します」と席を立ち、眉を下げてカウンター裏へ。

「すみませんでした」と先手を打って謝れば、深雪ママに首を傾げられる。

　どうやら注意するために実乃里を呼び寄せたわけではないようで、深雪ママの手にはスマホが握られていた。

「待ってるわね」

　そう言って電話を終えた深雪ママは、楽しい企み事をしているような笑みを浮かべる。

「実乃里ちゃんに嬉しいお知らせよ。これから龍司さんが来店するわ」

「えっ!?　今の電話、龍司さんですか？」

「違うわよ。添そえ島じま……猿亘組の私の旦那と話していたの。龍司さん、うちの店には滅めっ多たに来ないけど、機会があれば連れてきてと頼んでおいたのよ」

　龍司の来店もそうだが、深雪ママの夫の話も初耳で、実乃里は目を丸くした。

　独身だと勝手に思い込んでいたが、よく見れば深雪ママの左手の薬指にはマリッジリングがはめられている。他の指にいつも煌きらびやかな宝石をつけているので、控えめなマリッジリングに気づかなかったのだ。

　加えて、伴はん侶りょが猿亘組の構成員であるとは、驚かないわけにいかない。

　けれども納得もしている。

　妻や恋人に水商売の店を経営させて、その売上は暴力団に入るという話を、どこかで聞いたことがある。このスナックはどうやら、そういう店らしい。

　極道と深い関わりのある店で働くことは、以前の実乃里なら嫌ったであろう。

　けれども龍司との恋を実らせようと努力している今は幸運に思い、深雪ママの話に喜んだ。

「龍司さんの接客、私にさせてください」

　深雪ママの手を取り、目を輝かせてお願いすれば、「もちろんよ」と快く許可してもらえる。

「実乃里ちゃんが働いていること、龍司さんにはまだ伏せておくように旦那に言っておいたわ。きっと驚くわよ。いい女になったところを、見てもらわないとね」

「はい！」




　それから四十分ほどが経ち、時刻は二十二時十分となる。

　店内の客は十五人となかなかに盛況だが、ボックス席のひとつはリザーブの札を置いている。もちろん龍司のための予約席だ。

（まだかな……）

　満席のカウンターで常連客の相手を深雪ママとふたりでこなしつつ、実乃里はそわそわと落ち着かない。

　深雪ママも気にしているようで、「遅いわね」と呟いたら、ドアが開けられた。

「来たわよ、隠れて」

　楽しげな声の指示に、実乃里は急いでカウンター裏にしゃがみ込む。

　緊張と嬉しさで鼓動が速まり、手が汗ばんでいた。

「いらっしゃい、龍司さん。お久しぶりね。あなた、ボックス席を取っておいたわ。龍司さんをご案内して」

「深雪、俺も客として来てるんだ。若頭にだけじゃなく、俺にもサービスしてくれよ」

「水割りを一杯だけご馳走してあげるわ。手の早いあなたに、女の子はつけないわよ」

　夫婦の会話にカウンター席の客が笑う。

　どうやら常連客は皆、ここが猿亘組に関係の深い店であると知っているらしい。

　組員もたまに客として訪れるのだろう。若頭の来店に、恐れをなして席を立とうとする客はひとりもいなかった。

　深雪ママは実乃里の頭をチョンチョンとつつき、立ってもいいと合図する。

　ボックス席の方に背を向けて立ち上がった実乃里は、肩越しにそっと振り返る。

　龍司は黒いワイシャツに同色のジャケットを羽織った姿で、添島という男とＬ字形のボックスシートに腰掛けたところだ。

　彼は実乃里に気づいておらず、いつも通りのクールな表情の中に、無理やり誘われ仕方なく来たといった雰囲気を滲ませていた。

　添島の方は妻から企み事を聞かされているため、カウンターの実乃里を見てニヤリとしている。

　その顔に実乃里は、見覚えがあった。先週、実乃里が差し入れを手に組事務所を訪ねた時に、組長の屋敷前にいた男たちの中のひとりだ。

　年齢は四十代後半くらいだろうか。大柄で中肉、スキンヘッドに眉なしという、いかにも極道といった強面の風貌である。

　どうやら深雪ママの男性の好みは、実乃里とは全く違うようだ。

「さあ、頑張って」と深雪ママはエールをくれて、温かいおしぼりふたつを実乃里に渡す。

　頷いた実乃里は、カウンターを出てボックス席へ向かう。

　ハイヒールのパンプスは、店内を移動する分には慣れたと思っていたのに、緊張からか、ぎこちない歩き方になってしまった。

　ボックス席に入り、上擦った声で「いらっしゃいませ」とおしぼりを差し出すと、龍司の視線が実乃里を捉えた。

　けれども彼は驚くことなく、おしぼりを受け取って適当に手を拭いただけである。

　どうやら、実乃里だと気づいていないようだ。

　それほどまでに外見的変化を得られたということだが、別人だと思われては意味がない。

　ニヤついている添島にもおしぼりを渡した実乃里は、「失礼します」とふたりの間に座った。

　接客にはもうひとり、龍司の右隣にベテランホステスがついており、龍司と添島のウイスキーの水割りを作っている。

　龍司は肩を押さえて首を回し、疲れている様子だ。

　彼は左隣を少しも見ないので、痺れを切らした実乃里は、「龍司さん、あの」と声をかけた。

　興味の薄そうな視線が実乃里に流されると……龍司は一瞬顔をしかめた後に、その目を大きく見開いた。

　自分についたホステスが誰であるかに、やっと気づいたようだ。

「お前か。なにをやってる？」

　驚いたように問いかけた彼に、実乃里より先に添島が笑いながら暴露した。

「若頭、すみませんね。深雪が協力しろって言うもんだから、ちょいとはめさせてもらいました。この子、若頭のためにお色気修業中らしいですよ。なかなか美人に見えますけど、どうです？」

「なるほどな……」

　実乃里がスナックで働き始めた理由を理解した龍司は、呆れたようなため息をつく。

　その視線は、彼女の髪や顔、胸元からさらに下へと観察するように流された。

　まるで合否の結果を待つ受験生のように、鼓動を速めつつ、実乃里は龍司の評価を待つ。

（子供っぽさは消せたと思うけど、龍司さんの目にはどう映るのか……）

　龍司が首を縦に二回振った。

「見事な変身ぶりだ」と認めてくれて、実乃里は思わず両手を握りしめ、「ヤッタ！」と子供っぽい喜び方をしてしまう。

　その後には慌てて「ウフフ」と笑顔を作り、テーブル上の水割りのグラスをなまめかしい手つきで龍司に差し出した。

（せっかく褒めてくれたのに、ボロを出してはいけない。教わった技で、色っぽいと思わせないと……）

　お尻の位置を少しずらして彼の方に体を向けた実乃里は、寄せて上げた胸の谷間をさりげなく見せつける。

　上目遣いで精一杯の色気のある笑みを浮かべ、誘うように声をかけた。

「ロイヤルの私は忘れてくださいね。今夜は楽しい時間を過ごしましょう」

　すると龍司が、片手で口元を覆って吹き出した。こらえきれない、というような笑い方である。

（龍司さんが、笑ってる……）

　思えば彼が声を出して笑っているところを見るのは、これが初めてである。

　笑顔を見られるのは嫌なのか、顔を逸らして肩を揺すっている龍司に、実乃里は目を瞬かせた。

（これはきっと、喜んではいけない笑い方よね……？）

　笑顔にさせたのではなく、笑われたのだと理解して作戦の失敗を悟る。

　努力しても無駄であったかと肩を落としたが、その直後に鼓動が跳ね上がった。

　龍司が実乃里の肩を抱き寄せたのだ。

　笑いを収めた彼は片手を実乃里の頬に添え、キスを企んでいるかのように、ゆっくりと顔を近づけてくる。

　その口の端はつり上がり、クールな目は楽しげに弧を描く。

　絡み合う視線から、実乃里は逃げられない。

　他の客が肩に腕を回してきたら、不快感で叩き落とすか、立ち上がって回避するけれど、龍司は別だ。

　期待と喜びで顔も胸も熱くなり、添島や他の客らの冷やかしとホステスたちの黄色い声、大音量のカラオケも実乃里の耳には入らなかった。

　わずか十センチの距離で見つめてくる龍司は、ニヤリとして不遜な謝り方をする。

「そういう格好をしていると、女だな。この前はガキ扱いして悪かった」

　面白がっているからなのか、いつものような淡白な口調ではなく、その声には艶があった。

「香水をつけているのか？　甘い香りがするな。ホステスらしい化粧と露出の多い服。女ってのは怖いな。誰だかわからないほど色っぽい」

　顔を寄せて囁かれ、実乃里は泣きそうになるほど胸が震える。

（頑張ってよかった。これでやっと女性として意識してもらえる……）

　そう思ったのだが、急に龍司が体を離した。

　テーブルからおしぼりを取った彼は、それで思いきり実乃里の顔を拭く。

「わっ！」と驚いた実乃里が抵抗しても力で敵うはずはなく、二十五分もかけたメイクはすっかり落とされてしまった。

　ほぼ素顔に戻された実乃里は、なぜそんなことをされたのかわからず、戸惑いの中で龍司と視線を合わせる。

　彼は笑っていなかった。不機嫌そうでもなく、たとえるなら優しい兄のような目に実乃里を映し、諭すように言う。

「お前にこの店は合わない。昼間の仕事だけにしろ。派手な化粧とドレスより、素顔にエプロンでいてくれ。酒と香水より、コーヒーと卵サンドの方がお前には似合っている」

（それは、そうかもしれないけど……）

　実乃里は困ったように眉を下げた。

　それだと、いつまでも子供扱いされ、龍司に好いてもらえないと思うからだ。

　頷かない実乃里の頭を、大きな手で荒っぽく撫でた龍司は、小さく息をついてボソリと付け足す。

「俺は、卵サンドが似合う女の方が好みだぞ」

「それって……このまま変わらなくても、いつかは好きになってもらえるということですね！」

「立ち直るのが早すぎるだろ」

　周囲から笑いが起こり、龍司は居心地が悪そうに顔をしかめる。水割りを手に取ると一気に半分ほどを喉に流し込み、席を立った。

　腕を掴んで実乃里も立たせると、「おい」と深雪ママを呼び寄せる。

「龍司さん、実乃里ちゃんをお持ち帰りかしら？」と問いかけた深雪ママに、龍司は真顔で「そんなところだ」と答えた。

「えっ!?」と声をあげた実乃里だが、残念ながら恋が実ったわけではないようだ。

「悪いが、こいつを辞めさせてやってくれ。労働時間超過に加え、無理しているのがわかるよな？　この店では役にも立たないだろ」

「あら、そんなことないわ。実乃里ちゃんがいると雰囲気が明るく健全になるのよ。でも龍司さんがそう言うのなら、仕方ないわね。実乃里ちゃんが心配なのでしょう？」

　チッと舌打ちした龍司に、深雪ママはクスクスと笑っている。

（私を辞めさせようとしたのは、心配だからって、本当に……？）

　チークを落とされたというのに、実乃里の頬が赤く染まっている。

　龍司の心に少しだけ入り込めた気がしているのだが、そこに恋愛に繋がるものがあるのかと考えれば、ない気もする。

　喜んでいいのかどうかわからず、首を傾げて考え込めば、龍司に背中をトンと押された。

「着替えてこい。実乃里の家までタクシーで送ってやる」

「は、はい……え？」

　龍司の顔を仰ぎ見たのは、初めて名前で呼ばれたからである。

　突然のことなので聞き間違いではないかと目を瞬かせれば、彼の眉間に皺が寄って、「実乃里、早くしろ」と急かされた。

「はい！」

　スキップを踏みたい気分で実乃里はフロアを駆けだし、更衣室へ向かう。

　名前で呼ばれるほど距離が縮まった気がして、スナックでアルバイトをしたことは無駄ではなかったと、喜んでいた。










雨の夜、シーツに爪を立てる




　十一月も半ばになると、風の冷たさにコートの襟を立てたくなる。

　実乃里がスナックのバイトを辞めてから、半月ほどが経つ。

　龍司が、卵サンドの似合う女の方が好みだと言ってくれたお陰で、実乃里は無理することなくロイヤルの仕事だけを続けている。

　龍司との関係はなんら進展することなく、告白してはふられることが、もはや挨拶のようになっていた。

　それでも実乃里は諦めず、今日もこうして卵サンドやピザなどを差し入れに、組事務所に向かっている。

　龍司は連絡先を教えてくれないので、会えるかどうかは行ってみなければわからない。

　時刻は十五時四十五分。西の空が早くも茜色を帯びていた。

　事務所の玄関前に着いた実乃里は、胸を高鳴らせて呼び鈴を鳴らす。

　するとインターホンから「おう、そろそろ来るんじゃねーかと思って待ってたぞ」と一尾の声がして、その後にドアが開けられた。

「こんにちは。龍司さんいますか？」

　期待して問いかけた実乃里に、一尾は長袖Ｔシャツ姿の肥えた腹を揺すって笑う。

「残念だったな。今日もまだ帰ってねーよ」

「そうですか……」

　がっかりと肩を落とし、そんな日もあると思い込もうとした実乃里だが、もう八日も顔を見ていないので会いたさが募っていた。

　もとから忙しそうではあったが、最近は多忙を極めているらしく、モーニングにもランチにも現れないし、差し入れを手に押しかけても不在と言われる日々が続いていた。

（刑事と若頭、どっちの仕事が忙しいんだろう……）

　決して口にできない疑問を心の中で呟いた実乃里は、一尾に会釈した。

「お手数かけました。龍司さんがいないのなら、出直すということで――」

　そう言いながら背を向ければ、肩を掴まれ引き止められる。

「おいおい、姉ちゃん。俺とお前の仲なのに、つれないんじゃないか？」

「ええと、どのような仲でしたっけ？」

「差し入れる側と、それを食う側の仲だ。いつも悪いな。今日は茶ぐらい出してやるから、上がっていけよ。若頭ももうすぐ帰るだろうしな」

　実乃里が差し入れを渡さずに帰ろうとしたから、一尾は事務所に上がれと言ったのだろう。

　龍司の帰りが、もうすぐなのかどうかは怪しいところだが、会いたくてたまらない実乃里としては断らずに玄関に足を踏み入れた。

（仕事中に抜けさせてもらったから、長居はできないけど、少しだけ……）

　連れていかれたのは、前にも入ったことのあるリビングのような部屋だ。

　一尾たちいつもの下っ端三人組以外に、怖い極道がいることを心配しつつ、実乃里は「お邪魔します」と入室する。

「ロイヤルの姉ちゃん、今日も差し入れ？」

「ちょうど小腹が減ってたんだ。サンキュー」

　二山と三村が手にしていたゲーム機をソファに投げ置き、立ち上がる。

　室内には彼らしかいないようで、実乃里はホッと気を緩めた。

　卵サンドと新作のハンバーガーひとつを入れたペーパーボックスは、龍司のためのもの。これは取られてはならないと、ソファに腰掛けた実乃里の膝の上にある。

　ピザとエビフライ、チキンナゲットなどの箱はローテーブルの上で、一尾が早速蓋を開けていた。

「三村、人数分の茶を出して」と一尾が命じ、冷蔵庫からペットボトルの緑茶や缶コーヒーが十本も出されて、テーブルに並べられた。

（お茶を出すって、ペットボトルなんだ。うん、まぁ、美味しくないお茶を急須で淹れられるより、安心でいいかも）

　実乃里は緑茶のペットボトルを手に取り、「いただきます」とひと口飲んで蓋を閉め、テーブルに置いた。

　美味しそうに先を争ってピザを頬張る一尾たちを眺めている以外、やることがない。

　壁掛け時計は十六時五分を指し、店を出てから十五分ほどが過ぎていた。

（龍司さん、帰ってこなかった。残念だけど、もう戻らないと……）

　ふたり掛けソファの左側に腰掛けている実乃里は、「二山さん」と声をかけた。

　卵サンドが入ったペーパーボックスを、龍司に渡してほしいと頼もうとしたら、その前にリビングのドアが開いた音がした。

　龍司かと思った実乃里は、期待に胸を弾ませて振り向く。

　けれども、入ってきたのは別の極道。白いスーツに紫色のワイシャツを着た、本部長の斑目であった。

　一尾たちはまだ愛あい嬌きょうを感じるが、斑目には禍まが々まがしい雰囲気があり、本物の悪人だと実乃里は感じ取る。

　実乃里を見た斑目は眉を上げ、「ロイヤルの小娘か」と鼻を鳴らす。

　それからローテーブルを回り込んで、ひとり掛けのソファに踏ん反り返った。

　実乃里は視線を合わせずに会釈し、一尾たちは一旦食べる手を止め、緊張している様子だ。

「本部長、お疲れ様です。コーヒー淹れますか？」

「おう、濃いめのやつな。龍司がいねぇな。あいつ、どこ行った？」

「品しな川がわのオフィスだと思いますけど……まだ帰ってません」

「またか。毎日顔出したって、そんなにやることもねぇだろ。あいつ、裏でなにかやってんな。ここのところ、動き方が妙だ」

　一尾たちは返事に困っている様子で、顔を見合わせている。

　帰ると言いだせなくなった実乃里は、斑目をチラチラと見ながら、ソファにじっとしている。

（龍司さんは、刑事の仕事で忙しいんだ。疑われてるよ。潜入捜査官だと気づかれたら、どうしよう……）

「龍司の奴、やべぇことやってんだろ」と凄みのある声で問われた一尾は、恐れを顔に出して上擦った声で答える。

「じ、自分にはわかりません」

（怖い、帰りたい……）

　実乃里はソファからそっと腰を浮かす。

　すると、斑目の視線がジロリと向けられ、実乃里は肩を揺らした。

　立ち上がった斑目は、実乃里の右隣に座り直し、彼女の右肩に腕をのせてきた。

　それによって立ち上がることを封じられた実乃里は、ゴクリと唾を飲み、冷や汗を流す。

（私になんの用が？　話しかけられると困るんですけど……）

「あ、あの、私もう帰ります」

　隣を見ずに震える声で退室を願い出た実乃里だが、斑目は「そう急くな。少し話そうじゃないか」と低く笑った。

「あんた、ロイヤルではいつから働いてるんだ？」

「三カ月くらい前です……」

「あの店でずっと働くつもりか？」

「いえ、そろそろ辞めなければと思ってまして……」

　なぜか興味を持たれてしまった実乃里は、尋問されている気分で斑目の質問に答えていく。

　いずれ自分のカフェを開きたいと思っており、ロイヤルで働いているのは、そのための修業であるということも話した。

「へぇ、大した夢を持っているじゃないか。それで、開店資金はどれくらい貯まったんだ？」

　コーヒーメーカーで淹れたブラックコーヒーを飲む斑目は、なかなか会話を終わらせてくれない。実乃里の右肩には、まだ斑目の腕がのせられている。

　彼女の背中はじっとりと汗ばみ、逃げだしたいと思いながらも「目標の六割くらいです」と正直に答えた。

　出店場所によって金額は変わるだろうけれど、物件を借りる際にはまとまった資金が必要である。その他に内装工事代、厨房機器や家具などの設備費、軌道に乗るまでは売上はないものと考えて、三カ月分ほどの運転資金も準備しておきたい。

　銀行から融資を受けることも考えのうちではあるが、できれば五百万、最低でも三百万は貯めようと思っており、夢の着手に取りかかるまでには、あと三年はかかるだろう。

（貯金額がわかりそうな返事をしたのはまずかったか。相手は悪人。お金を脅し取られたりして……）

　それを危惧して実乃里が青ざめたら、斑目が真逆の提案をしてきた。

「俺が開店資金を出してやるよ。一千万あればいいか？」

「えっ!?」

　アルバイトとふたりでの営業ができる程度の小さな店を考えているので、準備金は一千万もいらないだろう。

　いや、それよりも、斑目に出資してもらうなど、裏がありそうで怖いことだ。

　売上のほとんどを持っていかれるか、それとも後になってから、あれは貸しだったと言われ、借金地獄に落とされるかもしれない。

「あの、せっかくのお申し出ですが、自分の力のみでオープンさせたいので……」

　実乃里が怖々と断れば、右肩にのせられている斑目の腕に力が加わった。

　ずっしりとした重みで実乃里の体が右に傾き、慌てて肘掛けを掴んで持ちこたえる。

「俺が金を出してやったら、得して損を取る結果になると思ったのか？　そんな悪党みたいな真似はしねぇよ」

　斑目は実乃里が心の中で危ぶんだことを、低く笑って否定した。

　その代わりに、「取引だ」と生温かい息を吹きかけてくる。

「龍司を探ってくれねぇか。あんたなら、あいつも警戒しねぇだろ」

　斑目は龍司が猿亘組にとって……いや、自分にとって不都合な企てをしていると危ぶんでいるのかもしれない。

　五年も素性を隠して極道を続けてきた龍司なのだから、斑目が調べてもはっきりとした怪しい証拠は得られなかったのだろう。それで実乃里を使おうというのだ。

　人畜無害そうな小娘なら、龍司は油断してボロを出すかもしれないと考えているようだ。

　そんな取引には応じられない実乃里だが、右横から巨大で邪悪なプレッシャーを感じて、すぐに断ることができない。

　ゴクリと喉を鳴らした実乃里は、震える声で問う。

「もし、私がお断りしたら、どうなるのでしょう……？」

「なぁに、大したことにはならねぇよ。勤め先が、どぎついピンクのネオンが輝く夜の街に変わるだけだ。ガキくさい女でも需要があるから安心しろ」

（安心どころか、恐怖しかないんですけど……）

　助けを求めて一尾たちを見れば、テーブルの周囲に立ったまま、目を逸らされてしまった。三人とも、斑目に意見する勇気はないようだ。

　取引には応じられないが、風俗店にも売られたくないと実乃里は恐怖し、返事ができずに固まるのみ。

　その時、コンコンとノックの音が響いた。

　ハッとして首を捻って後ろを見れば、龍司が開け放してあったドアに背を預けて、斑目を睨んでいる。

　いつからそこにいたのか、実乃里は少しも気配に気づけなかったが、斑目が持ちかけた取引内容について聞いていたような雰囲気であった。

　実乃里の肩からやっと斑目の腕が外された。

　龍司に聞かれていても、斑目は余裕の態度で煙草を取り出し、口にくわえる。

　その煙草に三村が急いで火をつけ、嫌な臭いのする紫煙が、侵食するように辺りに広がった。

「冗談を真に受けるなよ」

　薄く笑った斑目が、実乃里に言った。

　続けて前を向いたまま、「それでお前は、どこになにしに行ってたんだ？」と龍司に問いかける。

「報告する義務はない」

「俺はお前より前から組にいる。兄貴みたいなもんだろ」

「ろくでもない兄はいらない。俺が慕うのは組長と八田部さんだけだ」

「八田部が捕まったのは、誰かが垂れ込んだせいだよな。裏切り者は誰だ？　教えてくれよ、若頭よ。八田部が消えて得するのは、誰なんだろうなぁ」

　八田部は前の若頭で、今現在は刑に服していると、刑事の杉谷が以前話していた。自分が若頭に出世したいがために、龍司が八田部を警察に売ったと斑目は思っているようだ。

　八田部を逮捕したのは杉谷で、そのために必要な証拠を集めたのは龍司。それは間違いないだろう。

　けれども龍司は、若頭になりたいがために、そうしたわけではない。潜入捜査官なのだから。

　斑目の推測は当たらずも遠からず、といったところだろうか。

　潜入捜査官だとは少しも気づかれていないようで、実乃里は顔に出さないよう、心の中でホッと息をついた。

　けれども隣には斑目がいるので、緊張を解くことはできずにいる。

　龍司がドアから背を離し、ポケットに片手を入れ、ゆっくりとした足取りでソファに近づいてくる。

「疑うのなら、勝手に調べろ。ただし素人を使うのは、なしだ」

　龍司は声を荒らげない。

　それでも斑目を黙らせることができるのは、若頭の地位と、強者のオーラを併せ持っているからなのだろう。

　ソファの横に来た龍司は、実乃里の腕を引っ張って立たせ、自分の方へ引き寄せた。

　斑目からやっと離れることができて、実乃里に笑顔が戻る。

　龍司は厳しい顔つきのままだが、実乃里の肩に腕を回すと、ドアへ誘う。

　そのまま無言で廊下を進み、玄関から外へ出され、肩から腕が外された。

「龍司さんに会えて嬉しいです」

　向かい合って立つ実乃里は、八日ぶりに顔を見ることができたと、頬を紅潮させる。

　真顔を向けられても、それが彼の常なので機嫌を推し量ることはできず、無邪気に喜んでいた。

「これ、卵サンドと――」

　抱えていたペーパーボックスを差し出そうとしたら、「もう来るな」と龍司に冷たい声で遮られた。

「え……？」

「ここは遊び場じゃない。一尾たちだけならいいと思ったんだろうが、あいつらも極道だ。裏では悪事に手を染めている。友達感覚でいると怪我じゃ済まないぞ」

「はい……」

　ペーパーボックスを持つ両手が、力なく下がっていく。

　心配から注意してくれたのだと思うより、拒絶された気がして傷つき、実乃里の胸には悲しみが広がった。

　斑目との取引の話が、龍司を怒らせたのだろうかと、実乃里は推察する。

（それとも、卵サンドの差し入れも迷惑なのかな。私、龍司さんに嫌われてる……？）

　動揺から瞳を揺らせば、ため息が上から降ってきた。

　大きな手が実乃里の頭を撫で、それからペーパーボックスを受け取った。

「重いな。卵サンドだけじゃないのか？」

「あ……新作ハンバーガーも入ってます。それも龍司さん用に、辛いものは抜いてありますので」

　そう言うと、厳しかった龍司の瞳が優しく細められる。

　まるでブラックコーヒーが急に甘くなったような柔らかい眼差しを向けられ、実乃里の鼓動が跳ねた。

「そうか、ありがとう」

　予想外のお礼までもらってしまい、頬が熱くなる。

（迷惑じゃないの……？）

　龍司はその場で蓋を開け、卵サンドを食べ始める。

　四つ入っているうちのひとつを三口で頬張り、ハンバーガーもひと口、実乃里の前で食べてみせた。

「うまい」

　それから不意打ちのように顔を寄せてきて、実乃里の耳元で囁くように言う。

「実乃里の作るものが俺の口に合う。あと十日ほどで仕事が一段落するから、ロイヤルにも行けるだろう。ここには来ずに、ロイヤルで待っていてくれ。必ず行く」

「は、はい！」

　実乃里の胸は震え、頬に涙が伝う。

　嫌われていなかったという安心感と、ロイヤルに行くという約束、それと実乃里の料理が口に合うと言ってくれた喜びが混ざり合った、温かい涙である。

「泣くな」とぶっきら棒な言い方で慰める龍司は、少しだけ困り顔である。

　実乃里の頭を片手で引き寄せると、黒いジャケットの胸に彼女の泣き顔を押し当てた。

　誰かが吸った煙草の臭いが微かにするジャケットは、衣類越しでも逞しい筋肉の弾力を伝えてきて、実乃里は胸を高鳴らせる。

「あいにく、ハンカチは持ってないんだ」

　言い訳のような呟きがボソリと耳元で聞こえ、実乃里は泣きながらもクスクスと笑う。

「持ってなくてよかったです。こっちの方が嬉しいですから」

「ったく、困った女だ。俺に惚れたって、なにもしてやれないぞ。早く諦めてくれ」

「それは無理です」

（かっこよくて、ちょっと危険で、強くて優しい。こんな素敵な人に、惚れずにいられる……？）

　日が暮れかけて、空は橙だいだいと紫の二色の層を成している。

　どさくさに紛れて龍司の体に腕を回して抱きつきながら、実乃里はひと時の幸せを味わっていた。




　十二月に入り、外は木枯らしが吹いて寒々しい景色となった。

　ロイヤルの店内に流れるのは相変わらず昭和の歌謡曲であるが、入口横に実乃里の背丈ほどのクリスマスツリーが飾られた。

　新メニューとして、なんとなくクリスマスらしさのあるものも登場している。

　グリルチキンとベイクドポテトのセットに、ミートパイ、星形のクッキーをのせたチョコレートケーキなどだ。

　十九時の閉店時間となり、最後の客が帰っていくと、実乃里はガラス扉にクローズの札をかけた。

「お疲れ様です。マスターと洋子さんは、レジを閉めたら帰っていいですよ。あとの掃除は私がやりますので」

　今日は土曜日である。

　近所の常連客に支えられているロイヤルは、平日も土曜も、客層、客入りはあまり変わらない。

　定休日は日曜で、土曜の夜のマスター夫妻はワインを飲みながら遅くまでテレビを見て、翌日は昼近くまでゆっくり寝ているらしい。

　七十近い年齢のため、連日勤務の六日目ともなれば、かなりくたびれるようである。

　それで実乃里は、ひとりで掃除を引き受け、マスターと洋子を早く帰らせようと思ったのだ。

（若い私だって疲れるんだから、マスターたちはしんどくて当たり前。龍司さんのことだけじゃなく、それも辞めると言いだしにくい理由かも。夢の実現のためには、早く次の店に移るべきだと思うんだけど……）

「実乃里ちゃん、よろしくね」

　マスター夫妻は実乃里の言葉に甘え、後片付けを任せて帰っていく。

　自宅は徒歩圏内にあるマンションだと以前聞いたが、具体的な場所まで、実乃里は知らない。訪ねる用事もないだろうし、聞こうとも思わなかった。

　ひとりきりになった店内で、実乃里は有線放送のチャンネルを切り替える。

　クリスマスソングが流れてきたので、それを聴きながら、客席とカウンターとトイレの掃除をし、少しだけ残っていた洗い物をする。

　全て終えると時刻は二十時で、実乃里のお腹が鳴った。

　時間がある時には適当につまみながら働いているが、今日はスナック深雪と他に二軒からピザの配達の注文があり、忙しくしていたため午後は飲み物以外口にしていない。

（お腹空いた。なにか作って食べよう……）

　材料費を払えば、なんでも自由に作っていいと言われている。

　調理場の冷蔵庫を開けて物色し、ベーコンとチーズ、牛乳やレタスなどを取り出した。

　冷凍庫にあったロールパンはトースターで温め、調理したベーコンとチーズ、レタスを挟む。

　それと同時進行で作ったのは、クラムチャウダー。

　トレーにのせて一番テーブルに運び、クリスマスツリーを見ながら、ひとりで夕食をとる。

（あれ、シンプルで間違いようのない料理なのに、なぜか美味しくない……）

　実乃里が首を傾げたのは、ロールパンのサンドイッチである。

　原因はなんだろうと考えながら、もうひと口食べ、パンだと気づいた。

　一度冷凍したものだからかもしれないが、それにしてもふんわり感がなく、中がパサついている。バターの風味も、もう少し効かせた方が美味しい気がした。

　ロールパンは洋子が作ったもので、焼き立ては美味しい。でも、いつでも焼き立てを提供できるわけではないので、作り方を検討した方がいいだろう。

（パサつきはきっと、発酵時間が長すぎたせいじゃないかな。そこを調整して、バターの量を増やしてみたい……）

　思い立ったら、作らずにはいられない。

　調理場に戻った実乃里は、早速ロールパン作りに取りかかる。

　材料を計量し、混ぜてこねて丸めてから、濡れ布巾をかけて一次発酵させる。

　その時間は三十分ほど必要で、ただぼんやり待っているのも暇だからと、別のパンも作り始めた。

　計量しては混ぜてこねて発酵させて、成形してからオーブンで焼いている間に、また違うパンを一から作り……。

　夢中になってパン作りを楽しんでいるうちに、気づけば数時間が経過していた。

　カウンターテーブルには焼き立てのパンが十個ずつ、五種類も並び、ひとつずつ食べたらお腹がはち切れそうである。

（この大量のパン、どうしよう。明日は定休日なのに作りすぎだ。冷凍庫に入りきらない分は、持って帰るしかないか……）

　後悔したのはパンに関してだけではなく、時間もである。

　鳩時計が深夜一時を指しており、終電を逃してしまったことを知った。

（タクシーじゃないと帰れない。節約してるのに……）

　実乃里の自宅は、店の最寄りの駅から電車でふた駅先の安アパートである。

　仕方なくタクシーを呼び、待っている間に急いで片付けと消灯、戸締まりをし、到着したタクシーに乗り込んだ。

　走りだした車内で中年の男性運転手が、「遅くまでお仕事、大変ですね。お疲れ様です」と労ってくれる。

「ありがとうございます。運転手さんも深夜勤務ご苦労様です。朝までですか？」

「そうですよ。私は平気です。この仕事を二十年続けているので、体が慣れていますから」

　話し上手で愛想のいい運転手は、ロイヤルのメニューなどを聞いてきて、今度食べに寄ると言ってくれた。

　滅多にタクシーを使わない実乃里であるが、無口でいられるより話しかけてくれる方が好きなので、運転手との会話を楽しんでいる。

「そうだ私、パンを焼いていたんですけど、召し上がりませんか？　焼き立てです」

「いいんですか？　いやー、嬉しいな。それじゃ、ひとついただきます」

　大きな紙袋に入れて持ち帰ったパンは、三十個ほど。

　ビニール袋に個包装にしたので、その中からそのまま食べても美味しいシナモンロールと胡桃くるみパン、メロンパンを差し出した。

「こんなにいいんですか？」

　運転手は驚き喜んでくれて、実乃里も嬉しくなる。

「作りすぎて困ってたんです。できれば二十個ほどもらってほしいです」

「食いしん坊な私でも、そんなには食べられないなぁ」

　和気あいあいと話しているうちに、十分ほどで自宅のあるアパート前に到着した。

　込み入った庶民の住宅地は、人通りがなく、とても静かである。

　タクシーのアイドリング音で、壁の薄いアパートの住人たちの眠りを妨げてはいけないと思った実乃里は、ハンドバッグから急いで財布を取り出した。

　ところが、財布の小銭を入れる部分がなぜか閉じられておらず、バッグから出した拍子に小銭をばら撒いてしまった。

「ああっ、ごめんなさい！」

　焦りに加え、早朝から深夜までの労働の疲労から、実乃里の注意力は自分が思うより低下していた。

　ハンドバッグや紙袋にも腕を引っ掛けて後部シートの下に落としてしまう。

　紙袋からはパンが数個飛び出し、一層慌てた。

「お客さん、落ち着いて」と運転手に笑われて、実乃里の羞しゅう恥ち心がさらに煽あおられる。

　小銭を拾い集め、飛び出したパンも拾って紙袋に入れ直し、タクシー代を現金で払う。それから財布をコートのポケットに突っ込むと、紙袋を掴んで逃げるようにタクシーを降りた。

「すみません、ありがとうございました」

（そういえば前に、一尾さんにドジっ娘と言われたことがあった。そんなキャラじゃないと思ったけど、慌てるとミスを重ねてしまうみたい。気をつけないと……）

　アパートは、築三十年ほどで外階段のある二階建てだ。中の間取りは１Ｋで、浴室に小さな洗面台とトイレがついている、使い勝手の悪い部屋である。

　もっと広くて綺麗なところに住みたくても、夢のために貯金しなければならないので、我慢するしかない。

　暗がりの中、足音に気をつけて鉄階段を上り、自宅のドア前へ。

　鍵を出そうとして、実乃里はやっと気づいた。

　ハンドバッグを車内に置き忘れてしまったことを。

　おそらくシートの下に落ちたままになっているはずだ。

　慌てて道路の方に振り向いたが、すでにタクシーは走りだしており、テイルライトの明かりは道を曲がって消えてしまった。

「ど、どうしよう。そうだ、タクシー会社に電話を……ああっ、スマホもバッグの中だ。部屋の鍵も……」

　持っていた紙袋が、手から滑り落ちた。

　忘れるならパンにしろと、自分を叱りたくなる。

　タクシー会社への連絡手段を考えた実乃里は、アパートを出て、人気のない夜道を三分ほど歩く。そこにはコンビニエンスストアがあり、店の前に公衆電話もあることを知っているからだ。

（公衆電話を使うのって、いつぶりだろう……）

　まだスマホを持たせてもらえなかった中学生の頃に、駅の公衆電話を使った記憶がある。

　その時以来ではないかと思いつつ、公衆電話の存在に感謝して、電話帳で調べたタクシー会社に電話をかけた。

　対応してくれた女性に事情を話せば、すぐに乗車したタクシーを調べ出して、無線で運転手に連絡を取ってくれた。

　けれどもその後に、《お客様、大変申し訳ありませんが……》と言われてしまう。

　実乃里を降車させた後にあのタクシーは、近くの繁華街で別の客を乗せたそうだ。

　その客の行き先はなんと、宇う都つの宮みや。

　片道三時間弱もかかる長距離の旅に出てしまったという。

　忘れ物がタクシー会社に届くのは、早くても朝の八時頃だろうと言われてしまい、実乃里は愕がく然ぜんとした。

（宇都宮までタクシーを使うなんて、どこの富豪よ……）

　文句を言ったところでどうにもならないので、明日の午前中にタクシー会社に忘れ物を取りに行くと伝えて、実乃里は受話器を置いた。

　ため息をつき、トボトボと歩きだす。

（ついてない。今日の夕方までは、いい日だと思ってたのに……）

　思い浮かべたのは、龍司の顔である。

　多忙であった仕事が一段落したという彼は、約束通りロイヤルに通ってきてくれる。

　今日はモーニングにひとりで訪れ、ランチタイムが終わろうとしている頃に、一尾たちと四人でまた来てくれた。一日に二度の来店は初めてで、舞い上がった実乃里は、楽しく張り切った半日を過ごしたのだ。

（いいことがあれば、悪いこともあるということか。人生、うまくできてる……）

　心の中で恨み言を呟いて、足を西へと向ける。

　十分ほど歩けば、繁華街に出る。

　財布に入っているのは現金が三千円ほどで、クレジットカードは別に保管してあり、それもハンドバッグの中だ。

　ホテルに泊まるお金はないが、ネットカフェか二十四時間営業のファミレスで朝まで過ごそうと考えていた。

　風は強く、凍えそうである。

　動きやすいカジュアルなズボンと薄手のセーターの上には、丈が短めのキャメルのピーコートを着ている。マフラーや帽子、手袋はない。

　冬の夜の寒さが骨身に染みてつらくなってきたら、さらに悪いことに雨まで降りだし、凍死するのではないかという命の危機まで感じた。

　小走りに繁華街を進む実乃里は、目についたネットカフェに飛び込んだが……残念なことに、店員に満席だと言われてしまう。

　百メートル先にもう一軒あると教えてくれたので、縋すがる思いでそこまで走ったけれど、そこも同じだった。

　時刻は深夜二時。容赦なく降り続ける雨と強い風が、実乃里の体温を奪い、体がぶるぶると震えていた。

　片道二車線の通り沿いには多くの飲食店が見えるが、店頭の明かりはひとつふたつと消え、クローズの札を下げた店の前を、実乃里は凍えながら通り過ぎる。

　雨脚はどんどん強くなり、入れそうな店を探して歩き回っているうちに、コートが水を吸って重たく感じるほど、ずぶ濡れになってしまった。

　遠くにファミレスの明かりが見えてきたが、こんな姿では入店を断られるのではないかと不安に思う。

　泣きたくなったその時、プップとクラクションが鳴らされた。

　黒いワゴン車が実乃里を追い越し、五メートルほど先の路肩に停車する。

　運転席から降りてきたのは、小太りで金髪モヒカンの若い男……一尾であった。

「やっぱ、ロイヤルの姉ちゃんだ。すげぇ雨なのに、なにやってんだ？　どっか行く途中なら、送ってやるよ」

「一尾さん、ああ、よかった……」

　たとえ相手が極道であっても、窮地に現れてくれた一尾が仏にも見えて、実乃里は泣きそうになる。

「鍵がなくて家に入れないんです。スマホもなくて、どうしようと思って……」

「なんでそんなことになってんだ？　とにかく乗れ。俺までずぶ濡れになる」

　絞れそうなコートを脱いで、後部席に乗せてもらうと、車内は暖かく、体の震えが止まった。

　一尾は珍しく単独行動のようで、聞けばこの通り沿いの飲食店で、みかじめ料を徴収した帰りなのだそう。

「この辺りも猿亘組の支配域なんですか？」と実乃里が驚けば、一尾がなんでもないことのように教えてくれる。

「まぁ、そんなところ。全部の店じゃねーけどな」

　てっきりロイヤルのある下町だけだと思っていた実乃里は、猿亘組の規模を想像する。

　日本各地に組員がいるようなことは、マスターから聞いていたが、これまで思っていたよりもずっと大きな組織なのかもしれない。

「で、どうしたんだ？」

　車はハザードランプを点灯させ、まだ停車したままである。

「実は……」と実乃里がわけを話せば、「馬鹿だな」と遠慮なく笑われた。

　全くもってその通りなので、ムッとすることさえできない。

　ひとしきり笑った一尾は、缶コーヒーを飲みながら「ロイヤルに泊まれば？」と提案してきた。

「お店の鍵も、バッグの中なんです」

「マジか。マスターも鍵持ってんだろ。電話して開けてもらうのは？」

「マスターと洋子さんの電話番号は、スマホに登録してあるので、今はわかりません。自宅の場所も知らないし、第一、こんな真夜中に呼び出すのは気が引けます」

「それなら、深雪ママの店は……と、駄目か。もう閉店してるな」

　深夜なので、寝ている友人の家のインターホンを鳴らすわけにもいかず、実家も遠いので八方塞がりである。

　実乃里が深いため息をつくと、一尾は「しゃあねーな」と言ってギアをドライブに入れ、ウインカーを出して走行車線に走り出た。

「どこに行くんですか？」

「事務所。部外者を泊まらせるのは禁止なんだけどよ、今は誰もいないはずだし、内緒で泊めてやるよ。この前、姉ちゃんには悪いことしたからな……」

〝悪いこと〟とは、半月ほど前に組事務所内で実乃里が斑目に絡まれた一件らしい。

　安易に事務所内に上げてしまい、かつ斑目に取引を持ちかけられ困っていた実乃里を助けなかったことで、後から龍司に叱られたというのだ。

「だからさ、あの時の詫びというか、そんな感じで泊めてやる。あー、けどバレたらまた若頭に怒られる。勝手に入れない約束を破ることになるからな。若頭には言うなよ？」

「はい、言いません。私も事務所に来るなと言われているので」

　龍司との約束を破るのは実乃里も同じで、心苦しく思う。

　けれども今は他に頼れる相手もおらず、後ろめたさには目を瞑ることにした。

　その上で、気になったことを問いかける。

「龍司さん、厳しいんですか？」

「変なところで厳しいな。悪いことすんなって言われる。なんだろなー、俺に足洗わせたいんじゃないかと思う時もある」

　一尾は、極道ならば悪事をやってなんぼという考え方のようだ。

　詐欺的なことで大金をせしめてくれば、斑目をはじめとした上役は褒めて認めてくれたが、龍司だけには説教をされたという。

　一尾はそれを不思議がる。

　彼の実家は東北の古い酒蔵で、猿亘組に入った時に家族との縁も切ったらしい。

　だが龍司は、たまには家族に元気でやってると連絡しろと言うそうだ。

『親は酒蔵を継いでほしいと思っているんじゃないか？　お前は酒造りは嫌いか？』

　そんな風に、一尾の里心を揺さぶるような問いかけをしてくる時があったという。

　雨で視界不良の夜道を、一尾はかなりのスピードを出して運転しながら、龍司の言動に困惑しているのだと話してくれた。

　一方、実乃里は、龍司がなぜそのようなことを言ったのかがわかるので、ひとり胸を熱くしている。

　実乃里の頭には、晩夏のビルの屋上で、刑事の杉谷から聞いた話が蘇よみがえる。

　荒れていた少年時代の龍司は、杉谷によって正しい道へと導かれた。

　杉谷に出会わなければ、龍司は喧嘩に明け暮れる日々を続け、もしかすると今頃は本物の極道になっていたかもしれない。

　杉谷のような人物が、少年時代の一尾のそばにいなかったことを、龍司は悔しく思っているのではないだろうか。

　そして今からでも一尾に、真っ当な人生を歩ませてやりたいと考えているのだろう。

（きっとそうだよ。龍司さんは、正義感溢れる優しい人……）

　残念ながら、一尾に理由を教えてあげられず、実乃里はただ頷いて話を聞いていた。

　そうしているうちに、ワゴン車は猿亘組の事務所に到着した。

　一階の車庫に車を入れ、ふたりは雨の中を階段を駆け上がって玄関へ。

　鍵を開けて建物内に入り、一尾が電気をつけた。

　羽織っているコートは濡れて重く、体もまだ冷えているが、雨風をしのげる屋内に入ったことで、実乃里はホッとする。

「姉ちゃん、玄関マットで靴をよく拭いてくれよ。床掃除すんの、俺らだから」

　よくあるオフィスのような白い廊下は、濡れた靴で歩けば確かに汚れが目立ちそうである。

「はい、わかりました」

　実乃里が返事をし、靴裏を緑の玄関マットに擦りつけていると、一尾が「それ、なんだ？」と実乃里の持っている湿った紙袋に興味を示した。

　さすがは大食漢。食べ物センサーでもついているのかもしれない。

「ロイヤルに遅くまでいたのは、パン作りをしていたからなんです。よかったらもらってくれませんか？」

　一尾に袋ごと差し出せば、喜んで受け取ってくれた。

「ピザもあるか？」

「いえ、ピザはないです。メロンパンじゃ駄目ですか？」

「おー、それも好きだ。サンキュー、夜食にはちょうどいい量だな」

（二十七個もあるんだけど、冗談……？）

　玄関マットの上でそのような話をしていたら、廊下の奥に靴音が聞こえ、ふたり揃ってハッとした。

　無人だと聞かされ、気を抜いていたのに、誰かがいたらしい。

　一尾はそれまでの気楽な雰囲気を消して、睨むようにＴ字になっている廊下の奥を見た。

「誰だ？」

　その問いかけに、廊下の角を曲がって姿を現したのは、黒いワイシャツ姿の龍司である。

「わ、若頭、帰られたはずでは……」

「仕事が終わらず残っていた。それで、これはどういう状況なんだ？」

　ゆっくりとした足取りで近づいてきた龍司は、声を荒らげずに問い詰める。

　眉間には深い皺が刻まれ、一尾が明らかに動揺していた。

　実乃里もうろたえている。

　恋する彼女なので、来るなと言われていた事務所に入ってしまったことよりも、一尾との関係を疑われたのではないかと、それを真っ先に不安に思っていた。

「違うんです。私は一尾さんと――」

　焦る実乃里が一尾との男女の関係を否定しようとしたら、遮るように隣で一尾が頭を下げた。

「若頭、すみません。俺が事務所に泊まれと言いました。今すぐ出ていきます。ロイヤルの姉ちゃんは、俺の家に連れていきます」

「えっ!?」

　いくら困っている状況でも、こんな深夜に、好きでもない男の自宅に上がり込みたくはない。それに加えて、一尾との仲をさらに疑われそうな発言をされてしまい、実乃里の焦りは加速した。

（どうしよう、乗り換えたのかと勘違いされそう。私は龍司さん、ひと筋なのに……）

「龍司さん、信じてください。私が好きなのは龍司さんだけです。浮気心は一切ありません。他の男性に少しも興味はありませんから！」

　頭を上げた一尾に、なにを言っているんだ？という目で見られ、龍司には、そんな疑いはかけていないと言いたげに眉を上げられた。

　それに気づいた実乃里は、自分だけがおかしな焦り方をしていたのだと理解して、耳まで火照らせる。

「そういうことじゃないんですね。すみません……」

　一尾がブッと吹き出し、龍司はため息をつく。

　緊迫した空気が消えたので、実乃里の恥ずかしい慌て方も、役に立ったのではないだろうか。

「事務所に来るなと言ったが、なにか事情があるんだろう。深夜に雨に打たれていたわけを、落ち着いて話すんだ」

　龍司に低く静かな声で問われた実乃里は、今度は焦らずに、パン作りに熱中して終電を逃したところから順を追って説明した。

「なるほどな」と納得してくれた龍司に、一尾がお伺いを立てるように問う。

「若頭、そういう事情なんで、ひと晩泊めてやったら駄目ですか？」

「駄目だ」と即答され、実乃里の眉は下がる。

　一尾には、足を洗わせて実家に帰そうとするような優しさを覗かせていたのに、自分には冷たいのかと悲しく思った。

　しかし、そうではないようだ。

「ここには機密書類や部外者に見せられないものが多数保管されている。万が一、それらが紛失するようなことがあれば、疑いが実乃里にいく可能性もあるだろう。泊めることはできない」

（そういう理由なんだ。それなら嬉しいかも……）

　単純な実乃里は落ち込みから一転して、頬を染めて喜ぶ。

　一尾は「そっすね」と困り顔で同意し、「拾った責任を取って連れ帰ります。部屋、きたねーけど」と実乃里の左手首を掴んだ。

（え、それは私が嫌……）

　実乃里が拒絶感を顔にありありと表してしまったら、龍司に右腕を引っ張られ、手首から一尾の手が外れた。

　そのままつんのめるように前に出て、龍司の片腕に正面から抱かれる。

「龍司さん……？」

　見上げれば、彼の涼やかな瞳が幅を狭め、微かな不機嫌さを滲ませて一尾を映していた。

「一尾は帰っていい。実乃里は俺の家に泊める」

「へ？　あ、あー、そっすね。すみません。あとはよろしくお願いします」

　一尾は首を右に左に傾げている。

　龍司が実乃里にそこまでしてやる理由が、わからないと言いたげだ。しかし疑問が解けないまま、「それじゃ失礼します」と玄関ドアを開け、雨の中に出ていく。

　ふたりきりになった玄関先で、実乃里は驚きの中、半開きの口で龍司の端整な顔を見上げていた。

（龍司さんの家に泊まれるなんて……これは夢？　目が覚めたら、街角で倒れていて凍死寸前ってことはないよね？）

　実乃里がこの現実を信じられないほどに喜んでいるとは、おそらく龍司は気づいていない。

「ここで待ってろ」と廊下を引き返していった彼は、黒いコートと車の鍵を手にすぐ戻ってきた。

「その濡れたコートを脱いで、俺のを着ろ」

　龍司はそう言って黒いコートを渡そうとするが、実乃里はまだ夢見心地でぼんやりしており、受け取れずにいる。

「手がかじかんでいるのか？　世話の焼ける女だ」

　仕方ないと言いたげに龍司は実乃里のコートを脱がした。

　それでやっと現実に引き戻された実乃里は、自分の体を隠すように抱きしめ、真っ赤な顔で「あっ」と声をあげる。

「おかしな声を出すな。動けるなら自分で着ろ」

「は、はい」

「行くぞ」

　龍司のぶかぶかなコートを着込んで、自分のものを腕に抱えた実乃里は、先に玄関を出た彼に慌てて続く。

　車庫に下り、乗るように言われたのは、五人乗りの黒いセダン。国産の高級車である。

　胸を高鳴らせる実乃里を助手席に乗せた龍司は、運転席へ。

　車は静かなエンジン音で走りだし、住宅地の細道から大通りへ出た。

　龍司が運転する姿を初めて見る実乃里は、その端整で男らしい横顔に、熱視線を送り続けている。

（ハンドルを握る右手も、シフトレバーにかけられた左手も、私に向ける横顔もなにもかもが素敵。車を運転する男性なんてこの世にはごまんといるのに、龍司さんだと、どうしてこんなにかっこよく見えるんだろう……）

　思わず熱い吐息を漏らせば、チラリと横目で睨まれた。

「そんなに見るな。俺の顔になにかついてんのか？」

「ついてます。かっこいい目と鼻と口が」

　実乃里が正直に答えると、無言の間が十秒ほど空いた。

　やっと龍司が口を開いたと思ったら、釘を刺される。

「妙な期待をするなよ。連れ帰って、寝かせてやるだけだ。俺は手を出さない」

「そ、そんな期待は、私だってしてないです！」

　男性経験のない実乃里なので、これから龍司と体の関係を結ぶかもしれないとは全く想像していなかった。

　今、彼に〝妙な期待〟と言われるまでは。

　連絡先を交換したり、デートしたりといった過程を飛び越え、状況的には抱かれることも不可能ではないと知ってしまえば、それを意識せずにいられない。

（龍司さんは手を出さないと言ったから、抱いてもらうには、私が迫らないと駄目ということだよね。勇気を出して精一杯の色気で誘惑してみようか。龍司さんとの距離を縮めるために……）

〝ガキ〟から〝女〟へとステップアップはされたようだけど、恋愛対象に入るまでの道のりは長いと感じている。

　今夜、自分の頑張り次第で、恋人への階段を一気に駆け上がることができるのではないかと期待が膨らみ、実乃里は意気込んだ。

　けれども、裸の自分を想像した途端に、自信がなくなる。

（龍司さんをその気にさせるなんて、私にできるだろうか。胸は小さいし、童顔で、子供に間違われる私なのに。どうしよう、迫るための武器がない……）

　実乃里が顔を熱くして、真面目にいかがわしい妄想をしているとは、運転中の龍司は気づいていないことだろう。

　実乃里が黙ればそれ以上の会話はなく、車は雨の夜道を安全運転で走るのみであった。




　龍司の自宅に着いたのは、それから十分ほど後のこと。

　彼の住まいは、オートロックと防犯カメラが設置され、警備会社のシールがエントランスに貼られたセキュリティーが高めの、十五階建てマンションであった。

　全室が賃貸で、間取りは１ＬＤＫ。

　造りはオーソドックスで、ごく普通のマンションだが、安アパート暮らしの実乃里の住環境に比べたら、遥かに上等である。

　危険な任務に就いている龍司は、襲撃のリスクを少しでも減らすために毎年引っ越しをしているそうだ。住まいというより、仮の拠点という感覚でいるのかもしれない。

「お邪魔します」と実乃里は玄関に上がり、短い廊下を進んでリビングに通される。

　リビングは十二畳ほどの広さで、壁に向かって小さなキッチンがついていた。冷蔵庫に簡素な机、ベッド、テレビが置かれている他はなにもない。

　廊下の右横の部屋には、ダンボールに入ったままの私物や未処理の書類などがあるそうで、入るなと言われた。

　リビングのドア口に突っ立ったままの実乃里が、随分と殺風景な部屋だと思っていたら、クローゼットを開けていた龍司が、バスタオルとハンドタオル、クリーニング屋のタグのついた黒いワイシャツを出して彼女に渡す。

「お前に貸せそうなものはそれしかない。不足があるだろうが、それでなんとかしろ。風呂場は出て右側。まずは温まってこい」

「はい、ありがとうございます……」

　この家の中には、彼と自分のふたりきりで、これからシャワーを浴びると思えば、〝妙な期待〟がまた膨れてしまう。

　実乃里が目を合わせられずにいると、「どうした？」と訝いぶかしげに問われる。

「い、いえ、お風呂お借りします」と声を上擦らせながら、実乃里は逃げるようにリビングを出た。

　バスルームは洗面脱衣室がついており、トイレは別。洗濯機を置くスペースもあって、使い勝手がよさそうだ。

　天井付近のハンガーパイプに、自分と龍司のコートを吊るしながら、実乃里の頭の中にはまだピンク色の妄想が繰り広げられている。

（シャワーを浴びる前からのぼせそう。心臓が持ちそうにないから、一旦忘れないと……）

　こういう時には、夢である自分のカフェについて想像するのがいいだろう。

　メニューや店のインテリアを考えることで、シャワーを浴びて出るまでには、無事に平常心を取り戻すことができた。

　バスタオルで体を拭き、さて着替えを……と思った実乃里は、床にあるものに目を瞬かせた。

　着替えとして借りた黒いワイシャツの横に、タオルでも入っていそうな厚みのない紙箱が置かれている。

　実乃里のシャワー中に、使っていいという意味で龍司が置いてくれたのだと思われるが、タオルは足りている。

　不思議に思いつつ蓋を開けた実乃里は、目を丸くした。

　箱に綺麗に収められていたのは、真新しい女性ものの下着であった。

（どうして龍司さんが、こんなものを持ってるの……？）

　恐る恐る箱から出して広げてみると、カップ付きのスリップとショーツの二点セットで、サイズはＭ。実乃里には少々大きいが、着られるサイズではある。

　けれども身につけるのを戸惑ってしまうほど、デザインがセクシーすぎた。

　生地の色はワインレッドで大人っぽく、スリップの片側に大きくスリットが入っている。花柄の黒いレースがふんだんにあしらわれて、ショーツも揃いのデザイン。

　ショーツに至っては布面積が極小で、横を紐で結ぶ仕様になっていた。

「龍司さんが私に、セクシーランジェリーを……」

　体中の血液が顔に集中し、頭から追い出したばかりの〝妙な期待〟が、再燃してしまう。

（ど、どうしよう。せっかく出してくれたんだから、着た方がいいのかな。下着の替えは持ってきてないし、ありがたいことでもあるけど……この下着、すごく官能的）

　着るのを躊ちゅう躇ちょしていたら、洗面脱衣室のドアがノックされ、実乃里は肩を揺らした。

「おい、まだか。俺もシャワーを使うんだ、早くしろ」

「ごめんなさい、すぐに出ます」

　迷っている暇はなくなり、慌ててセクシーランジェリーを身につける。

　その上に龍司のぶかぶかなワイシャツを着ると、実乃里の膝までが隠された。

　脱いだ下着は丸めて、穿いていたズボンのポケットに押し込み、服も湿っているためハンガーにかけて吊るす。

　急いでリビングに戻ると、エアコンの温風が心地よく流れており、ベッドに腰掛けていた龍司が立ち上がった。

「シャワー、ありがとうございました」

「ああ」

　実乃里は、自分の姿が彼の目にどう映るかと緊張している。

　けれども龍司は、チラリと見ただけですぐに目を逸らした。

「冷蔵庫の中のもの、勝手に飲み食いしていいぞ。大したものはないが。ドライヤーは机の上だ」

　興味なさげな顔をして、バスタオルと着替えを手に、実乃里と入れ替わりでリビングを出ていく。

「ありがとうございます……」

　世話をしてくれるのは嬉しいが、セクシーランジェリーの上にワイシャツを着ただけの姿に、少しも関心を示してくれず、実乃里は気落ちする。

（こんな格好でも、私に興味はないみたい。だったらどうして、この下着を私に着せたのか……）

　首を傾げた実乃里は、バスタオルで肩下までの黒髪を拭きつつ冷蔵庫に歩み寄り、扉を開けてみた。

　龍司が言った通り、ものは少なく、食品はチーズとハムだけ。

　飲み物は五百ミリリットルのミネラルウォーターのペットボトルが三本と、缶コーヒーが十本ほど、缶ビールが一本、それだけである。

（家ではほとんど、食事をしないのかな……）

　ミネラルウォーターを一本もらうことにして、冷蔵庫を閉めたら、脇に置かれていたゴミ箱が目についた。

　一番上に捨てられていたのは、女性らしい筆跡でなにかが書かれたメッセージカードである。

　つい、それを拾い上げて読んでしまった実乃里は、なるほど……と謎が解けた思いでいる。

　そこには、こう書かれていた。

【龍司さんへ。先日は騙すようなことをしてごめんなさい。でも、華やかに着飾った実乃里ちゃんは、色っぽくて新鮮だったでしょう？　これはお詫びとお礼の品です。もし使わなければ、実乃里ちゃんにプレゼントしてもいいと思うわ。またお店にいらしてくださいね。深雪】

　どうやらこのメッセージカードは、ランジェリーの箱に添えられていたらしく、実乃里が着ることを想定して深雪ママが龍司に贈ったようだ。

　おそらく、深雪ママの旦那である猿亘組の極道、添島を通じて渡されたのだろう。

〝先日〟と書かれているから、贈られたのはきっとひと月ほども前のこと。

　持ち帰って中身を確認した龍司は、クローゼットかどこかに放り込んでそのまま忘れ、実乃里がシャワーを浴びている最中に思い出した……といったところだろうか。

　なぜ龍司がセクシーランジェリーを持っていたのかがわかり、実乃里はホッとしていた。

　この部屋を訪れた女性が置いていったものだとしたら、嫉妬するところだ。

　謎が解ければ、おかしくなってクスクスと笑ってしまう。

（箱を開けた時の龍司さんの反応を見たかった。きっと驚いて困ったよね。龍司さんほどの人を手のひらで転がしているみたいで、深雪ママはすごい。深雪ママが本気を出したら、龍司さんだって陥落させられそう……）

　メッセージカードをゴミ箱に戻した実乃里は、大きく頷いて右手を握りしめた。

　深雪ママにエールと、女の武器を送られた気分でいる。

（私だって頑張れば、そこそこの色気を出せるはず。この下着で龍司さんに迫って、恋を進展させないと。こんなチャンスは二度とない）

　実乃里は窓の近くに置かれているデスクチェアに腰掛け、ドライヤーで髪を乾かし始める。

　それを終えると、ちょうど龍司がリビングに戻ってきた。

　パジャマや部屋着ではなく、いつものスラックスに黒いワイシャツ姿で、ベルトをしていないところだけは違う。

　彼が濡れた髪を邪魔そうに後ろに流すと、形のいい額が見えた。

　ワイシャツのボタンは全開で、逞しい腹筋がチラ見えしている。

（色っぽい。男の人にこんなこと思うのは、変かな……）

　特別な彼を見ることができた喜びと照れくささで、実乃里の鼓動は速度を上げていく。

　それにしても、いつもこんな風に、外出できる格好で寝ているのかと不思議に思って尋ねれば、「まぁな」とひと言だけ返ってきた。

　理由は教えてくれないようなので、想像でしかないが、なにかが起きた時にいつでも逃げられるようにするためではないかと、実乃里は考えた。

　それほど危険な任務に就いている彼は、五年間、自宅にいても完全に気を休めることはできずにいるようだ。

　同情的な目で実乃里が見つめる中、龍司は冷蔵庫から無糖の缶コーヒーを出して飲んでいる。

　それからキッチンの引き出しを開け、煙草と灰皿を取り出した。換気扇のスイッチを入れて、慣れた手つきで煙草をくわえ、火をつける。

　龍司が煙草を吸っている姿を初めて目にした実乃里は、目を瞬かせた。

「煙草、吸うんですね。知りませんでした」

「ああ。煙いか？」

「いえ、大丈夫です。ロイヤルで慣れていますので。どれくらい吸うんですか？」

「たまにだ。ストレス状況下や気を紛らわせたい時だけ吸ってる。いざという時に、息切れするようじゃ仕事にならないからな」

　龍司は美味しそうに深く煙を吸い込み、換気扇に向けてゆっくりと吐き出す。

　喫煙が板についているその姿からは、以前はヘビースモーカーであったのだと推測された。

　龍司が言ったように、仕事のために量を減らしたということなのだろう。

　健康面においてもそれはいいことだと思うのだが、龍司の言葉に引っかかりを感じた実乃里は眉を寄せた。

（ストレス状況下と、気を紛らわせたい時って……）

　実乃里が一緒にいることで龍司がストレスを感じるというのなら、落ち込んでしまう。

　けれども、気を紛らわせることが目的なら、喜ぶべきかもしれない。

　実乃里に手を出すまいと、欲情をこらえているという解釈ができるからだ。

　なるべく前向きに捉えたい実乃里なので、龍司が今、煙草を吸っている理由は、後者であると思うことにした。

　実乃里はゴクリと唾を飲み、気合いを入れ直す。

（私に手を出させてみせる。深雪ママがくれたこの下着なら、私だって色っぽく見えるはず。いざ……）

　煙草を吸い、缶コーヒーを飲み切ってワイシャツのボタンを閉めている龍司。

　彼が半分の長さになった煙草を灰皿に押し付けたのを合図に、実乃里は椅子から立ち上がった。

「龍司さん、私を――」

　ストレートに『抱いてください』と頼もうとしたのだが、続きの言葉が出てこない。

　これまでの人生で一度も口にしたことのないその台詞せりふは、想像よりも遥かに言い難いものだった。

　自分の鼓動を耳の奥で聞き、汗ばむほどに顔も体も熱くなる。

　キッチンから訝しげな視線を向けられ、実乃里は慌てた。

「あ、あの、暑いですね」

　そう言ってごまかせば、龍司は机に歩み寄り、机上のリモコンを手にして無言でエアコンを切った。

「寝るぞ、夜が明けちまう」

「は、はい……」

　一度言葉をのみ込んでしまうと、勇気もしぼむ。

（どうしよう。このままじゃ、普通に寝て朝を迎える展開だ。言えないなら……脱ぐ？　ワイシャツを脱いで下着姿を見せれば、誘惑できる？）

　真っ赤な顔で真剣に打開策を練る実乃里だが、「ベッドを使え」と淡白に言われ、電気を消されてしまった。

　暗くては、たとえ脱いでも下着を見せられない。

　パイプのフレームにマットレスを置いただけのシンプルなベッドに腰を下ろした実乃里は、「あの」と声をかける。

「私、真っ暗だと眠れないんです」

　嘘をついて明かりを求めれば、龍司に舌打ちされてしまったが、机上のスタンドライトを灯してくれた。

　彼は薄手の毛布一枚を羽織るようにして、ベッドの横の床に、実乃里に背を向けて横たわる。絨毯はなく、フローリングの上に直接なので、寒くて痛そうだ。

　少々硬めのマットと枕、薄手の羽毛布団を与えられた実乃里は、ベッドに横にならずに龍司の背中に話しかける。

「龍司さん、そこ、寒くないですか？」

「お前がエアコンを消させたんだろう」

「す、すみません。あの――」

「俺のことは気にせず、早く寝ろ」

　ぶっきらぼうな物言いで会話を終了させられても、実乃里は諦めない。

　鼓動はずっと、早鐘を打ち鳴らしている。

　女は度胸だと自分に言い聞かせた実乃里は、着ているワイシャツのボタンを外すと、思い切ってそれを脱いだ。

　龍司は背を向けているが、実乃里がゴソゴソとなにかをやっている物音は聞こえているはずだ。

　下着姿になった実乃里は、恥ずかしさを必死に押し込め呼びかける。

「龍司さん、こっち向いてください」

「断る。なんか企んでるだろ」

「た、企んでなんか……なくはないですけど」

（わかってるなら、なにを考えているんだと聞いてくれたらいいのに……）

　そうすれば、抱いてほしいと言えるかもしれないが、龍司はそこに触れてはくれない。

「龍司さん、少しだけ私を見てくれませんか？」

「妙な期待をするなと言ったろ。俺はお前に手を出さない」

「それじゃ困るんです。私は龍司さんと……もっと仲良くなりたいんです」

　やはり、抱いてくださいとは言えなかった実乃里だが、それでも精一杯の勇気で攻めているつもりである。

　スタンドライトの明かりは、毛布を羽織った龍司の足元を照らしている。

　毛布は少しも動かず、彼はひと言も返してくれない。

「無視しないでください……」

　実乃里の泣きそうな呟きが、静かな部屋に響いた。

　すると龍司のため息が聞こえ、彼が身を起こす。

　振り向いて実乃里を視界に捉えても、彼が驚くことはない。

　それは、下着姿でいると予想していたからだろう。

　龍司は毛布を落として立ち上がり、ベッドの実乃里の隣に腰を下ろした。

　その距離はわずか数センチ。

　自分から誘っておきながら、いざとなると動揺し、実乃里の心は大慌てである。

（そうだ、ここから先を考えていなかった。どうすればいいんだろう。洋画とかだと、キスして触って、下着も脱いで……え、私から？）

　実乃里が観たことのある映画やドラマの軽いベッドシーンでは、男性がイニシアチブを取って情事を進めていた。

　けれども、その気のない龍司が相手では、実乃里が主導するしかないだろう。

　下着姿を見られている恥ずかしさに加え、次にすべきことがわからず目を泳がせれば、顎をすくわれた。

　絡み合う視線の先で、龍司がニヤリと彼らしくない笑い方をしている。

「似合うじゃないか。捨てずに取っておいて正解だったな。そそられる……」

　甘く囁くようなその言葉までが、クールで硬派な彼のものとは思えず、実乃里は喜ぶよりも目を白黒させる。

　さらにはペロリと下唇を湿らせた龍司が顔を近づけてきて、前置きの言葉もなく突然唇が触れ合った。

　驚きのあまりに実乃里は顔を逸らし、龍司の胸を押して拒否してしまう。

　すると、実乃里の後ろ髪に彼の右手が潜り込んできて鷲掴みにし、左手は抵抗する細腕をつかまえた。

「やってほしかったんだろ？　逃げずに口を開けろ」

　ゾクリとするような色のある声で命じられ、強引に押し当てられた唇から、彼の舌先が実乃里の中に侵入する。

　煙草とコーヒーの香りがする大人のキスに、実乃里は激しく翻ほん弄ろうされ、呼吸するだけで精一杯である。

　喜ぶことはおろか、龍司がなぜ突然その気になったのかを、考える余裕さえなかった。

　荒っぽく強引なキスは一分ほども続いて、やがて唇が離される。

　実乃里の体の拘束を解いた龍司は、親指の腹で濡れた唇を拭っている。

　実乃里は全力疾走した後のように肩で呼吸を繰り返し、潤む瞳に真顔の龍司を映していた。

　脳に酸素が供給されると、やっと喜びが湧いて、恋人へのステップを一段上がることができたような心持ちになる。

（私を恋愛対象に入れてくれたんだよね？　こんなにすごいキスをしてくれたんだもの……）

　ところが、それまで溢れさせていた色気をすっと消した龍司は、「これでいいか？」と素っ気ない声で聞いてくる。

「え……？」

「満足したら寝てくれ。お前が起きていると、俺も眠れない」

　気怠げに半乾きの前髪をかき上げる龍司にあくびをされ、実乃里は唖あ然ぜんとした。

（今のキスの意味って……）

　実乃里の期待とは程遠く、キスでもしてやれば満足して寝るだろうと思っての行為であったようだ。下着姿を褒めてくれたのも、おそらく同じ理由だろう。

　これには落胆を通り越し、実乃里の中に怒りが湧いた。

　それは、セクシーなランジェリーを身につけても少しもその気にさせられない悔しさと、軽く見られていることに対する憤りである。

（結局、子供扱いなんじゃない。私の恋心を、子供騙しのキスで軽くあしらうなんて許せない。もう怒った。こうなったら力尽くで既成事実を作ってみせる）

　ベッドに膝立ちした実乃里は、龍司にまたがると、全体重をかけて押し倒した。

「なにやってる」と驚く彼を上から睨みつけ、きっぱりと言い放つ。

「あなたはなにもしなくていいですから、これから私がすることを、黙って見ていてください」

　強い怒りから、目的を達成することしか考えられず、恥ずかしさを忘れている。

　龍司は頭だけを持ち上げ、腹部にまたがる実乃里に眉を寄せていた。

　彼女の狙いがわからないため、様子を見ようとしているような表情である。

　お尻の位置を龍司の太腿まで下げた実乃里は、彼のスラックスのボタンを外してチャックを下ろし、躊躇なくボクサーパンツの中のものを掴んで引っ張り出した。

「おい、やけになるな！」

　これには慌てて起き上がろうとした龍司だが、実乃里は彼の胸を両手で押して阻止し、「見ていてくださいと言ったでしょう」と真顔で凄む。

　一瞬、気圧されたように息をのんだ龍司は、大きく息を吐くと、好きにしろと言うかのように、組んだ両手を枕に体から力を抜いた。

　実乃里は視線を彼の股間に戻す。

　龍司のそれは、もとから完全に柔らかくはなかったため、実乃里の手の中ですぐに硬くなった。

　その上にまたがった実乃里は、ショーツをずらして自分の中に押し込もうとする。

「あれ……入らない。どうして？　初めてだから入口が狭いのかな」

　実乃里の独り言を聞いた龍司は、呆れたように言う。

「処女なのか。無理しやがって。体の準備もなく入るわけないだろ」

「キャッ！」と実乃里が声をあげたのは、体を反転させられたからだ。

　仰向けに倒された彼女の上に今度は龍司がまたがり、体勢は逆転した。

「付き合ってはやれないが、それでもいいなら抱いてやる。俺も男だからな、目の前にあられもない姿で誘う女がいれば体は反応する」

　龍司の手がスリップの肩紐にのびて、ほんの少し下げられた。

　冷めていたはずの彼の瞳には、獣けもののような色気が溢れ、纏う雰囲気は蠱こ惑わく的てきだ。

「止めるなら今だぞ。付き合えない男に抱かれて、お前は後悔しないのか？」

　覚悟を問うような言葉に、実乃里は真剣な目で彼を見上げ、迷いのない声で答える。

「抱いてください。今夜、なにもせずに終わった方が後悔します」

「困った女だ……」

　呆れと感心が混ざったようなため息が、実乃里の唇にかかり、体に彼の重みを感じた。

　先ほどとは違い、ゆっくりと溶かすようなキスをくれて、今度は最初から喜びが押し寄せる。

　それは、ひとりの女として扱われ、欲情されるという喜びである。

（今すぐ恋人になれなくてもいい。ここから始まる努力は、これまでとは違った成果を与えてくれるはず……）

　そのような前向きな期待が、実乃里の胸に膨らんだ。

　たっぷりと甘いキスをくれた龍司は、身を起こすと、自分のワイシャツのボタンに手をかける。

　ゆっくりとボタンが外され、ワイシャツが脱ぎ捨てられたら……見事に割れた腹筋と、張りのある大胸筋が現れた。

　なめらかな小麦色の肌には、いくつかの傷がある。線状の瘢はん痕こんとなった傷は、いつ刻まれたものか。

　少年時代に喧嘩に明け暮れていた頃の後悔が、消えずに残っているのかもしれないと実乃里は思って見ていた。

　実戦的に鍛え抜かれた逞しい筋肉美に、古傷さえもが龍司の野生的な魅力を引き立てる。

「その傷跡、素敵ですね……」

　実乃里が恍惚の表情で感想を口にすれば、龍司がクッと笑った。

「お前は男の趣味をなんとかしろ。危ない男に惹かれるな」

　謙遜ではなく本心なのだろう。

　実乃里の今後を心配しているような優しさも感じる声でそう言った彼だが、それとは裏腹に情欲を掻き立てられたようで、スリップを胸の下まで引き下ろす。

　すると、控え目で白く柔らかな双丘が露わにされた。

　少女のような膨らみをひと撫でした龍司は、吸い寄せられるようにそこに顔を埋めた。

「あっ……」

　甘い声が自然と実乃里の口をついて出る。

　大きな手のひらが華きゃ奢しゃな体をじっくりと撫で、男らしい筋張った指は、無む垢くな花弁を刺激する。

　しばらく涙目になって喘あえいでいると、「もういいだろう」と言った龍司が、実乃里の上から下りた。

　最後まで抱いてくれないのかと不安に思い、実乃里は彼に向けて手を伸ばす。

「途中でやめないでください」

　すると床に立った彼が肩越しに振り向いて、微かに笑った。

「そうじゃない。俺もここでは終われない。少し待ってろ」

　机の引き出しを開けてなにかを取り出した龍司が、ベッドに戻ってきた。

　裸で横たわる実乃里の脇に腰掛け、小さな銀色のパッケージを指先に挟んで見せてくる。

　実乃里が首を傾げたら、龍司はフッと笑ってそれを歯で破く。

　パッケージの中から取り出したものを、教えを施すかのように、実乃里の目の前でゆっくりと装着してみせた。

　実物を目にしたのは初めてだが、それが避妊具であると実乃里は理解する。

　龍司から欲情が消えていないことにホッとして、それから緊張に体を強張らせた。

（どれくらい痛いのかな。最後までしてもらいたいけど、でも……）

　全ての衣類を脱ぎ捨てた龍司が、実乃里に馬乗りになる。

　彼女の目を見て緊張を感じ取ったのか、頭を撫で、「怖いか？」と優しく問いかけてきた。

　正直に言うと、破は瓜かを迎えることの恐怖心は拭えない。けれども強気な目で首を横に振り、「平気です」と強がりを言った。

「度胸は認めてやる。だが、次からはもっと男を警戒しろ。俺を含めてな」

　実乃里に覆い被さり、その小柄な体を片腕で抱きしめた龍司は、ゆっくりと腰を沈める。

「いっ……」

　歯を食いしばり、痛みに呻けば、「爪を立ててもいい。しがみついてろ」と言われて、実乃里は龍司の背に両腕を回した。

　初めはゆっくりと動いてくれた龍司だが、すぐに速度と強さを上げてきた。

「女を抱くのは久しぶりなんだ。あまり手加減してやれなくて悪いな」

　打ち寄せる痛みには苦しいものがあっても、実乃里はこの時間が夜明けまで続けばいいとさえ思う。

　龍司が時折、こらえ切れないように熱い吐息を漏らし、この身で快感を得てくれるのが嬉しいのだ。

　そのうちに痛みは徐々に引いていき、実乃里の体は悦よろこびを覚え始める。

「龍司さん、もっと……もっとして……」

　催促するように身をよじって訴えれば、こめかみに汗を流す龍司が挑戦的に目を光らせ、ニヤリとした。

「処女のくせに生意気な。それなら後ろを向いて尻を突き出せ。壊れるほどに激しく抱いてやるよ」

　ひと突きごとに体に彼が刻まれていくようで、実乃里は快感と恋に溺れる。

「好きです、龍司さん……ああっ！」

　シーツに爪を立て、声が掠れるほどに喘ぎながら、この先には恋人というゴールが待っているはずだと信じるのであった。










恋、実り




　実乃里が龍司と夜を過ごしてから、十日ほどが経った十二月の半ば。

　冬曇りの空の下、ロイヤルの暖かな店内はモーニングの常連客で賑わっている。

「実乃里ちゃん、コーヒー頼む」

「こっちはトーストセットと食後にミルクティーね」

「かしこまりました。マスター、一番三番のブレンドコーヒー合わせて三つと、洋子さん、トーストセットお願いします」

「実乃里ちゃん、ご馳走さん。会計して」

　七時半から全力の忙しさで、並みのアルバイト店員ならきっと、こんなにブラックな職場は嫌だと逃げだすことだろう。

　けれども実乃里は笑顔を絶やさず、いつも以上に張り切っている。

　もうすぐ龍司が来ると知っているからだ。

　昨日までの三日間、連日でモーニングに来店した龍司は、『明日も来る』と言って帰っていった。

　眠そうな目をしていたのに、早起きしてやってくるのは、自分に会いたいためではないかと、実乃里は期待している。

　体を重ねてからも関係はなんら変わらないというのに、実乃里の自信だけは上昇していた。

（クリスマスイブに、龍司さんをデートに誘いたい。その日はお泊まりセットを持っていこう。新しく買ったセクシーなランジェリーで迫って、二度目の熱い夜を……）

　にやけそうになりながら妄想を膨らませていると、トレーにのせたコーヒーをこぼしそうになり、仕事に集中しなければと自分を戒める。

　トーストとコーヒーの香りが立ち込める店内は、空席がカウンター席のひとつだけしかない。

　龍司用にリザーブしておくべきかと実乃里が迷っていたら、ドアベルが鳴り、入ってきたのは深雪ママであった。

　マスターが「どうぞ」とカウンター席に案内したので、満席になってしまった。

　誰か他に帰ってくれそうな客はいないかと気にかけつつも、実乃里は水とおしぼりを深雪ママに出し、不思議に思って問いかける。

「おはようございます。こんな朝早くからご来店なんて、どうしたんですか？」

　深雪ママは服装こそ夜の雰囲気を醸してセクシーかつゴージャスだが、かなり薄化粧である。疲れたような顔をしているので、もしかすると徹夜明けなのかもしれない。

　カウンター裏のマスターに、ミックスサンドとコーヒーの注文を伝えた深雪ママは、実乃里に事情を話す。

「もう、嫌になるわ。昨日、白しろ蛇へびが来てね、止めたのに泥酔するまで飲んで、お店で寝てしまったのよ。置いて帰るわけにもいかないから、さっきまで私もお店にいたの」

「白蛇？」

「斑目のことよ。猿亘組の本部長。あの人、白いスーツが好きでしょう。背中の刺青が蛇だから、そういう呼び名があるの」

　斑目と聞いて、実乃里の中に不快感が湧き上がる。

　白蛇は縁起のいい生き物で、神社仏閣で祀まつられているところもあるというのに、極悪人の顔をした斑目には似合わない異名だと思っていた。

「迷惑な蛇さんですね」と実乃里が同情すれば、「そうなのよ」と深雪ママがほとほと疲れたようにため息をついた。

　斑目は絡み酒をするタイプで、はっきり言って来店してほしくないそうだが、夫が極道であり、かつスナック自体が猿亘組と深い関係にあるため、追い返せないらしい。

　昨夜の斑目はいつにも増して迷惑な飲み方をして、散々愚痴を垂れて一般客に暴力をふるいそうになったそうだ。

　しまいには寝入って朝まで起きず、深雪ママは怒り冷めやらぬ様子である。

「なにか嫌なことがあったらしいのね。俺はもう駄目だとか、猿亘組は終わったとか、グダグダなのよ。大きなしのぎに失敗でもしたのかしら。うちの旦那もここのところ忙しそうで、昨夜はヘルプメールを送ったのに未読なの」

　冗談めかした言い方で、「使えない男ね。捨ててしまおうかしら」と深雪ママは肩をすくめる。

　洋子に呼ばれたため、それで会話を切り上げた実乃里は、できあがったトーストセットを客席に運んだ。

　店内を忙しく動きながら、深雪ママから聞いたことについて考える。

（組の中でなにかあったのかな。そういえば最近、一尾さんたち三人の姿を見ていない。龍司さんは以前より来店してくれるし、普通に食べて帰るだけで、特別変わった様子はないんだけど……）

　ミックスサンドを食べてコーヒーを飲み終えた深雪ママは、長居せずに席を立つ。

「マスターご馳走様。美味しかったわ。実乃里ちゃん、お会計お願いね」

「はい。七百二十円になります」

　カードで支払いを済ませた深雪ママは、それから「ウフッ」と意味ありげに笑い、実乃里の耳に唇を寄せた。

「久しぶりに実乃里ちゃんに会ったら、雰囲気が大人っぽくなったように思うわ。なにか素敵なことがあったのかしら？」

　問われた直後に龍司との情事が脳裏に蘇り、実乃里は耳まで真っ赤になる。

　勘の鋭い深雪ママには隠し立てできない……いや、誰かに気づいてほしかったので、実乃里は恥ずかしがりながらも喜んでいた。

「あのセクシーな下着、使わせてもらいました。龍司さんの家で。ありがとうございます」

　声を潜めて打ち明けて、実乃里は照れ笑いをする。

「そう。役に立ってよかったわ。恋人関係になったのね？」

「いえ、それはまだなんです。でも近々、そうなると思います」

　恋の成就を信じている実乃里は、自信ありげにそう言った。

　深雪ママは眩しそうな目をしてクスリと笑い、「頑張ってね」と、いい香りを残して店を出ていった。

　それから数分が経ち、時刻は八時十分になる。

　モーニングは八時半までで、あと五分すればラストオーダーだ。

　龍司は来られなくなったのだろうかと実乃里が時間を気にしていたら、待ちかねていた彼が来店した。

　黒いコート姿の彼は、今日も精せい悍かんで大人の色気を纏っている。

「いらっしゃいませ。龍司さん、お待ちしてました」

　満面の笑みで声を弾ませる実乃里に、「ああ」と素っ気ないひと言を返すのは、彼の常である。

　龍司は入口横のマガジンラックから新聞を取り、深雪ママが立った後のカウンター席に腰を下ろした。

　注文は聞かずともわかるので、実乃里は「ブレンドコーヒーひとつ」とマスターに伝えた後、調理場に入る。

　洋子に客対応をお願いし、龍司のための卵サンドを張り切って作り始めた。

　ゆで卵を潰して、フライドオニオンの粉末やパセリのみじん切り、粉チーズ少々と手作りマヨネーズで味付けし、サンドイッチ用のパンに挟んでカットする。

　職人技と呼びたくなるような正確かつ素早い手つきで、龍司用の特製卵サンドはあっという間に完成した。

　それを美しく皿に盛り付けて調理場を出ると、龍司の前に出す。

「お待たせしました。卵サンドです」

　ちょうどいいタイミングで、ブレンドコーヒーもカウンター裏から出された。

「ごゆっくりどうぞ」と、マスターが龍司に好意的な笑みを向ける。

　龍司は新聞を読みながら、コーヒーを飲んで卵サンドを食べる。

　それは当たり前のように、いつもと変わらぬ光景で、実乃里にとって穏やかな幸せを感じる時間であった。

（龍司さんの食べる姿をいつまでも見ていたい。ずっとこの時間が続けばいいのに……）

　残念ながら鳩時計は八時半を指し、ゆっくりしていた常連客たちが次々と会計を済ませ、マスターに声をかけて帰っていく。

　最後に龍司が新聞を畳んでカウンターに置き、席を立った。

　レジ前の実乃里に近づいた彼は、コートの内ポケットから財布を出して、「ご馳走さん。うまかった」と声をかけた。

「え……？」

　実乃里が問い返してしまったのは、帰り際の彼に、卵サンドの感想を言われるのが初めてだったからである。

　無口な彼なので、大抵はなにも言わずに帰ろうとし、実乃里が引き止めて次の来店予定を尋ねるのがいつものパターンだ。

　昨日までとは少しだけ違う龍司に目を瞬かせた実乃里だが、うまかったと言われたのだから喜んでいいのだろう。

「なんだ？」と問われて、首を横に振った実乃里は笑顔を戻す。

　そして、差し出された一万円札を受け取り、レジからお釣りを出そうとした。

　すると、「取っておけ」と言われる。

「カフェを開くんだろ？　準備金の一部にしてくれ。コーヒーカップ数個しか買えないだろうが」

　龍司が実乃里の夢の話を知ったのは、おそらくひと月ほど前のこと。

　組事務所内で実乃里が斑目に取引を持ちかけられた際に、後ろで話を聞いていたようなので、きっとその時だろう。

　貯金に励む貧乏人の実乃里にとって、九千円強の釣銭は大金である。

　受け取っていいのかとの迷いに加え、明らかにいつもとは違う龍司に戸惑っていた。

「龍司さん、なにかありました？」

　思わずそう問いかければ、「なにもない」と無表情で即答された。

「じゃあな」と背を向けドアへ進む彼に、実乃里は慌てて「次はいつ来てくれますか？」と来店予定を尋ねる。

　体を重ねた後でも龍司は連絡先を教えてくれず、事務所にも来るなと言われているので、次回の約束がないと待つのがつらい。

　実乃里に横顔を見せた彼は、目を合わせずに「そのうちな」と曖昧な返事をした。

　ドアノブを押して出ていく龍司に、マスターは「またお越しください」と普通に声をかけているが、実乃里はなにか胸騒ぎのようなものを感じ、焦って彼の後を追った。

「龍司さん、待ってください！」

　隣の店の前を歩いていた彼は、一応足を止めて振り向いてくれたが、困ったように眉を寄せている。

「どうした？」

「あ、あの、ええと……」

　駆け寄って引き止めたはいいが、漠然とした不安をなんと言葉にしていいのかわからない。

　とりあえず会話を繋げることだけを目的に、「私と付き合ってください」と二十数回目の告白をした。

『断る』と即答されるかと思っていたのに、ここでも龍司は今までと違う言動をとる。

「懲りない女だ」と微笑んで、実乃里を片腕で抱き寄せると、額にキスをくれたのだ。

　目を丸くして驚き、実乃里は胸を高鳴らせる。

　ついに告白に応えてくれたのかと期待しかけたが、残念ながら違うようだ。

　すぐに体は離され、話を逸らされる。

「実乃里、夢を叶えろよ」

「え？　は、はい」

　背を向けた龍司は、後ろに佇む実乃里に片手を挙げて別れを告げると、足早に進む。

　角を曲がり、事務所とは反対の方向へ消えていき、実乃里はなぜだか喪失感に襲われていた。

（これっきりで会えなくなるわけじゃないのに、どうしてこんなにも寂しく思うのだろう。私、なんか変。ううん、おかしいのは龍司さんの方。微笑んで額にキスまでしてくれて、いつもと違ってた……）

　通り抜ける冷たい風に、ブルリと体を震わせる。

「風邪ひくわよ」と洋子に呼ばれた。

　キスされた額に触れた実乃里は、首を傾げつつ店内に戻っていった。




　正体不明の不安を抱えたまま働き、ランチタイムも終わった十五時過ぎに、それは起きた。

　店の前の道路をやけに車が通ると思っていたら、パトカーのサイレンの音が近づいてきて、遠くで争っているような男たちの声もロイヤルに届いた。

　店内には常連客が三人いて、窓辺に寄ると、「喧嘩か？」と外を覗いている。

　そこにマスターと洋子も加わった。

　実乃里は洗い物の手を止め、カウンター裏から出ると、ドアへ駆け寄る。

　ガラス越しに実乃里も外を覗けば、テレビ局の名前を車体に刻み、アンテナを屋根につけた中継車が一台、ロイヤルの前に勝手に路駐された。

　慌てた様子で降りてきたのは、中継クルーと思しき五人の男性だ。

　彼らは組事務所の方向を指差し、カメラやマイクなどの機材を担いで駆けだした。

「猿亘組でなにかあったのか？」

　緊迫感のあるマスターの独り言に、実乃里はハッとする。

「まさか……」

　そう呟いたら、ガラス扉を押し開け、外へ飛び出した。

　後ろに実乃里を止めるマスターたちの声が聞こえたが、立ち止まってはいられない。

　テレビ局の中継クルーの後を追うように、実乃里は猿亘組の事務所へと全力で走った。

　事務所前の通りに入れば、すでに物々しい雰囲気であった。交通規制が敷かれ、警察車両が十数台も連なっている。

　先ほどの中継クルー以外にも、マスコミ関係者が大挙して押し寄せ、カメラを向けている。

　近所の人たちは遠巻きに不安げに見つめ、組長の屋敷の門は大きく開かれていた。

（これは、家宅捜索……？）

　私服や制服姿の捜査官たちが数十人いて、組長の屋敷や事務所内にぞろぞろと入っていく。それに抵抗する極道たちの怒鳴り声が、建物内から聞こえてきた。

　実乃里はマスコミ関係者より後ろにいるため、人の隙間からしか前方の様子は見えないが、ドスの利いた声の中に一尾たちのものも混ざっているように感じ、彼らを心配する。

（警察に逆らったら捕まってしまうよ……）

　一尾たちのことも気がかりだが、それよりもなによりも龍司はどうしているのかと、実乃里はウロウロして彼の姿を捜していた。

（龍司さんも、この騒ぎの中にいるの？　いるとしたら、警察側なのか組側なのか、どっち……？）

　龍司は潜入捜査官だが、この先もまだ任務が続くのなら、若頭として振る舞っているはずである。

　実乃里は、それを期待していた。

　連絡先を聞いていないのに、今、任務を終了されたら困るからだ。

　壁のように実乃里の前に立ちはだかる、報道関係者たち。

　もっと近づいて状況を確かめたい実乃里は、人垣の間に小柄な体を潜り込ませようとする。

「下がって！　危ないから下がって！」

　警備役の警察官が両手を広げて中継クルーたちに迫り、実乃里は押されて、尻餅をついてしまう。

　テレビカメラを構えた大柄な男性に踏まれそうになったら、誰かが実乃里の腕を引っ張り、ずりずりと引きずり出してくれた。

「実乃里ちゃん、危ないことしないでよ」と怒り顔で注意したのはマスターで、どうやらロイヤルを飛び出した実乃里を追いかけてきたようだ。

「すみません……」

　龍司のことが気になって仕方ない実乃里だが、マスターに連れ帰られてしまう。

　ロイヤルに入ると、カウンターテーブルには小型テレビが置かれていた。

　普段からカウンター裏にテレビがあるのを実乃里は知っていたが、使用されているところを見るのはこれが初めてである。

　チャンネルは午後のワイドショーに合わせられ、洋子と常連客三人が深刻そうな顔で立ったまま視聴していた。

　テレビは猿亘組の事務所を背景に、中継のリポーターを映していた。

「繰り返しお伝えします。指定暴力団、猿亘組の家宅捜索が先ほどから始まりまして……あ、組長です！　任意同行を求められたようです。他、数人の組員も出てきました。それぞれ別の車両に乗せられる模様です。容疑が固まり次第、逮捕されると思われ――」

　麻薬密売、特殊詐欺、違法賭博場の経営など、全十六の容疑での関係各所一斉捜索だと、リポーターは説明していた。

　組長の猿亘慶造は羽織袴姿で、両脇と前後を警官に囲まれて門から出てきた。

　その様子が、人波に揉まれて揺れるテレビカメラに映し出される。

　深い皺に白髪の眉、老いた顔をしていても眼光は鋭く、堂々たる風格で歩いているから、まるで警察を従えているかのようだ。

　カメラは組長を中心に追っているが、他の極道数人もチラリと画面に映された。

　その中に、白いスーツを着た斑目もいる。

　相当暴れたのか公務執行妨害で逮捕されたようで、斑目の手首には手錠が光り、報道関係者を怒鳴りつけながら警察車両に押し込まれている。

　現場に行くよりテレビで見た方が状況を詳しく知ることができたけれど、龍司の姿が映らないので、実乃里の不安はさらに膨らんでいた。

「龍司さんは、どこ……？」

　か細い声で独り言を呟いた実乃里に、常連客である靴屋の中本が唸るように言う。

「映らなかったが、おそらく、しょっ引かれただろう。若頭だからなぁ。悪事に関与していないわけがない」

（違う。龍司さんは本当は刑事だから、逮捕されないんだよ……）

　実乃里が無言で首を横に振れば、洋子が哀れみの目を向け、勘違いの慰め方をする。

「つらいと思うけど、実乃里ちゃんは早く龍司さんを忘れた方がいいわ。この先何年も刑務所から出てこないわよ。前の若頭の八田部さんと同じように」

　マスターは困り顔をして、ため息交じりに言う。

「上層部がことごとく逮捕されたら、猿亘組はお終いかもなぁ。下っ端だけじゃ維持していけまい。これまで守ってもらった下町の人間としては残念だが、悪行が公にされたんじゃ仕方ない。必要悪と言ってられない時代なのかもな……」

　猿亘組とは長年、持ちつ持たれつの関係であったマスターの目にはうっすらと涙が溜まり、実乃里は頬を濡らしていた。

　彼女の涙は、マスターのものとは意味が違う。

　龍司はこの町を去った。今後ロイヤルに来店することはなく、実乃里の前に姿を現さないだろうと悟って泣いているのだ。

（今朝の龍司さんは、様子がおかしかった。私の夢を応援してくれて、抱き寄せて額にキスまでしてくれた。あれは、お別れの挨拶だったんだ……）

　これで龍司の潜入捜査はお終いで、猿亘組は解体に向かうのだろう。

　彼はきっと現場にいない。

　刑事としてあの場に立っていたら、裏切りを知った極道たちが激昂し、より危険な状況を生み出してしまうからだ。

　今頃龍司は警視庁内にいて、上官の杉谷に労をねぎらわれ、彼に手柄を取らせたことを褒めてもらっているのかもしれない。

　恩ある杉谷のために悪を裁くことが、龍司の生きる目的だと、実乃里はかつて杉谷に聞かされた。

　気の抜けない長期任務の終了と、その成功を喜び、充実感の中にいる龍司を想像する。

　実乃里の頭に浮かんだ龍司は、わずかに微笑んでおり、満足げである。

　この先、実乃里に会えないことを寂しがってもくれず、感傷にも浸ってくれないだろう。

（龍司さん、せめて、さよならくらい言ってよ。泣いて縋ることもできなかったじゃない。頑張ったのに、私の恋は片思いのままで終わってしまった……）

　両手で顔を覆い、実乃里は肩を震わせる。

　声を押し殺そうとしても、こらえ切れない嗚お咽えつが漏れてしまう。

　誰かが実乃里の頭を撫でてくれた。

「切ないなぁ……」とマスターが、悲しげなため息を吐き出した。




　街路樹の銀杏いちょうが葉の六割を黄色に染め、薄手のコートやジャケットを着た人が通りを行き交う。

　ここは東京の小洒落た雰囲気が漂う街角で、二十六歳になった実乃里は、二カ月前に念願のカフェをオープンさせた。

『cafe 実みのり』、それが店名である。

　自身の名前であり、自分にも訪れる客にも、実りが多い店であるように、との願いが込められている。

　店舗は上層階がマンションになっている五階建てビルの、一階の一部を借りている。

　間口は狭く、わずか十坪のスペースだが、資金面において、これが実乃里の精一杯の規模であった。

　外観は、ブルーレンガの外壁に、白く塗装したドアと窓枠。黒板の置き看板には、おすすめメニューがチョークで書かれている。

　ドア前に溜まった落ち葉を箒ほうきで掃いていた実乃里は、ふと鰯いわし雲ぐもを見上げ、あとひと月半で〝あの日〟になると思っていた。

（龍司さんに会えなくなって三度目の秋。冬が来たら三年になる……）

　三年ほど前の冬、猿亘組に一斉捜索が入った後、実乃里が予感した通り、龍司はロイヤルに来なくなった。

　一度きりの記憶を頼りに、彼の住んでいたマンションを訪ねれば、エントランスの郵便受けはテープで塞がれ、引っ越した様子であった。

　警視庁にも足を運んだが、逢坂龍司という刑事が所属しているかどうかさえ教えられないと、門前払いであった。

　それでも一カ月間は、もしかすると来店するかもしれないという希望を捨て切れず、ロイヤルで働き続けていた実乃里であったが、その後は気持ちに区切りをつけて辞める決断をしたのだ。

　もちろんマスターと洋子には強く引き止められたけれど、全力で夢を実現させたいという気持ちを真摯に伝えれば、なんとか理解してもらえた。

　それは偽らざる実乃里の本心であるのだが、カフェオープンに向けて具体的に動きださなければ、失恋の痛手に耐えられなかったという理由もある。

　龍司との思い出が染みついたロイヤルには、これ以上いたくない……という気持ちでもあった。

　猿亘組は消滅こそしていないが、規模を大幅に縮小し、組長も斑目も、ほとんどの幹部たちは今、刑務所の中にいる。

　一尾たち下っ端構成員がどうしているのかは、わからない。

　掃除の手を止め、秋空に龍司の顔を思い描いた実乃里は、口角を上げて微笑んでみる。

　失恋の傷は月日が癒してくれて、今は泣くこともない。

　守らねばならない店があるから、龍司を恋しがってはいられないと、前向きに生きているつもりである。

　けれども、掃除を終えて店内に戻った実乃里は、ため息をつきたい気分になった。

（今日もお客さんが少ない。どうしよう、こんなことで、この先やっていけるのか……）

　開店中に掃除をしていたのは、あまりにも暇だったからである。

　平日の十四時に、店内にいる客はひとりだけ。

　三十代に見える女性客は、スモークサーモンとアボカドのラップサンドとコーヒーを口にしながら、カウンターテーブルに向かって文庫本を開いていた。

　店内に話し声はなく、音量をかなり下げて流しているジャズが、うるさく聞こえるほど静かである。

（どうしてお客さんが来ないんだろう……）

　ヘリンボーン調の床に白塗りの壁。

　落ち着きのある色味の、ウォールナットの椅子とテーブル。

　カップやポット、作り付けの棚に飾られた小物はカラフルで差し色として映え、照明はシンプルな四連のスポットライトだ。

　壁掛けの現代アート絵画は、『置いてもらえませんか？』と持ってきた、駆け出し作家の作品である。

　座席は、ふたり掛けのテーブル席が三つと、壁に向けて設置したカウンター席が四つ。奥は調理スペースで、ケーキやパンを並べたショーケースとレジカウンターが、客席との間仕切りになっている。

　客は注文と支払いをしてから店内で飲食をするか、持ち帰るスタイルである。

（性別、年齢問わずくつろげるような雰囲気で、インテリアも趣味がいいと思うのに）

　メニューは、サンドイッチ、ラップサンド、ワッフルや手作りパンを日替わりで数種類ほど用意している。スイーツは常時十種類ほど並べているが、今のところ売れているのは、ほとんどがパンケーキだ。

　コーヒーは専門店で買い付けた豆を店内で挽き、エアロプレスで抽出している。

　それは北欧を中心に新しく広まっている淹れ方で、空気圧で短時間に抽出できるのがメリットだ。

　香り高く、まろやかで雑味も少ない、すっきりした味わいが楽しめる。

　紅茶が数種類とカフェオレ、豆乳ラテ、抹茶ラテ、スムージーやタピオカミルクティーもドリンクメニューにあり、近隣のカフェに比べて比較的リーズナブルに価格設定していた。

（味には自信があるし、試食してくれた友人たちだって太鼓判を押してくれた。やっぱり宣伝と立地、それが問題か……）

　ここは駅から徒歩十五分ほどの場所で、片側二車線の道路沿いには、一階にブティックや雑貨店、美容室などが入るマンションが建ち並んでいる。

　買い物客とマンション住まいの主婦やＯＬをメインの客層として考えていたのだが、平日は一日に十人来ればいい方である。

　もっと駅に近い場所に出店すればよかったと、実乃里は後悔していた。

　駅前だと店舗の賃貸料が高くて躊躇してしまったけれど、今より遥かに客を呼び込めたはずである。

（銀行から受けた融資の月々の返済額、もう少し下げられないか相談に行こう。今日作ったパンやケーキも、大量に廃棄することになるんだろう。本気でどうにかしないと……）

　オープンしてまだ二カ月なので、店の存在自体を知られていないということもある。

　今は我慢の時だとわかっていても、赤字続きの経営に焦り始めていた。

　当初の予定では、もう少し忙しいかと思っていたので、アルバイトも一名雇っている。その給与も負担であった。

　レジカウンターの内側の調理スペースに実乃里が戻れば、アルバイトの女子大生に「店長、次なにしますか？」と問われる。

「やることなくて暇なんですけど」

　彼女は切れ長の目をした京風美人で、身長は百七十センチと女性の中では高めだ。

　ショートボブの焦げ茶色の髪をしていて、スポーツをやっていそうな締まった細身体型である。

　けれども、中高生の時は図書委員、今は大学の文芸サークルに入っているそうで、運動は苦手らしい。

　二十六歳の実乃里より七歳も若い彼女の方が、年上に見えた。

　その身長と面長の顔が大人っぽくて羨ましいと実乃里は思いつつ、困り顔で仕事を指示する。

「伊い藤とうさんには、買い物に行ってもらおうかな。シナモンとローズマリーとカルダモンを買ってきて。スパイス専門店の元もと町まち堂どうまで徒歩でお願い。少し遠くてごめんね」

「いえ、やっとやることができて嬉しいですよ。立っているだけだと時間が経つのが遅くて、かえって疲れます」

「暇な店でごめんね……」

　伊藤はキャメルのハンチング帽を脱ぎ、深緑色のバリスタエプロンを外す。

　それらはこの店の制服で、実乃里も同じ装いである。

　詰襟の白いブラウスも制服だが、それは着たままで伊藤はコートを羽織り、実乃里に渡された財布を持って店を出ていった。

（このままの暇な状況が続けば、伊藤さんに辞めてもらわないといけない。雇ったばかりなのに、言いだしにくい……）

　それから十五分ほどすると、たったひとりの客であった女性も、文庫本を閉じてバッグを手に席を立った。

「ラップサンドもコーヒーも美味しかったですよ。ご馳走様。また来ますね」

　先ほどの伊藤との会話が耳に届き、気を使って励ましてくれただけかもしれないが、素直に喜んだ実乃里は、「ありがとうございます！」と声を弾ませ、女性客を見送った。

（ほら、一度、来店してくれたら、また足を運びたくなる店なんだよ。味も趣味もいいもの。うまく宣伝さえできれば、繁盛すると思うけど、どうしたらいいのか……）

　ＳＮＳでの宣伝は定期的に行っている。けれども東京にはカフェがごまんとあるため、メニューや店内を写しただけのよくある写真では大勢に拡散されるわけがない。

（雑誌に掲載をお願いすると、いくらくらいかかるだろう）

　レジカウンターに体重を預けつつ、実乃里がスマホで検索を始めたら、ドアが開いて若い男性がひとり入ってきた。

　塗料で汚れたジャンパーとデニム姿で、重そうな鞄を斜めがけにした、小洒落たこの街の雰囲気には馴染まない男性である。

　しかしながら、どのような客であっても、今の実乃里には後光が差して見えた。

「いらっしゃいませ」と笑顔を向ければ、レジカウンター前に立った男性は、注文するのではなく、早口でここへ来た理由を説明し始める。

「桜さくらテレビ東京で、十四時から放送されている番組の――」

　彼は桜テレビ東京という放送局の、平日午後の情報番組を担当しているＡＤだという。今、出演者数人が、この通り沿いにある店々にアポなしで入るというロケをしているそうで、café 実りにも取材協力を求めてきた。

　アポなしといっても、一応直前に、スタッフが確認して回っているらしい。

　そう説明した男性ＡＤは、周囲を見回し、「もしかしてお店、閉めてました？」と聞いてきた。

　まだ日の高い時間だが、客が誰もいないので、その可能性を考えたのだろう。

　実乃里は焦って嘘をつく。

「さっきまで団体のお客様がいて、貸切状態だったんです。ちょうど帰られたところで、一時的にこのような状況です」

「そうですか、繁盛しているんですね。お忙しいところすみませんが、カメラを入れさせてください。それで、店長さんは？」

「私が店長の木下です。テレビの取材、ありがたいです。どうぞよろしくお願いします」

　落ち着いた風を装って会話しているが、心の中では興奮し、見えない位置で右手を握りしめる。

（なんという幸運。テレビで宣伝してもらえるなんて、願ってもないチャンス。しかも無料！）

　ＡＤが出ていってから十五分ほどして、ロケ隊が現れ、そこからの実乃里は大忙しである。

　テレビカメラを向けられることは初体験であり、かなり緊張する。

　芸能人が目の前にいて、自分に話しかけてくることも、心拍数が上がる原因だ。

　それでも店を宣伝するべく、舞い上がらないように気をつけて、実乃里は一生懸命に対応する。

　番組出演者は四人いて、ふたりは三十代前半の男性芸人。バラエティー番組でよく見かける、東京出身のコンビである。

　彼らは「店長さんが美人」としきりに褒めてくれて、実乃里は戸惑う。

　二十六になっても童顔はそのままだ。これまで可愛いと評価されることはあっても、美人と言われたことはない。

　素直に喜ぶべきかもしれないが、今は宣伝に必死なので、そんなことよりメニューを紹介してほしいという気持ちでいた。

　あとのふたりの出演者は、番組の司会アシスタントの女子アナウンサーと、刑事ドラマの番宣目的でロケに参加している東ひがし島じまという人気俳優だ。

　東島は三十代後半で、クールでワイルドな雰囲気を持つ。今日はドラマの役柄そのままに、ダークスーツを着ており、惚れ惚れするほど精悍であった。

　東島を見た実乃里は、すぐに龍司を思い出してしまう。

（龍司さんと印象が少し似ている。刑事ドラマの番宣。それも龍司さんと重ねてしまう原因かな……）

　しかし、しんみりしてはいられない。

　この店の人気ナンバーワンメニューを当てるという企画をしている彼らの受け答えをし、同時に料理やドリンク作りもひとりでこなさなければならない。

　ましてや、東島に見惚れている暇などない。

　忙しすぎて、伊藤を買い物に行かせたことを後悔しながら、テーブル席で待つ出演者に、お洒落に盛り付けたベーグルサンドを出した。

　その後に実乃里は、カメラに向けて正解発表することを求められる。

「〝グリルチキンとクリームチーズのベーグルサンド〟は……うちの店の人気ナンバーワンではありません」

　芸人ふたりが大げさに、がっかりしたリアクションを取っている。

　それを予想したのは東島で、片手で額を押さえて首を横に振り、残念がり方も素敵だ。

「また外してすみません。役に立っていないですね」と苦笑する彼を、隣に座っている女子アナがフォローした。

「大丈夫です。東島さんは、すごく惜しいところで外してくださるので、むしろ盛り上げてもらっています」

　それを聞いた芸人ふたりが、口々に彼女をからかう。

「小こ春はるアナ、今日はやけに優しくない？　いつもと違うよな。なんで？」

「ロケ前に東島さんのガチファンって言ってたよ。サイン欲しいって、俺に耳打ちしてきた」

　小春アナと呼ばれた彼女は慌てて否定する。

「東島さんのファンではありますけど、そんなことは言ってないですよ。もう勘弁してください。家に帰ったら怒られます」

「旦那さん怖いの？　優しそうなのにな」

「優しくて厳しいです。それに、すごくヤキモチ焼きで……と、私のことはいいんです。早く一位を当ててください」

「ヤキモチだって。新婚さんが愛されアピールしてくるんだけど。ちくしょー、俺も嫁が欲しいなぁ」

　小春アナは、実乃里と同い年である。美人というよりも可愛らしい印象で、庶民的で親しみやすい。

　新婚の旦那も同局のアナウンサーで、朝の情報番組の司会を務める、実力派の爽やかイケメンだ。

　新婚ネタでいじられ、照れている小春アナを見つめ、実乃里は心の中でため息をつく。

（仕事も恋愛もうまくいった成功者か。いいなぁ……）

　同じ年齢だと思えば、自分と比較してしまう。

　キラキラと輝く小春アナに憧れて、その成功を羨んだ。

（恋愛はもう諦めたけど、この店だけは守りたい。私の夢はまだ叶う途中。経営を軌道に乗せて、たくさんのお客様の美味しいの声が聞きたい……）




　撮影は三十分ほどで終了し、ロケ隊は次の店へ移動を始めた。

　出演者は先に出ていき、スタッフから謝礼として番組特製プリペイドカードをもらった。

　静けさが戻った店内で、実乃里がテーブルを片付けていると、小春アナがひとりで戻ってきた。

「お忘れ物ですか？」

　テーブルや椅子を見回した実乃里に、彼女は「違うんです」と笑顔で話しだす。

「お店の営業時間と定休日を教えてください。人気一位の〝スモークサーモンとアボカドのラップサンド〟がとても美味しかったので、今度プライベートでも来たいと思います」

「あ……ありがとうございます！」

　なんと嬉しいことを言ってくれるのだろう。

　テレビで活躍している有名人が、自分の店のリピーターになってくれる……そのことに実乃里は驚いてから、心底感謝した。

　営業時間と定休日をプリントした名刺サイズの紙を渡し、ＳＮＳでメニューなどの情報を発信していることも張り切って伝えた。

「わかりました、チェックしてみますね。それでは失礼します。今日は取材のご協力、ありがとうございました」

　桜が咲いたように微笑んだ小春アナは、ワンピースの裾を翻ひるがえして出ていった。

　庶民的と言われる彼女だが、実際に会うと、一般人よりは遥かに華がある。

　先ほど感じた成功者への羨みはすっかり消え、テーブルを拭く実乃里の瞳には力強い光が輝いていた。

　単純かもしれないが、小春アナがまた来たいと言ってくれたことで手応えを感じている。

　今日のロケの収録が放送されるのは、再来週なのだそう。

　きっとその後は、大勢の客で賑わうはずだと、期待を大きく膨らませていた。




　十二月の半ばになり、cafe 実りのドアにはクリスマスリースが飾られている。

　テレビの取材を受けた日からひと月半ほどが過ぎていた。

「いらっしゃいませ。ただ今お席がございません。お持ち帰りでもよろしいでしょうか？」

　クリスマスソングが控えめに流れる店内は満席だ。

　席のない客のほとんどはサンドイッチやドリンクをテイクアウトで買い、仕方ないと言いたげな顔で、日が落ちた寒空の下に出ていった。

　時刻は十七時半。

　客層はＯＬや学生、幼児連れの主婦に高齢夫婦とバラエティーに富んでいる。

　閑散としていた店が流行りだしたのは、もちろんあの取材が放送された後からで、テレビの影響力は実乃里の想像以上であった。

　アルバイトを辞めさせるどころか、三人増員し、シフトを組んで常時三人体制で店を回している。

　赤字続きで月々の返済にどこまで持ちこたえられるかと不安に思っていた中での、大繁盛。

　実にありがたく、テレビを視聴する時は桜テレビにチャンネルを合わせるよう、実乃里は心掛けている。

　また来ると言ってくれた小春アナは、二度来店してくれた。

　一度目は放送前のまだ空いている時に夫とふたりで来てくれて、貸切状態の店内でゆっくりとした夫婦の時間を過ごしていった。仲のいい素敵な夫婦であった。

　二度目は放送後一週間ほどしてからで、ひとりで来店した彼女はテイクアウトでサンドイッチを購入してくれた。

『お店、流行ってますね。なんだか私も嬉しいです。頑張ってください』

　そう言ってくれたということは、ほとんど客の入らない店だと気づいて、心配してくれていたのだろう。

　落ち着いた頃にまた夫婦で来るとも言っていたので、次の来店はしばらく先になると思われる。

　小春アナがこの店でのロケを提案したわけではないだろうけど、実乃里にとっては救世主のように感じられて、次回の来店を密かに楽しみにしていた。

「店長、確認お願いします」

　アルバイトの伊藤に声をかけられて、レジ前に立っている実乃里は後ろの調理台に振り向いた。

　デザートプレートには、実乃里が昨日焼いてひと晩冷蔵庫で寝かせ、しっとりとさせたガトーショコラがのせられている。

　粉糖を纏い、生クリームとミントの葉が添えられ、もみの木とジンジャーブレッドマンのアイシングクッキーで可愛らしく飾られていた。

　指示通りの盛り付けに実乃里が頷けば、伊藤はドリンクと一緒に客席に運ぶ。

　もうひとりのアルバイト店員の若い女の子はドリンク担当で、注文と会計と調理の一部を実乃里がこなしていた。

「申し訳ございません。そちらの商品は品切れとなってしまいました。ペッパーシュリンプと五種の野菜のサンドイッチはいかがでしょう？　こちらも人気メニューです」

「へぇ、美味しそう。じゃあそれふたつと、ホットの豆乳ラテとコーヒーをお願いします」

「かしこまりました。横にずれてお待ちください」

　笑顔で汗を流しながら客対応する実乃里の視界の端に、カウンター席で食事をしている女性のひとり客が映った。

　膝丈タイトスカートのオフィススーツを着た彼女は、寒そうにショールを羽織り直している。

　ひっきりなしにドアが開くので、エアコンを高温でフル稼働させていても、ちっとも暖まらないのだ。

「少々お待ちください」と一旦レジ前から離れた実乃里は、膝掛けのブランケットを手に、カウンター席の女性のもとへ。

「店内が暖まらずすみません。こちらをお使いください」とブランケットを渡し、すぐにレジに戻る。

（玄関の改修が必要かも。二重扉にする？　でも、それだとさらに狭くなってしまう。どうしようか……）

　テレビの影響が、この先どれくらい続くのかわからない。

　今、訪れている客の中には、話題の店に一度行ってみたかっただけという人や、通勤や通学、買い物でもこの通りを利用しない遠方からの人もいるだろう。

　そのような客はリピーターになってくれないと思われ、今後の客足は減っていくと予想される。

　大繁盛にも有頂天にならず、実乃里はシビアに現実を見ていた。

　増員したアルバイト店員は三カ月の短期契約にしており、玄関の改修ももう少し様子を見てからにした方がよさそうだ。

　寒さ対策はテーブルの下にヒーターを置くのがいいかもしれない。

　どんなに忙しくても実乃里は手を抜かず、来店してくれるひとりひとりの客に感謝を込めて丁寧に接客している。

　けれども中には、実乃里から笑顔を奪うような困った客もいた。

「やあ、実乃里。今日も可愛いなぁ。コーヒーひとつ」

「かしこまりました……。満席なのでテイクアウトでもよろしいですか？」

「もちろんいいよ。座る気ないから。いつものように実乃里のそばで立って飲む」

　レジカウンターを挟んで実乃里の前に立っているのは、四十二歳の男性で、名前は玄げん成なりという。

　ここから電車で三十分ほどもかかる場所に、彼の住まいと勤め先があるそうだ。

　よれたスーツによもぎ色のジャンパーを羽織り、中肉中背、青髭と小さな目が特徴的な顔をしている。

　趣味は映画鑑賞。古い洋画から最新の邦画までなんでも観るらしい。

　なぜ実乃里が客の詳しい情報を知っているのかといえば、聞いてもいないのに玄成が教えてくるからだ。

　彼も桜テレビの放送を見て、この店……というより、実乃里の存在を知った客である。実乃里を狙って毎日のように来店しては、気のある素振りを見せるのだ。

　注文するのはいつもコーヒーだけで、忙しい実乃里につきまといながら飲むというのも毎度のことである。

　支払いをしてコーヒーを受け取った彼は、実乃里が次の客の対応をしていてもお構いなしにペラペラと話しかけてくる。

　客の切れ間には、「明日、定休日でしょ。偶然俺も有給休暇取ったんだ。どこか行こうよ」と誘ってきた。

「申し訳ありませんが、玄成さんとプライベートのお付き合いはできません」

　はっきりと断った実乃里は、彼に見えるように左手を顔の横に掲げる。

　その薬指には、シンプルな銀色のリングがはめられていた。

　これは玄成対策で、数日前の仕事終わりに伊藤がアドバイスしてくれたのだ。

『結婚指輪をしていたら大抵の男は諦めますよ。私の美人な友人も、男避けの意味ではめてます。店長もどうですか？　他のまともな出会いまでシャットアウトしてしまう可能性もありますけど』

　それで実乃里は昨日、この通り沿いの雑貨屋で、欲しくもない二千円の銀メッキの指輪を買ったのだ。

　玄成以外の男性との出会いもなくなりそうだが、それは全く構わない。

　諦めたとはいえ、折に触れて龍司を思い出してしまう実乃里なので、誰とも恋愛する気はなかった。

　さて、効果はいかほどか……。

　指輪を見せられた玄成は少しも落ち込むことなく、「ははん」と意味ありげに笑った。

　体を斜めに向けると、かっこつけた仕草でレジカウンターに片手をつき、全てお見通しだと言いたげな得意顔で言う。

「いるんだよね、未婚なのに指輪してる子。前狙ってた子もそうだったから、俺にその手は通じないよ。単に指輪が好きだというなら、俺がもっといいもの買ってあげる。明日の十三時に駅の銅像前で待ち合わせして買い物に行こう。必ず来てよ。ずーっと待ってるから」

「ええっ!?　玄成さん、私デートはできませ……行っちゃった」

　勝手な約束を押し付けた玄成が店から出ていってしまい、実乃里はため息をつく。

「伊藤さん、どうしよう」と調理台に振り向き、年下の彼女に助言を求めれば、「行ったら駄目ですよ」と怖い顔で注意された。

「行かないけど、待たれてると思うと、明日は落ち着かない一日になりそう」

「それが奴の狙いかもしれません。自分を意識させる作戦です。警察にストーカーとして相談してみるのは？」

「うーん、まだそこまでのことされてないから、警察はちょっとね」

　連絡先は知られていないし、待ち伏せされたり後をつけられたりもしていない。

　つきまといは店内のみという状況で、ストーカー呼ばわりしていいものかと、実乃里は躊躇した。

　もう少し様子を見ようと肩をすくませた実乃里に、伊藤は真面目な顔をして別の提案をする。

「彼氏を作るのも手ですよ。できれば見た目がちょっと怖めで年上がいいと思います。強くて頼もしい守ってくれそうな彼氏ができればきっと、奴は諦めると思います」

　伊藤が言った彼氏像は、龍司にピタリと当てはまり、実乃里の胸に虚しい風が吹く。

「そんな素敵な人は、私なんか相手にしないよ」と力なく笑えば、長身の伊藤に見下ろされ、肩を叩かれて励まされた。

「店長は自信を持っていいと思います。恋愛に興味なさげなそのガードを解けば、絶対にいい男が寄ってきます。小柄で童顔で可愛らしい見た目が羨ましいです」

「ありがとう。私からすれば、長身で大人っぽい顔の伊藤さんが羨ましいんだけどね」

　ないものねだりのふたりの会話は、そこで終了となる。

「いらっしゃいませ。ご注文はこちらでお願いします」

　伊藤は空いたテーブル席を片付けに行き、実乃里は新たに来店した客の注文を聞く。

　その忙しさが、今日はいつにも増してありがたく感じる。

　なぜかといえば、今日は十二月十七日。潜入捜査を終えた龍司が実乃里の前から消えた、忘れられない〝あの日〟であるからだ。

　龍司のことは吹っ切れたつもりでいても、今日ばかりはどうしても三年前の悲しみと切なさを思い出してしまう。

　それを無理やり押し込めて、もっと忙しくなれと、実乃里は願っていた。




　時刻は二十時四十分。

　店のクローズは二十時半で、店内にいるのは実乃里ひとりだけである。

　アルバイトのふたりには閉店と同時に上がってもらい、掃除や翌日の仕込みはいつも実乃里がひとりで行っている。

　帰りは終電になることもあるが、モーニングはやっておらず、開店は十一時からなので、休息は取れているつもりだ。

（明日は定休日だから仕込みはいらない。レジを閉めて掃除をしたら帰れる。あ、在庫チェックは今日中にやってしまおうか。明日は春の新メニューの試作に時間を割きたいし……）

　ドアにはクローズの札がかかっており、店内照明は客席の方だけ一段階暗くしてある。ＢＧＭも止め、聞こえるのは食洗機の稼働音のみであった。

（まずは客席の掃除から……）

　制服のハンチング帽を脱いだ実乃里は、奥からモップを持ってきて床を掃く。

　すると後ろでドアが開けられた気配がして、冷たい外気が入り込み、集めた埃ほこりがふわりと舞った。

「すみません、本日の営業はもう――」

　ドアに振り向いた実乃里は、言葉を切って固まった。

　心臓が大きく跳ね、目を見開き、手から滑り落ちたモップがカウンターテーブルに当たって止まる。

「なんだ、もう閉店時間か」

　店内に一歩入って後ろ手にドアを閉めたその人は、三年ぶりに聞く、低く響きのいい声でそう言った。

　長身で、ダークスーツの上に黒いコートを羽織り、逞しく精悍な顔立ちの男性は、龍司であった。

　実乃里としっかり視線を合わせているのに、少しも驚いていないところを見れば、ここが実乃里の店だとわかって訪ねてきたようだ。

　口の端をニヤリとつり上げた龍司は、「出直す」と言って背を向け、ドアノブに手をかけた。

　ハッと我に返った実乃里は、焦って彼の背中に飛びつき、両腕を胴に回して叫ぶように引き止める。

「まだやってます。営業時間内です。今から開店なんです。龍司さん、帰らないで！」

「わかった、わかった」

　龍司は笑いを含んだ声でそう言ってから、強く抱きつく実乃里の腕を解こうとする。

「肋骨二本、折れてんだ。そこは痛いから離してくれ」

「ご、ごめんなさい！」

　慌てて龍司から離れた実乃里は、またなにか危険な仕事をやらされているのかと心配になる。

（今はどんな仕事をしているの？　これまでどうしていたの？　もう二度と会えないと思っていたのに、なぜ会いに来てくれたの……？）

　疑問が渦うずを巻くけれど、口を開けば込み上げる切なさや喜びで泣いてしまいそうなので、問いかけることはできない。

　振り向いた彼と、半歩の距離で視線を合わせた。

　前髪が目にかかりそうな黒髪も、美麗で涼やかな瞳も、三年前となにも変わらない。

　けれども時が戻ったように感じられないのは、会えなかった期間に、実乃里が随分と苦しんだせいなのか。

　恋を捨て、仕事に生きると自分に言い聞かせながら、夢の実現に必死になった日々。

　カフェの開店と維持に全力を注いだことで、今では龍司への未練を断ち切ったつもりでいたが、こうして顔を合わせると胸が揺さぶられてしまう。

　会えない日々に慣れて平気になったわけではなく、ただの強がりであったのだと痛感し、実乃里の目に涙が滲んだ。

　溜まった涙が流れぬうちに、ブラウスの袖でグイと拭い、実乃里は笑顔を作る。

　泣いて困らせ、帰りたい気持ちにさせないように明るく話しかける。

「龍司さん、お腹空いていませんか？　人気商品は売り切れなんですけど、なにか作りますよ」

「それなら卵サンド、頼めるか」

「胡椒とマスタード抜きで」と言ったふたりの声が重なり、同時に笑い声をあげる。

（龍司さんが声を出して笑ってる。笑わない人かと思っていたのに、違うんだ……）

　どうやら龍司の方も、三年前となにも変わっていないわけではないようだ。

　あの頃より表情が穏やかで、暗い影がなくなったように思う。

　これが龍司の素顔なのかもしれないと実乃里は感じ、猿亘組の潜入捜査から解放された彼の今にホッとしていた。

　テーブル席は壁際の座席が、ひと繋がりのベンチシートになっている。

　そこに龍司を座らせて、実乃里は調理場へ。

　この店のメニューにある卵サンドは、生クリームを加えてマヨネーズなどで味つけした、フワフワの厚焼き卵を挟んだものである。

　それを作っては意味がないので、三年前にロイヤルで出していた、ゆで卵を潰したものを再現し、コーヒーと共に龍司に出した。

　四角いカットの仕方も、盛り付けも、全く同じである。

　コートを脱いで、ネクタイなしのスーツ姿になっている龍司は、テーブルに置かれた卵サンドに目を細め、口元を綻ばせた。

「どうぞ、召し上がってください」

「ありがとう。うまそうだ」

　実乃里はテーブルの横に立ち、胸を高鳴らせて龍司を見つめている。

　自分が作った卵サンドを、もう一度、彼に食べてもらえる日が来るとは思わなかったので、嬉しくてたまらない。

　ひと切れを手にして、口に運んだ龍司は、味わって飲み込んでから、感嘆の息をついた。

「ああ……懐かしいな。これを求めていた。どの店より、実乃里の卵サンドが一番うまい」

　溢れそうなほどの喜びで、実乃里の涙腺がまた緩みそうになる。

　それをぐっとこらえて笑顔をキープする実乃里に、龍司が「座れ」と隣を指し示した。

　実乃里がベンチシートに腰を下ろすと、彼はふた切れめの卵サンドとコーヒーをゆっくり楽しみながら、優しい目を向ける。

「夢を叶えたんだな。実乃里らしい、いい店だ。開店までは大変だったろう」

「そうなんです。控えめに言って、かなり大変でした」

　実乃里は開店までの苦労を、笑い話として明るく龍司に聞かせる。

　昨年、融資を受けたいと銀行に相談に行っても、軽くあしらわれて断られた。

　それで開店に必要な諸々の経費や、その後の経営プランを詳細まで記入した計画書を作成し、再度銀行に足を運んだのだが、それでもお金を貸してくれなかった。

　もしや童顔が災いしているのではと思い、母親の服を借りて老け顔メイクを施し、リトライすれば……なんと、快く応じてもらえたのだ。

　やはり見た目での信用性というのも、大切なのだと学んだ。

　出店場所や、店内レイアウトの決定、調理設備の入手や役所関係の申請などもやらなければならない。プランナーに依頼すれば簡単なのだが、資金不足のため、実乃里がひとりで調べて準備した。

　時には失敗して損をすることもあり、開店までの道のりは険しいものであった。

　それでも夢であるから、前向きな気持ちで頑張り通すことができたのだ。

「そうか。よくやった、えらいな」

　龍司が頷いて褒めてくれたので、実乃里はまたしても泣きそうになり、急いで話題を変える。

「龍司さんは？　今はなにをされているんですか？」

「俺は、やりたいことをやっている」

　曖昧なことを言って三切れめの卵サンドを頬張るから、教えてくれないのかと実乃里は不満に思う。

　けれども、それを食べ終えると、隠さず話してくれた。

「俺は今、少年犯罪の方を担当しているんだ」

　三年前まで組織犯罪対策部で杉谷の部下として働いていた龍司は、猿亘組の一件の後に、自ら異動願いを出した。

　龍司は十代の頃はグレていて、非行歴のある少年だった。

　杉谷が警察官になれと誘ってくれなければ、もしかすると悪の道を突き進み、本物の極道になっていたかもしれない。

　龍司が潜入捜査の間に気づいたことは、組に入ってくる若者たちが、最初から極悪人ではないということだ。

　自分がなにをやらされているのか、よくわかっていない下っ端もいる。

　極道になる前に、親身になって止めてくれる大人がそばにいたなら……と、龍司は口惜しく思っていたそうだ。

　だからこれからは、自分が悪ガキどもを叱って真っ当な道に進ませる。

　かつて自分を救ってくれた杉谷のように。

　そう思っての異動願いであったという。

　杉谷は今なにをしているのかというと、出世して組織犯罪対策部のトップに立っている。

　龍司を利用して自分だけが偉くなったわけだが、龍司はそれで満足しているという。

　そして今でもたまに、口外できない案件で、個人的に使われているそうだ。

　極道よりも悪巧みをしそうな杉谷の顔を思い出した実乃里は、思わず眉を寄せた。

　龍司に危険な任務をやらせて、得をしたのが杉谷のみだというのが、実乃里は気に触る。

「杉谷さんって、警察なのに悪い人ですよね」

　ついそのように非難してしまうと、龍司がクッと笑う。

「あの人はしたたかで、確かに善人とは言えないな。だが、俺の恩人であることは間違いない。受けた恩は返したいと、俺が望んでやったことだ」

「そうなんですか……。龍司さんが納得しているのなら、私もそれでいいと思います」

　龍司の恩人を悪く思うのはやめにした実乃里は、気を取り直して口元に笑みを戻す。

「なんだか今日は雄弁ですね。話してくれて嬉しいです。あの頃は極秘任務を背負っていたから寡黙だったんですか？」

　そう問いかければ、龍司が苦笑した。

　最後のひと切れを手にした彼は、若干、照れくさそうに言う。

「いや、俺は今でも口下手だ。こんなに話す自分は、らしくない。久しぶりにこれを食べたせいで、舞い上がっているのかもしれないな」

　潜入捜査中の龍司は、気を抜くことができない生活を送っていた。

　極道たちに正体がばれぬよう、若頭として猿亘組のために働きつつも、幹部たちを一網打尽にするための証拠集めをする日々は、彼の精神と肉体を疲弊させた。

　胃が痛むのは、日常的であったという。

「そんな中でも、ロイヤルの卵サンドはうまかった。これに救われていたのだと気づいたのは、あの町を去って半年くらいしてからだったな。夢にまでお前と卵サンドが出てきた。俺にとってはあれこそが家庭の味で、それを自ら手放してしまったんだと、思い知らされた」

　それほどまでに実乃里の卵サンドを恋しがってくれていたとは、嬉しい驚きである。

　それと同時に〝家庭の味〟と言われて、戸惑ってもいた。

　実乃里にとっての家庭の味とは、母が作ってくれた味み噌そ汁しるや肉じゃが、クリームシチューなどである。

「この卵サンドが家庭の味なんですか？」と不思議に思って尋ねれば、「おかしいか？」と逆に問い返された。

「うーん……」

「ガキの頃の俺の家は、家庭として機能していなかった。お袋の手料理を食べた記憶もない」

　龍司の少年時代の家庭事情は、かつて杉谷が教えてくれたので、大雑把には知っている。

　母親は離婚と再婚を繰り返し、幼い龍司が家にいるのに、平気で新しいパートナーと情を交わす女性であったと聞いた。母性が薄いとも言っていたので、子供のために料理をするような母親ではなかったのだろう。

　実乃里は眉を下げ、少年時代の龍司を不ふ憫びんに思って聞いているが、彼は少しもつらそうではなく、過去は過去として割り切っているように穏やかに話し続ける。

「そんな家だったから、家庭料理というものが感覚としてわからなかったんだ。それが、実乃里の卵サンドを食べたことで理解できた。ああ、これが家庭の味というものかと。俺のために、工夫して作ってくれていただろう」

「あっ……」

　実乃里の作る卵サンドはロイヤルのレシピではなく、龍司のためだけのオリジナルであった。彼が美味しく食べてくれるようにと、それだけを願い、彼の苦手なスパイスを抜いた分、どのように味のアクセントをつけようかと試行錯誤した。

　だから毎回、微妙に味の違いがあったと思う。

　定まらない味というのも、家庭の味と表現したくなる理由かもしれない。

　龍司を想う実乃里のまっすぐな気持ちは、卵サンドを通してしっかり伝わっていた。

　それは再会に驚いた直後よりも実乃里の胸を揺さぶって、今度はこらえきれずに涙を流してしまった。

　彼のために出したおしぼりで目を押さえ、涙を止めようとする。

「なぜ泣く？」と困ったように問われ、実乃里は震える声で答えた。

「想いが伝わっていたことが嬉しいんです。私の卵サンドを忘れずにいてくれたことも。会いに来てくれて、ありがとうございます……」

「ああ、忘れられない味だ。おそらく今後もな」

「もう泣くな」と実乃里の頭を撫でてから、龍司は全てを食べ終えた。

「うまかった。ご馳走さん」

　満足げにそう言った後に彼は、「ところでお前は――」と話題を変えようとする。

　けれども、おしぼりで涙を拭う実乃里の左手に視線を止めると、言葉を切った。

「ああ、そうか」と低く呟いてなにかに納得し、視線を逸らす。

　カップに半分残っているコーヒーを飲み干した龍司は、ジャケットの内ポケットから革財布を取り出して「いくらだ？」と淡白な声で聞く。

「お代はいりません」

「それは駄目だ。お前に奢られたくはない」

「その卵サンド、メニューにないので値段もありません。それより、なにを聞こうとしてたんですか？　途中でやめられると気になるので言ってください」

　涙の止まった目で龍司の横顔を見つめれば、小さく息をついた彼の視線が実乃里に戻された。

「結婚したんだな。お前が幸せなら、なにも言うことはない。これからも店を頑張れよ」

　龍司は一万円札を出してテーブルに置くと、コートを掴んで腕にかけ、席を立った。

　実乃里も慌てて立ち上がり、帰ろうとしている彼の腕を掴んで引き止める。

「待ってください！　結婚なんてしてません。恋人もいません。この指輪は男性を避けるために、はめているだけなんです」

　眉を寄せて振り向いた龍司に、実乃里は誤解を解こうと焦って説明する。

　困った客である玄成のことと、アルバイトの伊藤が指輪を提案してくれたことを。

（玄成さんに効果はなかったのに、どうして龍司さんには効いてしまうのよ。早く取らないと……）

　実乃里は急いで安物の指輪を外し、テーブルに投げ置いた。

　目を瞬かせている龍司の右手を取り、両手で握りしめて、まっすぐに視線を合わせる。

「会えなくなっても、ずっと龍司さんを想っていました。私を抱いた人は龍司さんしかいません。過去にも未来にも、抱いてくれるのはあなただけです」

「未来にも……自信満々だな」

　呆れて苦笑されても実乃里はへこたれず、笑顔を作ってみせる。

「だって私に会いに来てくれたんですもの。自信を持ってもいいでしょう。前よりいい女になったと思うんですけど、どうですか？」

　少しおどけて余裕があるふりをした実乃里だが、本心ではそんなに自信があるわけではない。

　もしかすると、実乃里に会いたかったわけではなく、卵サンドだけが恋しかったのかもしれない。

　自分は相変わらずの童顔で、いい女になったとは少しも思っていない。

　それでも強気なことを言わなければ、勇気がくじけてしまいそうな気がしたのだ。

（もう龍司さんと離れたくない。お願い、私の気持ちを受け止めて……）

　自分の鼓動を耳の奥で聞き、大胆発言の羞恥で、全身の血液が顔に集中している。

　そんな実乃里の強がりは、龍司に伝わっているようだ。

　片手で彼女の腰を引き寄せ、もう一方の手で顎をすくった龍司は、至近距離から真っ赤な顔を見つめてフッと笑う。

「ああ。惚れ惚れするほど、いい女になったな」

　大人の余裕を感じさせる声と、甘く誘うような男の色香を湛える瞳。

　苦しいほどに実乃里が鼓動を弾ませれば、一瞬で唇を奪われた。

　三年分の空白を埋めようとするかのように、情熱的で激しいキスは、実乃里から虚勢を奪い去る。

　会いたくても会えなかった切なさを伝えたくて、肋骨が折れていると言われても、その背に腕を回して縋りついた。

　二度と置いていかないでという思いでいる。

　そんな実乃里に応えて、爪先が浮くほど彼女を強く抱きしめる龍司は、濃厚に舌を絡ませて静かな店内に水音を立てる。

　やがて彼の唇は頬を滑り、耳へと移動した。

　そこに低く艶めく、欲望を滲ませた声を吹き込む。

「実乃里、お前が欲しい。俺の女になれ」

「は、い……あっ」

　ブラウス越しに上から下へと背筋をなぞられ、実乃里は熱い吐息を漏らす。

　三年前のたった一度の情事が、まるで昨夜のことのように鮮やかに蘇り、体が芯から火照りだした。

「龍司さん、好――」

　告白はキスで遮られ、先ほどよりも猛たけ々だけしく唇を犯される。

　息苦しさに実乃里が唇をずらせば、逃がしはしないと言うように、龍司の唇が追ってくる。

　深く交わり、酸素を求めて逃げては、また追いつかれる。

　断続的に続く長いキスの合間に、龍司が溜め込んでいた想いを聞かせてくれる。

「やっとわかった」

「なにをですか？」

「この三年間、なにか足りないと思い続けていた。それは……お前だ」

「嬉し……んっ。龍司さん待って、これ以上は苦しい……」

「駄目だ。長い間飢えていたんだ。もっと味わわせろ。俺の腹が満たされるまで」

　心の底から求められていることを実感させられた実乃里は、心と体を震わせる。

「最高の味だ」

　薄目を開ければ、ぼやけるほどの至近距離には、愛しげに弧を描く精悍な目がある。

　三年越しの想いが実り、歓喜の中で涙する実乃里であった。
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あの頃の自分へ




　数時間の残業を終えて帰宅した龍司は、自宅マンションの玄関ドアを開けた。

　そこに揃えて置かれている二十三センチの小さなパンプスを見て、微かに頬が緩む。

　一週間ほど前に、この２ＬＤＫの部屋を借りて引っ越し、実乃里とふたり暮らしを始めた。

　三年ぶりの再会を果たしたのは、二カ月ほど前のこと。

　ふたりとも仕事に忙しく、なかなか会えないので、実乃里が一緒に住みたいと言いだしたのだ。

　龍司は少し驚いたものの、拒否する理由がない。

　今は潜入捜査をしておらず、少年犯罪を担当する部署で、不規則勤務の仕事をしており、自宅に機密資料や危険な押収品などは保管していないのだから。

（まだ帰ってないのか。今日はいつもより遅いな……）

　実乃里が仕事の日に履いていくスニーカーが、玄関になかった。部屋も暗く人の気配もないので、帰宅はこれからのようだ。

　短い廊下を進み、北欧調の優しい風合いの家具を揃えたリビングに入った龍司は、天井照明とエアコンをつけた。

　二月下旬の夜は、まだ暖房が必要だ。

　壁掛け時計を見ると、時刻は二十二時になろうとしている。

　ここは実乃里の店から徒歩五分の場所で、治安はいいが、夜遅くなれば心配になる。

　龍司は迎えに行こうと思い、コートを脱がずに玄関に向かう。

　すると、ポケットでスマホが震えた。

　取り出して確認すると、実乃里からの着信である。

　電話に出た龍司に、実乃里が申し訳なさそうに言う。

《龍司さん、今、忙しいですか？》

「いや、ちょうど帰宅したところだ。どうした？」

《ちょっとお願いがあるんですけど……》

　実乃里の頼みは、店に来てほしいというものであった。

　閉店時間を過ぎた店に、玄成という常連客がひとり現れて、なかなか帰ってくれないという。

『恋人がいると言っているのに、信じてくれないお客さんがいるんですよ。私って、そんなにモテない印象でしょうか？』

　以前、実乃里が、苦笑しながらそのように話してくれた時にも、同じ名を聞いたと思い出した龍司は、眉間に深い皺を寄せた。

「すぐ行く」

《あの、急がなくてもいいですよ。緊急事態ということではないので――》

　気を使っているような実乃里の言葉を最後まで聞かずに電話を切った龍司は、玄関を出て走りだした。

（言い寄る男とふたりきり。緊急事態だろ）

　もっと危機感を持ってほしいと、龍司は焦りの中で考える。

　思えば実乃里は、三年前から危なっかしい行動をたびたび見せていた。

　龍司に会いたさに、猿亘組の事務所のインターホンを平気で鳴らす。

　組と深い関係にあるスナックでアルバイトをしたり、一尾に誘われるがままに事務所で一泊しようとしたりしたこともあった。

　実乃里は自己評価として、しっかりした大人だと思っている節がある。

　カフェを開くという夢を実現し、黒字経営を続けているところは立派だが、それ以外はどうだろう。

　誰かに傷つけられてから後悔しても、遅いというのに。

　龍司は風のように夜道を走り、二分足らずでカフェの扉を開けた。

「龍司さん、早いですね。走らせてしまってすみません」

　調理場に立ち、片付けをしている様子の実乃里が、すまなそうな目を龍司に向けた。

　レジカウンターに体重を半分かけるようにして立っている、玄成もいた。

　スーツの上に、よもぎ色のジャンパーを羽織った、中肉中背の男だ。

　年齢は龍司より、五歳ほど上に見える。

　童顔で小柄な実乃里なので、一見すると親子ほども歳が離れているように感じるが、世の中には少女を恋愛対象にするような危ない男もいる。玄成も、その類いなのかもしれない。

　龍司の刑事としての勘が働き、この男はこの場で締めておかないと危険だと判断する。

　ドアの方に振り向いた玄成は、鋭い目をする龍司にビクリと肩を揺らした。

　おそらく現れた男が、予想していたタイプとは違ったのだろう。

　もしくは、これから恋人を呼ぶと言った実乃里の言葉を信じず、誰も来ないと高を括くくっていたのではあるまいか。

　けれども驚きは一瞬で、焦りを隠すようにフンと鼻を鳴らした。

「騙そうったって、そうはいかない。大方、知り合いの中で一番強面の男に、彼氏役を頼んだのだろう。君たちは雰囲気がまるで違うから、恋人同士ではないな。僕の方がずっと似合っている」

「実物を見ても信じないなんて、もうどうしたらいいのよ……」

　実乃里が片付けの手を止めて、ほとほと困り果てた顔をした。

　玄成の思い込みの強さや、相手の迷惑を無視した態度から、実乃里に被害届を出させて、警察として警告するべきかと龍司は考えていた。

　その冷静さの一方で、不愉快な思いが込み上げる。

（俺たちの雰囲気が違うだと？　こいつはなにを当たり前の能弁を垂れているんだ。そんなくだらない理由で、恋人失格だと言われたら、腹が立つな）

　コートに片手を入れた龍司は、玄成に視線を止めて、ゆっくりと歩きだす。

　虚勢を張っていた玄成だが、強面の龍司に近づかれるのは怖いようで、逃げるように横へずれた。

「な、なんだよ。暴力を振るう気なら、警察を呼ぶぞ」

　自分がその警察官だとは言わず、龍司はレジカウンター前に立つと、「実乃里」と呼び寄せる。

「はい」

　なんだろうという顔をして、調理台から離れた実乃里はレジに近づく。

「もう少し、前に来い」

　目を瞬かせつつも、実乃里がカウンターにほんの少し身を乗り出すようにしたら……龍司がその顎をすくって唇を奪った。

「りゅ、龍司さ……んっ」

　実乃里は人前であることを気にして、キスを拒もうとしたようだが、龍司は逃がさない。

　片手で顎を鷲掴み、少々手荒く、実乃里の唇を蹂じゅう躙りんする。

　すぐに実乃里もうっとりとした顔になり、目を閉じると、積極的に舌を絡ませてきた。

　すると、舌打ちが聞こえた。

　唇を離さないままに、龍司が横目で玄成を確認すると、悔しげに鼻の付け根に皺を寄せている。

「清純派じゃないのかよ。いかにも男を知らないって顔してるくせに騙しやがって。がっかりだ！」

　憤慨した様子の玄成は、足を踏み鳴らしてドアへと進む。

　やっと実乃里を離した龍司は、ドアの取っ手に触れた玄成を睨みつけ、厳しい声で忠告した。

「二度と実乃里の前に現れんな。俺の女に手を出す奴には、容赦しない」

　玄成が「ヒッ」と悲鳴をあげたのはどういうわけか。

　龍司としては警察の世話になるという意味で言ったことであったが、玄成は脅しと受け取ったのかもしれない。

「ま、まさかヤクザ者……すみませんでした！」

　勝手に勘違いすると、慌てて店を出ていった。

　腕組みをした龍司が、「誰が極道だ」とこぼせば、実乃里が笑う。

「元若頭ですもの。睨まれた一般人は怯みますよ」

「元ではなく偽だろう。俺の顔は、そんなに怖いか？」

「そうですね。〝怖かっこいい〟という感じです。私はすごく好みですよ。ロイヤルで一目惚れしたんですから。さっきの〝俺の女〟っていう脅し、すごく嬉しかったです。もう一度言ってもらえますか？」

「喜んでる場合か」

　やはり実乃里は危機管理意識が薄いと感じた龍司は、カウンターに背を向けた姿勢で嘆息する。

「あいつ以外の客であっても、なにかあれば、すぐに俺に言え」

「はい、ありがとうございます。でも、玄成さんほどしつこいお客さんは、そうそういません。他の人は、連絡先や住所を聞いてくるくらいです」

「まさか、教えてないだろうな？」

　顔だけ振り向いた龍司の眉間に、皺が寄る。

　浮気を疑っているわけではない。実乃里のことだから、相手の下心に気づかず、能天気に連絡先を交換しかねないと心配したのだ。

　すると、レジカウンターから実乃里が出てきて龍司の正面に立ち、嬉しそうに微笑む。

「連絡先を聞かれたら、カフェのチラシを渡してます。店の電話番号と、ホームページのアドレスを載せていますので」

「そうか」

「私は子供じゃないのに、そんなに心配ですか？　どうして？」

　なにかを期待するようなキラキラとした眼差しを向けられて、龍司はやれやれという思いで息をついた。

（こいつは、刑事相手に誘導尋問する気か……）

　実乃里としては、愛しているからだという返事が欲しかったようだけど、あいにく龍司は、甘い台詞を平気で吐ける性分ではない。

　実乃里から離れて壁際のベンチシートに腰を下ろし、無愛想に言う。

「片付けが終わったなら、支度しろ。帰るぞ」

「質問の答えは？」

「帰ってから教えてやる。ベッドの中でな」

　途端に実乃里の頬が赤くなる。

　自分で仕掛けておきながら照れるとは、思い切りがいいのか恋愛に不慣れなのか、わからない反応だ。

　実乃里はモジモジとしており、それを見つめる龍司の目は優しい。

（まだウブだな……）

　そのように心の中で呟いて、ひと回り年下の恋人を愛しく思うのであった。




　それから二時間ほどが経ち、ふたりは自宅の寝室にいる。

　龍司はインテリアにこだわりがないため、この家に引っ越して新調した家具は、実乃里が選んだ。

　ふたりが横になっている、木製フレームのダブルベッドもそうで、六畳半の寝室を埋めている。

　ベッドランプのオレンジ色の明かりが、枕の周囲を照らす中、ふたりは繋がり合う。

「龍司さん、そこ、気持ちいい……」

「そこって、どこだよ」

「言えないですよ。いじわ……あっ」

　実乃里を組み敷いていた龍司が、小柄な彼女を抱えるようにして体を反転させ、自分の上にのせた。

　実乃里は、真新しいシースルーのスリップだけを身につけている。

　黒地に紫色のフリルをあしらったセクシーなデザインで、童顔な実乃里のイメージに合わない大人っぽい下着である。

　龍司に釣り合う大人の女性になりたいという女心から、このような下着を選んだようだ。

　軽くて飛んでいきそうな実乃里の腰を支えつつ、一定のリズムを刻んでいる龍司は、揺れるスリップを見て口元を綻ばせた。

（もう三年半ほど前になるのか。あの夜を思い出しちまった……）

　冬の夜、雨に濡れた実乃里を致し方なく自宅に上げた後、彼女の初めてを奪う結果となった。

　スナック深雪のママから贈られた、セクシーな下着を身につけた実乃里は、背伸びをしたがる年頃の少女のようであった。

　けれども、ガキが色気づくなと、笑い飛ばすことはできなかった。

　平気なふりをしていたが、内心は穏やかでいられない。似合わぬ下着姿にそそられ、湧き上がる欲情をこらえるとは、どうしてしまったのかと、戸惑っていたのだ。

　結局、実乃里に負けて抱いてしまったのは、彼女に惹かれる心があったからだろう。

　いつでもまっすぐで、ひたむきな姿は、尊敬に値する。

　龍司は若かりし頃、夢も希望もなく、生きる意味さえわからずに、不良仲間とつるんでいた。

　自分とは正反対に、恋も夢も全力で追いかける実乃里は眩しくて、尊い存在に感じていたのだ。

　今の実乃里も、叶えた夢を守るために、いつも一生懸命だ。

　そんな彼女を一番そばで支え、守っていきたいと、龍司は考えている。

　この先、ずっと……それが、まだ実乃里に言っていない彼の夢であった。

（杉谷さんに、二度も助けられたな。実乃里が店を開いたことを教えられなかったら、こうして抱くこともできなかっただろう）

　会えなかった期間、龍司は一度もロイヤルを訪ねることはなく、実乃里を捜そうともしなかった。

　会いたくなかったわけではなく、実乃里の安全を考えてのことである。

　猿亘組の組員たちは龍司を恨んでいるだろうし、そばにいれば実乃里まで危害を加えられる恐れがあるからだ。

　そう思い、三年前のあの日に、二度と実乃里に会わない覚悟でロイヤルを出て、彼女の前から姿を消した。

　けれども組員からの報復はなく、概おおむね平穏な日々が続いている。

　そうなると実乃里の顔が頭に浮かび、どうしているかと思う夜も少なからずあった。

　喫茶店に入れば卵サンドを頼み、コンビニでもそれを買う。

　実乃里の卵サンドの味を求めている自分に気づいてはいたが、なにも告げずに去っておきながら、今さら会いに行くのは卑怯な気がして捜そうとはしなかったのだ。

　そうして三年が経とうとしていたある日、龍司は杉谷に呼び出され、もとの部署である組織犯罪対策部に朝から顔を出していた。

　半日こき使われた後の昼食は、コンビニで買ってきた卵サンドだ。

　それを味気ないデスクで食べていたら、杉谷にこう言われた。

『ロイヤルのお嬢ちゃんが自分の店を開いたんだってな。テレビに映っていたそうだ。我慢せずに、あの子の卵サンドを食いに行ってこい。そんな風にまずそうに食われたら、コンビニも迷惑だろ』

　物足りない気分で食べていたのは確かだが、顔には出していないつもりだった。

　それなのに杉谷に心を読まれ、龍司は気恥ずかしい思いをしながらも『コンビニで充分です』と嘘をついた。

　実乃里が夢を実現させたことは喜ばしいが、自分が会いに行っても戸惑わせるだけではないかと考えていた。

　三年あれば、心変わりしていてもおかしくない。

『なに拗すねてんだよ。胃袋に正直になれや』

　杉谷は龍司の頭を手荒に撫でて、そう言った。

　少年時代に親のように面倒を見てくれた恩人とはいえ、強面の刑事になった龍司に対し、そのような扱いができるのは杉谷しかいないだろう。

　杉谷には一生、頭が上がらない。

　正直になれと言われた言葉が、胸に深く染みた。

　そうして龍司は、実乃里に会いに行くことを決意したのだ。

　過去を振り返るとともに、実乃里への愛しさを再確認していたら、龍司の上で体を弾ませる実乃里の嬌きょう声せいが切なげになってきた。

「龍司さん、もう駄目です！」

　突き抜けそうな快楽の波に溺れて、涙目で訴える実乃里を、龍司は満足げに見る。

　少女のように小柄で童顔な見た目に、セクシーな下着と色気のある声。

　そのアンバランスさにゾクリとそそられたら、可愛さ余って加虐心が芽生える。

「駄目とは、どういうことだ？　俺に愛されたくないのか？」

「え……今なんて!?」

　甘い台詞が不得手な龍司が、愛などと口にしたため、実乃里は驚いているようだ。

　体の位置を再び入れ替えて実乃里を見下ろした龍司は、その瞳に男の色香を湛え、古傷だらけの筋肉質な腕で華奢な体を抱きしめる。

　そのまま無言で動きを速めると、実乃里はたまらず甘く呻きながらも、愛の言葉を催促する。

「龍司さんに言ってもらいたいんです。自信をつけさせてください……ああっ！」

　実乃里の体が痙けい攣れんすると、龍司は動くのをやめてやる。

　おそらく頭の中が真っ白になっているであろう実乃里の耳に口をつけ、「愛してる」と囁いた。

「聞こえたか？」

　目の焦点が定まってきたところの彼女を見下ろし、ニヤリとして問えば、案の定「え？」と聞き返される。

「お前が欲しがっていた言葉を言ってやっただろう」

「嘘、聞こえなかった……もう一度、お願いします」

「実乃里の作る卵サンドが世界一好きだと言ったんだ」

「ええー、嬉しいけど、それじゃないんです……」

　不満げに口を尖らせる仕草も可愛らしく感じられ、龍司は口づける。

　ゆっくりと動きを再開させつつ、今度は聞こえるように言った。

「実乃里を愛してる」

　途端にパッと花が咲いたような笑顔を見せる恋人に、龍司は目を細める。

　実乃里と暮らすようになって幸せを感じると、龍司の頭には決まってある者の顔が浮かぶ。

　それは、冷めた目をした、少年時代の自分だ。

（お前のその後の人生は悪くない。心配するな）

　一生かけて守りたいと思う女を抱きしめながら、心の中で少年を励ます龍司であった。




【完】










あとがき




　この文庫をお手に取ってくださいました皆様に、厚くお礼申し上げます。

　龍司と実乃里の恋はいかがでしたでしょうか？

　潜入捜査官のため、龍司に積極的に恋愛させるわけにいかず、ドキドキをどのように盛り込めばいいのかと悩みました。

　こうなればヒロインを押せ押せにするしかないと思いまして、何度ふられても諦めない実乃里が生まれました。

　ベリーズ文庫らしからぬヒーローとヒロインですが、こういう恋愛ものもアリだと思っていただけると幸いです。

　私はすぐにへこたれる性格なので、実乃里の素直な前向きさと根性を羨ましく思いながら書き進めました。

　同じ経験も気持ちの持ちようによって、いいことにも悪いことにもなる。

　できればプラス思考でありたいものです。

　それが私にとってはなかなか難しいことなのですが、明日の成功のために実乃里の考え方を見習おうと思います。

　再会シーンの前に登場した女子アナ、小春についてご紹介を。

　小春は、二年前にベリーズ文庫にて発売された『俺様御曹司の悩殺プロポーズ』のヒロインです。

　桜テレビという架空のテレビ局を舞台にしたラブコメディ。ダメ女子アナの小春が、二面性のあるイケメン上司アナウンサーにしごかれ、悩殺ボイスに腰砕けにされつつ恋をします。

　もしご興味がありましたら、こちらの作品も覗いていただけると嬉しいです。

　最後になりましたが、編集担当の井上様、妹尾様、文庫化にご尽力いただいた関係者様、書店様に深くお礼申し上げます。

　表紙を描いてくださいました北沢きょう様、色気が溢れ出る素敵なイラストに感激しました。実乃里がセクシーで釘付けです。心よりお礼申し上げます。

　文庫読者様、ウェブサイト読者様には、平身低頭で感謝を！

　またいつか、ベリーズ文庫で、皆様にお会いできますように……。




藍あい里さとまめ
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